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は

　高度成長期に整備された大量の社会インフラが老朽化す
る中、更新と維持管理を軸とした「インフラ大更新時代」
への対応が急務となっている。行政は戦略的な優先順位付
けと予算配分、調達制度の見直しを迫られ、学会や研究機
関には現場と連携した技術の実装や人材育成が求められる。
　建設業界と建築界も、従来の新設中心から維持管理や再
生へと役割を広げ、スマート技術の導入や脱炭素など社会
課題への対応が欠かせない。ＡＩやＩｏＴを活用したモニタ
リング、デジタルツイン、データ基盤の整備など技術開発
の動向にも注目が集まる。官民の役割分担を明確にし、産
学官が連携して持続可能なインフラの実現に取り組む姿勢
が、日本社会の将来を左右する鍵となる。

　　　日刊建設工業新聞社

　　　２～３　　　社会・経済活動を支えるインフラの現状

　　４～７　　　どうなる維持管理・更新、行政機関の役割

　　　８　　　自治体支援、首都高速会社の戦略

　 ９　　　インフラ整備に貢献する土研の材料開発

　　　１０～１３　　座談会「魅力ある首都東京に」　建築設計界の役割は

　　１４～１７　　大更新時代を見据えた土木・建築の新技術

１８～１９　　人材育成、地域建設業界や建築界、建設コンサルの動き

     ２０　　 インフラ１２分野の総合アセス―土木学会『日本インフラの体力診断』から
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全国で老朽化が原因の事故続く

教訓踏まえ管理体制転換を
八
潮
市
道
路
陥
没
事
故
か
ら
８
カ
月

戦
後
に
集
中
整
備
対
応
急
務

担い手不足・財政制約重なる

インフラ　大更新時代　の行方　現状

（２）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日） 第２部

　
完
成
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
膨
大
な
イ
ン
フ
ラ
を

ど
の
よ
う
に
管
理
し

更
新
し
て
い

く
の
か

現
在

国
や
地
方
自
治
体
は
避
け
て
通
れ
な
い
難
題
と
向
き
合

て
い
る

２
０
４
０
年

に
は

道
路
橋
の
約
８
割

河
川
管
理
施
設
の
約
７
割
が
更
新
時
期
を
迎
え
る
見
通
し
だ

ト
ン
ネ

ル
の
天
井
板
落
下
や
水
管
橋
の
破
損

道
路
の
陥
没
な
ど

老
朽
化
が
原
因
と
み
ら
れ
る
事
故
は
後

を
絶
た
ず

社
会
・
経
済
活
動
を
支
え
る
は
ず
の
イ
ン
フ
ラ
が

逆
に
生
活
を
脅
か
す
存
在
に
な
り

か
ね
な
い

国
と
地
方
自
治
体
は
ど
の
よ
う
な
解
決
策
を
模
索
し
て
い
る
の
か

現
場
を
追

た


陥没現場は復旧対応が続いている（４月撮影、埼玉県の資料から）

　
埼
玉
県
八
潮
市
で
発
生
し
た
道
路
陥

没
事
故
か
ら
８
カ
月
が
経
過
し
た

老

朽
化
し
た
下
水
管
が
原
因
と
な

た
こ

の
事
故
は

単
な
る
個
別
事
象
で
は
な

く

全
国
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
在
り
方
を
問
い
直
す
契
機
と
な

て

い
る

事
故
の
原
因
究
明
が
進
む
中


国
交
省
の
有
識
者
会
議
で
は

下
水
道

に
限
ら
ず
広
く
老
朽
化
対
策
を
盛
り
込

ん
だ
第
３
次
提
言
の
策
定
が
進
ん
で
い

る

教
訓
を
踏
ま
え
た
管
理
体
制
の
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
る


　
埼
玉
県
が
設
置
し
た
﹁
八
潮
市
で
発

生
し
た
道
路
陥
没
事
故
に
関
す
る
原
因

究
明
委
員
会
﹂
︵
委
員
長
・
藤
野
陽
三

城
西
大
学
学
長
︶
は
９
月
４
日

調
査

報
告
を
公
表

１
９
８
３
年
に
設
置
さ

れ
た
下
水
管
が
経
年
劣
化
し

硫
化
水

素
に
よ

て
コ
ン
ク
リ

ト
が
腐
食


隙
間
か
ら
土
砂
が
流
入
し

空
洞
が
発

生
し
て
陥
没
に
至

た
と
し
た


　
特
に
現
場
の
地
盤
は
シ
ル
ト
質
で


水
分
を
含
む
と
強
度
が
著
し
く
低
下
す

る
特
性
が
あ
る

こ
う
し
た
脆
弱
︵
ぜ

い
じ

く
︶
な
地
盤
条
件
が

崩
落
の

規
模
拡
大
を
招
い
た
と
み
ら
れ
る


　
事
故
は

市
町
の
下
水
処
理
を
担
う

幹
線
で
発
生
し

約
１
２
０
万
人
に
影

響

処
理
能
力
が
一
時
的
に
低
下
し


節
水
や
入
浴
・
洗
濯
の
自
粛
要
請
が
出

る
な
ど
市
民
生
活
に
支
障
が
生
じ
た


　
国
交
省
は
事
故
を
受
け
て

﹁
下
水

道
等
に
起
因
す
る
大
規
模
な
道
路
陥
没

事
故
を
踏
ま
え
た
対
策
検
討
委
員
会
﹂

︵
委
員
長
・
家
田
仁
政
策
研
究
大
学
院

大
学
特
別
教
授
︶
を
設
置

３
月
の
第

１
次
提
言
で
は

大
口
径
下
水
管
の
全

国
一
斉
調
査
﹁
全
国
特
別
重
点
調
査
﹂

の
実
施
を
要
請

５
月
の
第
２
次
提
言

で
は

省
力
化
と
無
人
化
に
よ
る
点
検

の
高
度
化

リ
ダ
ン
ダ
ン
シ

︵
冗
長

性
︶の
確
保
維
持
管
理
し
や
す
い
設
計

へ
の
見
直
し
な
ど
を
提
案
し
て
い
る


　
９
月
に
公
表
さ
れ
た
全
国
特
別
重
点

調
査
結
果
で
は

調
査
対
象
約
８
１
３


の
う
ち

﹁
緊
急
度
Ⅰ
︵
１
年
以
内

の
対
応
が
必
要
︶
﹂
が
約



﹁
緊

急
度
Ⅱ
︵
５
年
以
内
︶
﹂
が
約
２
２
５


と
判
明

老
朽
イ
ン
フ
ラ
へ
の
対
応

の
遅
れ
が
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な


た


　
今
回
の
事
故
は

下
水
道
だ
け
で
な

く
他
イ
ン
フ
ラ
に
も
共
通
す
る
リ
ス
ク

を
示
す
も
の
と
な

た

現
在
検
討
中

の
第
３
次
提
言
で
は

﹁
見
え
る
化
の

徹
底
﹂
﹁
点
検
・
調
査
の
メ
リ
ハ
リ
﹂

﹁
現
場
職
員
の
意
欲
向
上
﹂
﹁
国
民
の

理
解
と
協
力
の
モ

メ
ン
タ
ム
︵
機
運

醸
成
︶
﹂
の
４
点
を
柱
に
議
論
が
進
め

ら
れ
て
い
る


　
家
田
委
員
長
は

﹁
老
朽
化
の
実
態

と
財
政
制
約

双
方
を
市
民
に
伝
え
る

﹃
二
つ
の
見
え
る
化
﹄
が
不
可
欠
だ
﹂

と
語
る

第
３
次
提
言
は
今
秋
以
降
に

公
表
さ
れ
る
見
通
し
だ


　
八
潮
市
の
陥
没
事
故
は

イ
ン
フ
ラ

の
潜
在
的
な
リ
ス
ク
を
顕
在
化
さ
せ


全
国
規
模
で
の
維
持
管
理
体
制
の
再
構

築
を
促
す
き

か
け
と
な

た

下
水

管
路
と
い
う

地
下
の
危
機

か
ら


イ
ン
フ
ラ
全
体
の
持
続
可
能
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
問
わ
れ
て
い
る


　
戦
後
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た

イ
ン
フ
ラ
や
建
築
物
の
老
朽
化

が

全
国
的
な
課
題
と
し
て
表
面

化
し
て
い
る

道
路

橋
梁

上

下
水
道

公
共
施
設
な
ど

暮
ら

し
に
不
可
欠
な
社
会
基
盤
が
一
斉

に
更
新
期
を
迎
え
る
中

発
注
・

受
注
の
担
い
手
不
足
や
財
政
制
約

が
重
な
り

従
来
の
維
持
管
理
体

制
で
は
対
応
が
難
し
く
な

て
い

る


　
国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
れ

ば

２
０
３
０
年
ま
で
に
建
設
か

ら

年
以
上
が
経
過
す
る
イ
ン
フ

ラ
の
割
合
は
道
路
橋
で
約

％


ト
ン
ネ
ル
約

％

河
川
管
理
施

設
約

％

水
道
管
路
約

％


下
水
道
管
渠
約

％

港
湾
施
設

は
約

％
に
達
す
る
見
通
し
だ


　
今
年
１
月

埼
玉
県
八
潮
市
で

起
き
た
道
路
陥
没
事
故
を
受
け


路
面
下
空
洞
の
緊
急
調
査
が
実
施

さ
れ
た

調
査
対
象
の
直
轄
国
道

約
３
０
０
０

で

空
洞
が
計
４

７
３
９
カ
所
確
認
さ
れ

う
ち
１

１
９
カ
所
は
陥
没
の
リ
ス
ク
が
高

い
と
さ
れ
た

中
程
度
の
可
能
性

が
あ
る
ポ
イ
ン
ト
も
２
０
０
０
カ

所
を
超
え

全
国
の
道
路
イ
ン
フ

ラ
が
抱
え
る
危
険
性
が
浮
き
彫
り

と
な

た


　
下
水
道
管
に
つ
い
て
も
状
況
は

深
刻
だ

標
準
耐
用
年
数

年
を

超
え
る
管
が
全
体
の
７
％
に
達

し


年
に
は
約
４
割
に
拡
大
す

る
見
通
し

既
に
下
水
道
管
の
劣

化
が
原
因
と
さ
れ
る
道
路
陥
没
は

年
間
２
６
０
０
件
に
上
る
ま
た


下
水
処
理
場
の
機
械
・
電
気
設
備

の
う
ち
耐
用
年
数
︵

年
︶
を
超

過
し
た
施
設
は
２
０
０
０
カ
所
に

達
し

全
体
の
約
９
割
を
占
め
て

い
る


　
公
共
建
築
物
の
老
朽
化
も
進
行

し
て
い
る

文
部
科
学
省
に
よ
る

と

公
立
小
中
学
校
の
約
６
割
が

築

年
以
上
を
経
過
し

そ
の
う

ち
７
割
が
改
修
を
必
要
と
し
て
い

る

多
く
は
１
９
７
０


年
代

の
児
童
・
生
徒
数
増
加
期
に
建
て

ら
れ
た
施
設

資
材
価
格
の
上
昇

や
人
手
不
足
の
影
響
も
あ
り

従

来
の
予
算
で
は
改
修
が
追
い
つ
か

な
い
現
状
が
あ
る


　
国
立
大
学
や
高
等
専
門
学
校
で

も

築

年
以
上
の
建
物
が
７
割

を
超
え
る

こ
れ
ら
の
教
育
施
設

は
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
役

割
を
担

て
お
り

防
災
の
観
点

か
ら
も
早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る


　

年
の
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト

ン
ネ
ル
天
井
板
落
下
事
故
や

八

潮
市
で
の
道
路
陥
没
は

い
ず
れ

も
経
年
劣
化
が
要
因
と
さ
れ
た


こ
う
し
た
事
故
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
は

点
検
・
補
修
の
徹
底

に
加
え

予
防
保
全
を
重
視
し
た

維
持
管
理
へ
の
転
換
が
不
可
欠

だ


　
一
方
で

必
要
な
人
材
や
予
算

の
確
保
は
容
易
で
は
な
い

人
口

減
少
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
や

技
術
系
職
員
の
不
足

厳
し
い
財

政
状
況
の
中

老
朽
イ
ン
フ
ラ
へ

の
対
応
が
後
回
し
に
な

て
い
る

自
治
体
は
少
な
く
な
い


　
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
は

日
常

生
活
で
は
見
え
に
く
い
場
所
で
静

か
に
進
行
し
て
い
る

次
世
代
に

安
全
で
持
続
可
能
な
社
会
基
盤
を

引
き
継
ぐ
た
め
に
は

行
政
に
任

せ
き
り
に
せ
ず

市
民
一
人
一
人

が
現
状
を
知
り

未
来
の
イ
ン
フ

ラ
を
ど
う
守
る
か

考
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る




市区町村の土木関連予算減少

財
政
基
盤
弱
い
自
治
体
は
困
窮
状
態

インフラ　大更新時代　の行方　現状

東京都

改
修
必
要
な
施
設
は
急
増

持
続
可
能
な
仕
組
み
求
め
ら
れ
る

（３） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日）第２部

市区町村の土木費の推移
11兆4973億円

６兆4964億円
（1993年度比  約57%）

６兆0465億円

（国交省作成）

（1993年度比 約53%）
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イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
維
持
管
理
な
ど
に
充
て

る
市
区
町
村
の
土
木
関
連
予
算
が
年
々
減

て

い
る

ピ

ク
だ

た
１
９
９
３
年
度
に

・

４
兆
円
だ

た
全
国
の
市
区
町
村
の
土
木
費
は

２
０
２
２
年
度
に
６
・
４
兆
円
ま
で
減
少
し
た


予
防
保
全
型
管
理
の
浸
透
で
費
用
が
抑
え
ら
れ

た
側
面
も
あ
る
が

人
口
減
少
に
よ
る
税
収
減

や
社
会
保
障
関
連
費
増
大
の
影
響
も
大
き
い


施
設
の
老
朽
化
が
進
行
す
る
状
況
に
あ

て


財
政
基
盤
が
弱
い
自
治
体
は
難
し
い
対
応
を
迫

ら
れ
て
い
る


　
愛
媛
県
西
予
市
は
財
源
に
余
裕
が
あ
る
時
に

積
み
立
て

災
害
な
ど
緊
急
時
に
支
出
す
る

﹁
財
政
調
整
基
金
﹂
が

年
度
末
に
約

億
円

あ

た

そ
れ
が

年
度
の
予
算
編
成
後
に
約

３
億
円
ま
で
減
り

危
機
的
な
事
態
に
直
面
し

て
い
る


年
の
豪
雨
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策

物
価
高
騰
へ
の
対
応
な
ど
財
政

出
動
が
続
い
た
こ
と
が
響
い
た


　
同
市
は
愛
媛
県
内
で
も
面
積
が
広
大
で

管

理
が
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
の
数
も
多
い


年
度

末
時
点
で
２
４
２
９
路
線

延
長
１
１
６
１


の
市
道

６
５
４
本
の
道
路
橋

二
つ
の
ト
ン

ネ
ル
を
管
理
し
て
い
る

﹁
道
路
・
橋
梁
修
繕

に
か
か
る
費
用
は
今
後
増
加
し
て
い
く
よ
う
に

な
る
﹂
状
況
で

市
の
担
当
者
は
予
算
確
保
に

不
安
を
隠
さ
な
い


　

年
度
ま
で
に
道
路
橋
６
５
５
本
を
点
検
し

た
結
果


・
４
％
が
予
防
保
全
の
観
点
か
ら

対
応
を
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
﹁
予
防
保
全
段

階
﹂
で


・
７
％
が
早
期
に
措
置
す
べ
き

﹁
早
期
措
置
段
階
﹂
だ

た


　
人
材
面
に
も
課
題
を
抱
え
る

建
設
課
に
所

属
す
る
技
術
系
職
員
は
わ
ず
か

人

市
は

﹁

年
の
豪
雨
災
害
な
ど
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
時
に

技
術
者
不
足
で
初
動
対
応
が
遅
れ

る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
﹂
と
危
機
感
を
募
ら
せ

る


　
広
島
県
府
中
市
は

年
に
財
政
見
通
し
を
推

計
し
た
結
果

財
政
調
整
基
金
が

年
度
に
枯

渇
す
る
と
分
か

た

対
応
策
と
し
て

年
度

か
ら
５
年
間
の
財
政
再
建
計
画
を
策
定

歳
出

超
過
の
解
消
が
喫
緊
の
課
題
に
な

て
い
る


　
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
う
ち
道
路
橋
の
維
持
管
理

・
改
修
費
は

年
度
に
６
・
４
億
円

そ
の
後

は
上
昇
基
調
と
な
り


年
度
に
は

・
２
億

円
と
約
１
・
７
倍
に
膨
ら
ん
だ

﹁
材
料
費
や

人
件
費
の
高
騰
で
維
持
管
理
費
用
は
増
大
し
て

い
る

今
後
も
増
加
が
続
い
て
い
く
と
考
え
ら

れ
る
﹂
と
不
安
は
尽
き
な
い


　
在
籍
し
て
い
る
土
木
技
師
は

人

﹁
技
術

職
員
は
足
り
な
い
状
況
で
は
な
い
﹂
が

不
足

す
る
場
合
は
イ
ン
フ
ラ
の
修
繕
や
点
検
が
遅
れ

る
可
能
性
も
あ
り

人
材
育
成
へ
の
影
響
も
考

え
ら
れ
る


　
北
海
道
北
見
市
も
綱
渡
り
の
財
政
運
営
が
続

い
て
い
る
中
期
財
政
計
画
を
策
定
し
た
結
果





年
度
は
毎
年
度
約

億
円
の
収
入
不
足

と
な
る
こ
と
が
判
明
し
た

こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
基
金
か
ら
補
填
し
続
け
る
と

現
金
残
高
の

枯
渇
が
避
け
ら
れ
な
い


　
管
理
し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
の
う
ち

水
道
管

路
は
総
延
長
１
２
０
９

の
う
ち
５
０
１

が

耐
用
年
数
の

年
を
超
え
て
い
る

経
年
化
率

は

年
度
実
績
で

・
４
％

市
の
担
当
者
は

﹁
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
需
要
の
増
加


人
口
減
少
に
よ
る
収
入
の
減
少

物
価
高
騰
に

よ
る
維
持
管
理
費
の
増
加
が
課
題
﹂
と
の
認
識

を
示
す


　
橋
梁
は



年
度
の
点
検
の
結
果

約
５

０
０
橋
の
う
ち

％
が
﹁
早
期
措
置
段
階
﹂


１
橋
が
﹁
緊
急
措
置
段
階
﹂
だ

た

﹁
対
策

が
必
要
な
橋
梁
数
が
多
く

同
一
水
準
で
全
て

の
施
設
を
維
持
管
理
す
る
の
は
困
難
﹂

技
術

系
職
員
の
不
足
で
﹁
災
害
や
事
故
が
発
生
し
た

時
の
対
応
や
復
旧
作
業
に
遅
れ
が
出
る
可
能
性

も
あ
る
﹂
な
ど
の
課
題
が
山
積
す
る


　
人
口
減
少
が
続
く
中

財
政
基
盤
が
揺
ら
ぐ

自
治
体
は
今
後
増
え
る
可
能
性
が
あ
る

地
域

住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

も

官
民
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が
よ
り
重
要

に
な
る


雨水で腐食した橋梁の鋼支承と
鋼桁端部（東京都提供）

　
人
口
約
１
４
０
０
万
人
を
抱
え
る

東
京
都
は
政
治
・
経
済
の
中
心
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た


た
だ
都
市
機
能
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

は
１
９
６
４
年
の
東
京
五
輪
を
機
に

整
備
さ
れ
た
も
の
が
多
い

施
設
の

管
理
対
象
は
膨
大
で

経
年
劣
化
で

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
損
傷
を
調
査
で
確

認

今
後

改
修
が
必
要
な
施
設
の

急
増
が
見
込
ま
れ
る


　
都
の
デ

タ
に
よ
る
と

橋
梁
は

２
０
２
０
年
４
月
時
点
で
１
２
２
１

橋
を
管
理
し
て
い
る

こ
の
う
ち
供

用
開
始
か
ら

年
を
超
え
る
も
の
は


％
に
上
り


年
後
に
は
８
割
近

く
に
達
す
る
見
通
し
だ




年

の
点
検
で
は

約
６
割
の
橋
が
﹁
や

や
注
意
﹂
か
﹁
注
意
﹂
に
分
類
さ
れ

た

都
の
担
当
者
は
﹁
鋼
桁
端
部
の

腐
食
が
著
し
い
橋
が
目
立
つ
﹂
と
現

状
を
説
明
す
る


　
道
路
ト
ン
ネ
ル
は

年
度
末
時
点

で
山
岳
・
開
削
合
わ
せ
て
１
２
８
カ

所
を
管
理

う
ち
約

％
が
供
用
開

始
か
ら

年
超
で


年
後
に
は
約


％
に
達
す
る
見
込
み

山
岳
ト
ン

ネ
ル
で
は

覆
工
コ
ン
ク
リ

ト
に

無
筋
構
造
が
多
く

ひ
び
割
れ
や
浮

き

剝
離

漏
水
な
ど
が
発
生
し
て

い
る


　
河
川
施
設
も

年
以
上
が
経
過
し

た
事
例
が
増
え
つ
つ
あ
る

地
下
調

節
池
の
建
設
は
継
続
し
て
い
る
が


施
設
の
増
加
に
対
し
技
術
職
員
の
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り

管
理
体
制
の

維
持
が
課
題
と
な

て
い
る

﹁
今

後
補
修
や
更
新
が
必
要
な
施
設
が
急

速
に
増
え
る
﹂
状
況
で

都
の
担
当

者
は
先
行
き
に
不
安
を
募
ら
せ
る


　
水
道
管
は

交
通
量
の
多
い
交
差

点
の
地
下
な
ど
に
老
朽
管
が
埋
設
さ

れ
て
い
る
ケ

ス
が
多
く

更
新
工

事
の
難
度
が
高
い

加
え
て

埋
設

物
が
集
中
す
る
地
点
で
は

作
業
に

高
度
な
調
整
が
求
め
ら
れ
る

下
水

道
管
は

年
度
末
時
点
で

全
体
の

約

％
が
法
定
耐
用
年
数
の

年
を

超
え
て
い
る

再
構
築
を
怠
れ
ば


今
後

年
で
約

％
ま
で
拡
大
す
る

た
め

都
は
計
画
的
な
整
備
を
進
め

て
い
る


　
港
湾
施
設
も
老
朽
化
が
進
行
す

る

防
波
堤
や
桟
橋
な
ど
土
木
施
設

の
う
ち

年
時
点
で
３
割
超
が

年

を
経
過


年
後
に
は

％
に
増
え

る
と
予
測
し
て
い
る


　
各
分
野
で
イ
ン
フ
ラ
の
一
斉
更
新

期
が
迫
る
中

財
政
基
盤
が
強
固
な

都
で
も
更
新
時
期
の
平
準
化
が
よ
り

重
要
に
な
る
と
見
る

人
員
や
予
算

の
制
約
を
踏
ま
え
た

持
続
可
能
な

維
持
管
理
の
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る




見
え
る
化
と
め
り
は
り
が
鍵

ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
の
仕
組
み
も

国の政策

職
員
の﹁
ゼ
ロ
イ
チ
﹂助
け
た
い

伊
勢
崎
市
建
設
部
治
水
課
長

橋
本
　

隆
氏

現場の声事
務
職
が
土
木
携
わ
る
時
代
に

インフラ　大更新時代　の行方　行政

　

悩
む
自
治
体
先
手
打
て
る
か

（４）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日） 第２部

　
埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故

は

イ
ン
フ
ラ
全
般
の
老
朽
化
対
策

を
考
え
直
す
契
機
と
な

た

国
交

省
は

事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
策
を
イ
ン
フ
ラ
政

策
の
根
幹
に
据
え
る
方
針
だ

い
ず

れ
も
２
０
２
６
年
度
に
次
期
計
画
が

ス
タ

ト
す
る
﹁
社
会
資
本
整
備
重

点
計
画
﹂
と
﹁
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

計
画
︵
行
動
計
画
︶
﹂
に
盛
り
込
む

方
向
で
検
討
し
て
い
る


　
キ

ワ

ド
は
徹
底
的
な
﹁
見
え

る
化
﹂
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
﹁
め

り
は
り
﹂
だ

不
可
視
の
地
下
空
間

で
進
む
老
朽
化
が
重
大
な
事
故
を
招

く
と
い
う
反
省
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

需
要
が
増
大
し
て
も
対
応
す
る
人
員

・
予
算
が
限
ら
れ
る
危
機
的
状
況
が

念
頭
に
あ
る


　
新
技
術
の
実
装
が
﹁
見
え
る
化
﹂

の
一
つ
の
道
筋
だ

点
検
や
診
断
に

ド
ロ

ン
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
を
強
力
に

後
押
し
す
る
考
え

イ
ン
フ
ラ
デ


タ
を
統
合
的
に
保
管
・
共
有
し

利

活
用
し
や
す
く
す
る
デ

タ
ベ

ス

な
ど
の
早
期
確
立
も
目
指
す


　
市
民
へ
の
見
え
る
化
も
重
視
す

る

老
朽
化
の
状
況
を
分
か
り
や
す

く
公
表
・
発
信
し

一
人
一
人
に

﹁
自
分
事
﹂
と
認
識
し
て
も
ら
う


ス
マ

ト
フ

ン
ア
プ
リ
の
活
用
な

ど

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
成
功
事
例

が
出
て
い
る
﹁
住
民
参
加
型
イ
ン
フ

ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
﹂
の
全
国
的
な
水

平
展
開
も
推
進
す
る


　
﹁
め
り
は
り
﹂
に
も
複
数
の
意
味

合
い
が
あ
る

メ
ン
テ
ナ
ビ
リ
テ



︵
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
し
や
す
さ
︶

や
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ

︵
冗
長
性
︶
を

確
保
し
た
設
計
を
推
進
し

運
用
後

の
手
間
・
コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
を
軽
減

す
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
連
動
し


イ
ン
フ
ラ
集
約
・
再
編
な
ど
の
老
朽

化
対
策
の
ト
リ
ア

ジ
︵
優
先
順
位

付
け
︶
に
踏
み
出
す
こ
と
も
将
来
的

に
は
必
要
だ


　
土
木
職
な
ど
技
術
系
職
員
の
採
用

難
に
直
面
す
る
自
治
体
か
ら
は

技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
を
懸
念
す
る

声
が
聞
こ
え
る

国
交
省
は
群
マ
ネ

の
全
国
展
開
と
同
時
並
行
で

小
規

模
自
治
体
が
専
門
家
の
派
遣
な
ど
で

支
援
を
受
け
ら
れ
る
恒
久
的
な
仕
組

み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る

維
持

管
理
業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
助
言
す
る

産
学
官
の
専
門
家
を﹁
人
材
バ
ン
ク
﹂

に
蓄
積
し

各
自
治
体
の
ニ

ズ
に

応
じ
て
橋
渡
し
す
る
窓
口
機
能
を

﹁
人
の
群
マ
ネ
﹂
と
し
て
整
備
す
る

ア
イ
デ
ア
だ


　
官
民
連
携
を
支
援
す
る
自
治
体
向

け
の
補
助
・
モ
デ
ル
事
業
で
も

年

度
は
﹁
戦
略
的
な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
担
う
自
治
体
の
体
制
の
確

保
﹂
を
テ

マ
の
一
つ
と
し
て
重
点

を
置
く

自
治
体
の
ニ

ズ
と
民
間

事
業
者
の
シ

ズ
を
マ

チ
ン
グ
す

る
﹁
民
間
提
案
型
官
民
連
携
モ
デ
リ

ン
グ
事
業
﹂で
は
過
疎
が
進
む
自
治

体
で
橋
梁
の
管
理
実
態
を
デ
ジ
タ
ル

技
術
で
総
合
的
に
評
価
し
ト
リ
ア


ジ
に
生
か
し
た
り

老
朽
化
し
た
公

営
住
宅
の
再
生
に
不
動
産
団
体
な
ど

の
提
案
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た

り
す
る
試
み
が
選
定
さ
れ
て
い
る


　
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
多
様

な
政
策
メ
ニ


が
具
体
化
し
つ
つ

あ
る
中

そ
れ
を
全
国
各
地
で
ど
う

発
展
さ
せ
る
か
が
問
わ
れ
る


　（はしもと・たかし）建設会
社勤務を経て年伊勢崎市入
庁。課長を務める治水課は年
度に新設。河川や農業用水路、
雨水幹線、都市下水道など従来
は管理主体が分かれていたイン
フラ施設を一体的に管理する全
国的にも珍しい部署となる。

　

年
後


年
後
に
は
自
治
体
か

ら
土
木
職
が
激
減
し

そ
の
仕
事
の

ほ
と
ん
ど
を
事
務
職
が
担
う
よ
う
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
｜
｜

悲
観
的

と
も
言
え
る
将
来
を
見
据
え

全
く

土
木
を
知
ら
な
い
状
態
か
ら
実
務
を

一
か
ら
学
ぶ
﹁
ゼ
ロ
イ
チ
﹂
を
支
援

す
る
活
動
を
展
開
す
る
の
が

群
馬

県
伊
勢
崎
市
建
設
部
治
水
課
長
の
橋

本
隆
氏
だ


　
公
務
と
は
別
に
書
籍
の
執
筆
や
講

演
に
取
り
組
む

こ
こ
数
年
で
出
版

し
た
著
書
は
﹃
自
治
体
の
土
木
担
当

に
な

た
ら
読
む
本
﹄
︵
発
行
・
学

陽
書
房
︶

﹃
こ
れ
だ
け
は
知

て

お
き
た
い
！
技
術
系
公
務
員
の
教
科

書
﹄
︵
同
︶
な
ど
３
冊

い
ず
れ
も

自
治
体
職
員
が
手
掛
け
る
土
木
や
都

市
計
画
の
実
務
に
特
化
し

業
務
上

の
心
構
え
や
仕
事
術
も
交
え
て
解
説

し
た
入
門
書
だ


　
技
術
系
職
員
が
一
人
も
い
な
い
町

村
な
ど
は
い
わ
ば﹁
先
進
地
域
﹂

全
国
的
に
も
土
木
職
な
ど
が
減
少
傾

向
に
あ
る
中

﹁
こ
れ
か
ら
は
ゼ
ロ

イ
チ
が
主
流
に
な
る
﹂と
指
摘
す
る


﹁
事
務
職
︵
な
ど
の
未
経
験
者
︶
を

ゼ
ロ
か
ら
育
て
る
に
は
特
効
薬
が
必

要
だ

そ
の
た
め
に
本
を
書
い
た
﹂

と
橋
本
氏

﹁
ま
る

き
り
素
人
で

あ

て
も

こ
れ
を
読
ん
だ
ら
一
通

り
の
実
務
が
理
解
で
き

市
民
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
で
き
る
も
の

を
目
指
し
た
﹂
と
い
う


　
自
身
も
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
公
務
員
に

転
身
し
た
が

畑
違
い
の
配
属
先
で

ゼ
ロ
イ
チ
に
苦
労
し
た
経
験
が
あ

る

同
じ
よ
う
な
苦
労
を
後
進
に
は

さ
せ
た
く
な
い
と
の
思
い
か
ら


﹁
経
験
の
シ

ア
﹂
を
ベ

ス
と
し

た
現
在
の
活
動
を
始
め
た

市
職
員

の
自
主
研
究
グ
ル

プ
を
立
ち
上

げ

職
員
同
士
が
互
い
の
経
験
を
共

有
し

実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

講
演
会
な
ど
を
開
催

公
務
員
向
け

の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ

ト
フ


ム

を
用
い
て
活
動
の
幅
を
職
場
の
外
に

も
広
げ
て
き
た


　
今
年
か
ら
は
全
国
の
技
術
系
職
員

の
有
志
で
つ
く
る
﹁
行
政
エ
ン
ジ
ニ

ア
支
援
機
構
﹂
に
も
参
加
し

ゼ
ロ

イ
チ
支
援
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
主
宰

し
て
い
る

ゼ
ロ
イ
チ
の
苦
労
か
ら

抜
け
出
せ
ず

脱
落
し
て
し
ま
う
よ

う
な
事
態
に
目
を
つ
ぶ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い

著
書
に
は
イ
ラ
ス
ト
や

図
表
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み

記

述
も
平
易
で
分
か
り
や
す
さ
を
追
究

し
た

橋
本
氏
は
﹁
ま
ず
は
ゼ
ロ
イ

チ
の
ハ

ド
ル
を
下
げ

誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
社
会
に
し
た
い
﹂
と
話

す


　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
需
要
の
増
大
や
ベ

テ
ラ
ン
職
員
の
退
職
を
背
景
に

自

治
体
で
の
技
術
継
承
と
人
材
育
成
の

重
要
性
は
一
段
と
増
す

ゼ
ロ
イ
チ

支
援
の
活
動
は

今
よ
り
む
し
ろ


年
後


年
後
の
社
会
に
こ
そ
必
要

と
さ
れ

効
果
を
発
揮
す
る
と
橋
本

氏
は
み
る

自
分
一
人
の
高
み
を
目

指
す
﹁
１
０
０
﹂
の
ス
キ
ル
ア

プ

よ
り
も

ゼ
ロ
か
ら
挑
戦
す
る
１
０

０
人
の
﹁
１
﹂
の
ス
テ

プ
ア

プ

を
後
押
し
す
る
活
動
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る


　
過
去
に
整
備
さ
れ
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
管
理
し

集
約
・
再
編
の
判
断
も
含
め
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
最
前
線
を
担
う
の
は

全
国
の
地
方
自
治
体
だ

人
員
や
財
源
の
不
足
に
悩
み
な
が
ら

各
自
治
体
は

持
続
可
能
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
に
知
恵
を
絞
り

国
土
交
通
省
は
支
援
策
の
充
実
を
急
ぐ

国

交
省
が
提
唱
す
る
﹁
地
域
イ
ン
フ
ラ
群
再
生
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
︵
群
マ
ネ
︶
﹂
や
官
民
連
携
・
市
民
協

働
を
切
り
口
に

大
更
新
時
代
の
到
来
に
先
手
を
打
つ
自
治
体
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
管
理
者

難
局
の
打
開

に
挑
む
人
た
ち
を
取
り
上
げ
る




　

　

合
意
形
成
で
工
夫
最
終
的
な
ゴ

ル
模
索

　　　貝塚市　

　

包
括
発
注
へ
ま
ず
は
地
元
企
業
の
理
解

　　　益田市

インフラ　大更新時代　の行方　行政

手引周知し最初の一歩後押し　　群
マ
ネ

モ
デ
ル
地
域
の
動
向

（５） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日）第２部

益田市

津和野町

吉賀町

益田地区
協議会

包括委託

土木課・農林水産課

建設課・農林課

建設水道課・産業課

群マネモデル地域の検討状況（５月末時点） （国交省資料から）

道路 河川 公園 下水道 その他
和歌山県
（ほか１市３町） ● － － － － 橋梁の集約再編計画を共同策定

　→25年度に県と1市3町共同で計画策定予定
広島県
（ほか２町） ● － － － － 道路の日常維持管理

※まずは県と町で同一事業者と各自契約し、将来的に契約一本化も
北海道幕別町
（ほか１町）

●
○ － ○ － － 道路の日常維持管理、舗装診断※データ連携も検討

幕別町単体で道路・公園管理の多分野連携も検討
大阪府貝塚市
（ほか７市４町） ● － ● ● － 道路、公園、下水道それぞれで業務実施

　→25年度に実装（道路・公園遊具点検、下水道の事業所排水規制業務）
兵庫県養父市
（ほか２市２町） ● － － － － 橋梁の一括管理（補修設計・工事）

※一部市町に限定した先行発注など段階的な進め方も想定
奈良県宇陀市
（ほか３村） ● － － － － 橋梁の一括管理（点検、修繕設計・工事）※CM方式の活用も視野

　→25年度に点検業務発注、26年度に点検・設計・工事の連携
島根県益田市
（ほか２町） ● － － － ●

（農林道）
農林道含む橋梁・トンネルの一括管理（点検・修繕設計）
　→25年度に点検業務発注、26年度に設計業務も追加検討

秋田県大館市 ○ ○ ○ ○ － 道路・農林道、河川、公園の日常維持管理
　→25年度に業務開始、26年度に下水道の包括化も予定

滋賀県草津市 ○ ○ ○ － － 道路、河川の日常維持管理
※公園は長期的に検討、下水道は別途ウオーターPPP検討

広島県三原市 ○ ○ ○ － － 道路、河川、公園の日常維持管理
　→26年度の業務発注へ準備中※住民対応でDX活用も検討

山口県下関市 ○ ○ － ○ ○
（臨海道路）

跨線橋管理の包括化を含む道路、河川の日常維持管理
※将来的に臨港道路や下水道の包括化も検討

●は広域連携（複数自治体）での検討、○は多分野連携（単独自治体）での検討

多
分
野
連
携

類型 自治体
対象分野

ポイント

広
域
連
携

垂
直

（
県
主
体
）

水
平

（
市
町
村
間
）

ドラレコを活用したＡＩ道路点検（貝塚市提供）

　
大
阪
府
貝
塚
市
は

群
マ
ネ
モ

デ
ル
地
域
で
最
多
と
な
る
泉
州
地

域

自
治
体︵
岸
和
田
泉
大
津


貝
塚

泉
佐
野

和
泉

高
石


泉
南

阪
南
の
各
市
と
忠
岡

熊

取

田
尻

岬
の
各
町
︶
の
連
携

で
中
心
的
な
役
割
を
担
う

団
塊

世
代
の
退
職
に
よ
る
技
術
系
職
員

の
不
足
で

公
共
施
設
の
維
持
管

理
が
困
難
に
な

て
き
た
た
め


地
域
全
体
の
イ
ン
フ
ラ
品
質
を
一

定
に
保
つ
こ
と
を
目
的
に
ス
タ


ト
し
た


　
し
か
し

自
治
体
数
が
多
け
れ

ば
群
マ
ネ
へ
の
温
度
差
が
あ
る
こ

と
も
事
実
だ

事
務
系
職
員
が
土

木
工
事
を
直
接
手
掛
け
る
な
ど
切

羽
詰
ま

て
い
る
自
治
体
も
あ
れ

ば

余
力
が
あ
り
情
報
共
有
を
目

的
に
参
加
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る

群
マ
ネ
会
議
な
ど
に
人
を
割

く
余
裕
が
な
い
た
め

負
担
に
感

じ
る
自
治
体
も
あ
る


　
そ
の
た
め

事
業
の
合
意
形
成

に
は
難
し
さ
が
あ
る

一
例
と
し

て
公
園
の
遊
具
を
点
検
す
る
場

合

発
注
す
る
仕
様
書
や
点
検
グ

レ

ド
の
違
い
な
ど
で

擦
り
合

わ
せ
が
必
要
に
な
る

大
阪
府
の

鳳
土
木
事
務
所
管
内
と
岸
和
田
土

木
事
務
所
管
内
で
自
治
体
を
分

け

代
表
幹
事
を
決
め
て
意
見
を

集
約
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る


　
２
０
２
５
年
度
に
は
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ダ


を
活
用
し
た
道
路
や
遊
具
の
点
検

を
実
施
し
て
い
る


年
度
以
降

は
可
能
な
範
囲
で
業
務
の
共
同
発

注
を
予
定
し
て
お
り

成
功
体
験

の
積
み
重
ね
で
効
果
を
実
感
す
る

こ
と
で

群
マ
ネ
の
発
展
を
期
待

し
て
い
る


　
群
マ
ネ
を
定
着
さ
せ
る
た
め


将
来
あ
る
べ
き
姿
も
模
索
し
て
い

る

同
市
の
担
当
者
に
よ
る
と

﹁
各
自
治
体
間
で
概
念
は
理
解
で

き
て
い
る
が

最
終
的
に
ど
の
よ

う
な
形
に
す
べ
き
か
の
ゴ

ル
が

見
え
て
い
な
い
﹂
と
い
う

地
方

自
治
法
上
の
広
域
連
携
ス
キ

ム

な
ど
を
活
用
し
た
組
織
体
の
構
築

を
検
討

一
部
事
務
組
合
や
広
域

連
合

地
方
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
専
門
と
す
る
官
民
合
同

会
社
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
選
択
肢

に
挙
げ
て
い
る


　
最
終
的
に
目
指
す
姿
か
ら
逆
算

し
て
５
年


年
ス
パ
ン
で
調
査

・
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
が


原
資
と
な
る
総
務
省
の
補
助
金
が

単
年
度
制
で

次
年
度
以
降
の
調

査
の
実
施
が
不
確
定
な
こ
と
が
ネ


ク
と
な

て
い
る

同
市
の
担

当
者
は
﹁
群
マ
ネ
の
ゴ

ル
の
姿

を
示
す

総
論
的
な
議
論
が
必
要

だ
﹂
と
課
題
を
指
摘
す
る


包括発注の仕組み（益田市
ホームページから）

　
島
根
県
益
田
市
は
隣
接
す
る
津

和
野
町
や
吉
賀
町
と
連
携
し

群

マ
ネ
を
実
践
す
る

人
材
や
財
源

の
不
足
で
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持

管
理
が
困
難
に
な
る
と
い
う
危
機

感
を
共
有
し

予
防
保
全
型
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
本
格
転

換
を
目
指
し
て
い
る


　
３
自
治
体
で
以
前
か
ら
協
定
を

締
結
し

ト
ン
ネ
ル
点
検
の
業
務

委
託
や
修
繕
工
事
を
一
括
で
発
注

し
て
き
た
経
緯
が
あ
る

共
同
で

の
現
場
見
学
会
の
開
催
や

意
見

交
換
も
活
発
だ

た

群
マ
ネ
実

施
を
契
機
に

改
め
て
担
当
者
会

議
を
実
施
し

担
当
者
の
見
識
を

高
め
て
き
た


　
群
マ
ネ
の
実
施
に
当
た

て
自

治
体
ご
と
に
組
織
内
で
政
策
的


財
政
的
な
ル

ル
の
明
確
化
も
必

要
だ

益
田
市
は
将
来
的
な
予
算

の
抑
制
を
考
慮
し
た
上
で

群
マ

ネ
の
実
施
計
画
を
立
案
す
る
必
要

が
あ

た
と
い
う


　
最
終
的
に
包
括
的
民
間
委
託
を

目
指
し
て
い
る
た
め

地
元
企
業

も
﹁
群
﹂
や
﹁
束
﹂
と
な
り

総

力
戦
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と

な
る

競
争
原
理
が
働
く
従
来
の

競
争
入
札
と
は
異
な
る
考
え
方
と

言
え

ま
ず
は
地
元
企
業
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
先
決
だ

そ
こ
で

同
市
は
群
マ
ネ
の
枠
組
み
に
益
田

地
区
測
量
設
計
業
協
会
の
参
画
を

促
し
同
協
会
向
け
の
勉
強
会
や


サ
ウ
ン
デ

ン
グ
を
実
施

群
マ

ネ
の
認
知
度
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る


　
同
市
と
同
協
会
は
以
前
か
ら
災

害
協
定
を
締
結
し

協
力
体
制
を

構
築
し
て
い
た
こ

と
が
幸
い
し
た


地
元
企
業
や
準
県

内
業
者
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
が
増

え

群
マ
ネ
が
社

会
的
に
認
知
さ
れ

て
き
た
と
実
感
し

て
い
る


　
群
マ
ネ
に
よ
る

業
務
発
注
を
近
く

予
定
す
る

２
０

２
５
年
度
は
各
自

治
体
が
管
理
し
て
い
る
橋
梁
計


カ
所
で

点
検
業
務
の
委
託
を
想

定
す
る

以
降
も
対
象
施
設
を
市

道
や
町
道

農
道

林
道
と
分
野

横
断
的
に
展
開
す
る
こ
と
で

ス

ケ

ル
メ
リ

ト
の
拡
大
を
目
指

す

各
自
治
体
の
担
当
者
間
で
連

絡
体
制
が
密
に
な
り

イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
以
外
の
多
く
の
事

業
を
共
同
で
研
究
や
調
査

検
討

す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
と
い


た
効
果
も
出
て
い
る


　
最
終
的
に
は
﹁
益
田
地
区
協
議

会
﹂
を
設
立
し

１
市
２
町
の
業

務
を
包
括
委
託
す
る
こ
と
が
目
標

だ

群
マ
ネ
の
成
果
次
第
で
は
島

根
県
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
て

お
り

同
県
建
設
技
術
セ
ン
タ


へ
の
参
加
依
頼
も
検
討
し
て
い

る


　国交省が旗を振る群マネが、
全国の地方自治体に本格的に普
及させるフェーズに入る。群マ
ネ導入の検討から実践までのプ
ロセスを分かりやすく解説する
「手引」を今月策定し、自治体の
職員などに周知し理解を促す。
件のモデル地域（計自治体）
は年月の選定以降、業務・
工事の発注段階まで検討が進ん
だ例がある。モデル地域の試行
も踏まえ手引をさらに充実させ
ていく考えだ。
　群マネには従来の包括的民間
委託の領域を超えた「広域連携」

と「多分野連携」の主に二つの
パターンがある。自治体間や民
間事業者間の連携など、既存の
垣根を越えて複数の組織や
人々、施設分野を「束ねる」こ
とで、業務効率化やメンテナン
スの質の向上といったメリット
を引き出す。
　サウンディング（対話）調査
の実施方法など、業務・工事の
受注者となる民間事業者とのコ
ミュニケーションの在り方も指
南する。初めての試みに不安を
抱える自治体や事業者が、群マ
ネ導入に一歩を踏み出すきっか

けとなることが期待される。
　今月策定の手引は「Ver.1」
と位置付け、既存事例の乏しい
手法を解説するVer.2の検討
も、間を置かずに進める。自治
体間の役割分担や具体的な発注
方法などを明確化した広域連携
スキームの構築に役立つような
内容を盛り込む方向。群マネ契
約でのインセンティブ設計方法
も検討課題とする。民間事業者
のノウハウ発揮と利益増大につ
ながる「性能規定型契約」など
を掘り下げる。



地
元
に
還
元
す
る
町
技
術
に
託
す
市
　

　
三
重
・
明
和
町

　磐田市

インフラ　大更新時代　の行方　行政

　　官民連携

包
括
委
託
の
ベ
テ
ラ
ン
成
熟
の
か
た
ち

　府中市
　三条市

（６）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日） 第２部

　地域の担い手の減少や事後保全に起因する発注業務の煩雑さを解消しようと、官民連携でインフラメンテ

ナンスモデルの構築に挑んできた「先駆者」の地方自治体がある。ある自治体は従来のやり方を変え、包括

的な委託契約を先んじて導入した。地元企業との共存を図る小さな町の取り組みや、ベンチャーの最先端技

術にまちの未来を託す動きもある。答えは一つではない。同じ悩みを抱える自治体にとって、先駆者らの試

みにヒントがある。

磐
田
市
は
車
載
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
し
て

漏
水
調
査
の
実
証
実
験
に
取
り
組
み


修
繕
に
つ
な
げ
て
い
る︵
磐
田
市
提
供
︶

明
和
町
は
﹁
地
元
還
元
﹂
を
意
識

道
路

パ
ト
ロ

ル
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
︵
明

和
町
提
供
︶

　
包
括
的
な
委
託
制
度
に
よ
る
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
で

小
規
模
自
治

体
の
三
重
県
明
和
町
と
中
核
市
の
静

岡
県
磐
田
市
が
課
題
と
向
き
合
い


独
自
の
答
え
を
模
索
し
て
い
る


　
明
和
町
は
人
口
が
２
万
人
と
小
規

模
で
あ
り
な
が
ら
官
民
連
携
の
包
括

的
維
持
管
理
に
挑
戦
し
た

発
注
件

数
が
減
少
し
地
域
を
支
え
る
地
元
企

業
の
経
営
も
危
機
に
ひ
ん
す
る
状
況

だ

た

町
は
包
括
発
注
の
ス
キ


ム
と
し
て
町
外
の
大
手
企
業
に
全
体

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
委
託
し
つ
つ


地
元
企
業
が
﹁
業
務
委
託
費
の

％

以
上
を
履
行
す
る
﹂ル

ル
を
導
入


発
注
要
件
に
﹁
地
元
還
元
﹂
を
意
識

し
た
仕
組
み
を
入
れ
る
こ
と
で

維

持
管
理
の
効
率
化
と
と
も
に

地
元

企
業
と
の
共
存
体
制
を
つ
く

て
い

る


　
取
り
組
み
は
道
路
と
一
部
の
公
園

施
設
に
絞

て
ス
タ

ト
し
た

講

習
会
を
通
じ
参
画
事
業
者
の
技
術
レ

ベ
ル
を
そ
ろ
え

災
害

時
な
ど
の
初
動
体
制
を

構
築

地
元
企
業
の
協

力
を
得
て
事
業
は
軌
道

に
乗

て
い
る


　
予
算
や
管
理
水
準
へ

の
不
安
は
あ

た
も
の

の

苦
情
件
数
は
減
少

傾
向
だ

職
員
は
空
い

た
時
間
を
コ
ア
業
務
に

振
り
分
け
ら
れ
る
よ
う

に
な

た

町
は
２
０

２
７
年
度
以
降
に
取
り

組
み
の
拡
大
を
検
討
し

て
い
る

国
の
補
助
が

乏
し
い
中

財
政
支
援

が
課
題
と
な
り
そ
う

だ


　
ベ
ン
チ


企
業
の
最
新
技
術
を

取
り
入
れ
て
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
実
証
実
験
に
取
り
組
む
の
が
磐

田
市
だ

衛
星
デ

タ
サ

ビ
ス
を

展
開
す
る
天
地
人︵
東
京
都
中
央
区


櫻
庭
康
人
社
長
︶
と
共
に


年
度

か
ら
水
道
管
の
漏
水
調
査
に
取
り
組

ん
で
い
る

調
査
の
結
果

従
来
の

市
域
を

区
画
に
分
け
た
全
域
調
査

に
比
べ

Ａ
Ｉ
解
析
を
基
に
し
た
調

査
で
は
１

当
た
り
の
漏
水
発
見
率

が
約
６
倍
に
上
昇

小
規
模
な
漏
水

も
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た


　

年
度
に
は
自
動
車
部
品
の
大

手
メ

カ

・
ア
イ
シ
ン
も
加
え

た
３
者
で
協
定
を
締
結

衛
星
デ


タ
と
車
載
Ａ
Ｉ
を
組
み
合
わ
せ

て
漏
水
リ
ス
ク
と
路
面
異
常
の
相

関
を
検
証
し
て
い
る

市
の
道
路

パ
ト
ロ

ル
カ

に
加
え

地
元

タ
ク
シ

会
社
の
車
両
も
活
用


専
用
カ
メ
ラ
で
デ

タ
を
収
集
す

る


　
市
は
﹁
成
果
を
踏
ま
え
て
導
入

可
否
を
判
断
す
る
方
針
﹂
で

効

果
が
薄
い
と
判
断
し
た
場
合
は
見

直
す
な
ど
慎
重
に
検
討
し
て
い
く


３
者
体
制
で
の
実
証
で
市
の
費
用
負

担
は
な
く

企
業
主
導
で
進
め
ら
れ

て
い
る


　
全
国
の
自
治
体
が
担
い
手
や
財
源

の
不
足
に
悩
む
中

明
和
町
と
磐
田

市
は
異
な
る
目
線
で
難
局
と
向
き
合


て
い
る

小
規
模
自
治
体
が
地
元

へ
の
還
元
を
重
視
し
て
一
歩
踏
み
出

す
姿
と

先
進
技
術
の
導
入
を
足
掛

か
り
に
知
見
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る

中
核
市
の
姿

い
ず
れ
も
持
続
可
能

な
イ
ン
フ
ラ
管
理
に
向
け
て
重
要
な

試
み
で

今
後
の
広
が
り
も
期
待
で

き
る


　
新
潟
県
三
条
市
と
東
京
都
府
中
市

は

ど
ち
ら
も
全
国
に
先
駆
け
て
道

路
や
公
園
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
維
持
管

理
の
包
括
委
託
を
導
入
し
た

経
験

を

年
以
上
積
み
重
ね﹁
ベ
テ
ラ
ン
﹂

と
し
て
制
度
を
成
熟
さ
せ
て
き
た


　
府
中
市
は
２
０
１
０
年
度
に
イ
ン

フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
本
格
化
し



年
度
に
道
路
な
ど
の
包
括
管
理
事

業
を
始
め
た

背
景
に
は
従
来
方
式

で
は
市
民
か
ら
の
通
報
に
よ
る
事
後

対
応
に
追
わ
れ

補
修
や
植
栽
な
ど

業
務
ご
と
に
多
数
の
契
約
を
結
ば
ざ

る
を
得
な
い
煩
雑
さ
が
あ

た

包

括
委
託
を
す
る
こ
と
で
契
約
手
続
き

の
効
率
化
を
図
り

予
防
保
全
型
の

管
理
へ
転
換
し
よ
う
と
し
た


　
導
入
当
初
に
直
面
し
た
最
大
の
壁

は

地
元
の
民
間
事
業
者
の
参
画
だ


た

道
路
等
包
括
管
理
事
業
は
全

国
的
に
も
前
例
が
な
く

事
業
者
の

不
安
は
大
き
か

た
が

勉
強
会
を

重
ね
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
理
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
た

維
持
管
理
水
準

を
定
め
る
要
求
水
準
書
を
巡

て
各

地
区
の
事
業
者
間
で
認
識
が
異
な

り

統
一
に
時
間
が
か
か

た
こ
と

も
あ
る

試
行
を
重
ね
る
中
で

職

員
は
﹁
事
業
者
の
知
見
を
生
か
し
た

維
持
管
理
﹂
を
行
う
こ
と
へ
の
意
識

が
高
ま

た

市
民
は
道
路
管
理
セ

ン
タ

に
通
報
す
る
習
慣
が
根
付
き

つ
つ
あ
る
と
い
う


　
三
条
市
が
包
括
委
託
に
踏
み
切


た
の
は

退
職
に
よ
る
市
職
員
の
減

少
と
地
元
建
設
会
社
の
減
少
と
い
う

現
実
に
直
面
し
た
か
ら
だ


年
ほ

ど
前

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
で

従
来
型
の
発
注
方
式
で
対
応
が
追
い

つ
か
ず

﹁
別
の
新
し
い
や
り
方
を

考
え
る
し
か
な
い
﹂
と
危
機
感
が
高

ま

た

結
果
を
示
せ
ば
プ
ロ
セ
ス

は
現
場
に
任
せ
る
﹁
性
能
規
定
﹂
を

採
用
し

公
募
型
プ
ロ
ポ

ザ
ル
で

市
内
企
業
を
中
心
と
し
た
Ｊ
Ｖ
を
選

定
し
た


　
初
め
て
の
試
み
は
混
乱
も
多
く


事
業
者
か
ら
の
相
談
が
相
次
い
だ


そ
こ
で
市
民
や
事
業
者
代
表
を
交
え

た
検
討
会
を
立
ち
上
げ
た

府
中
市

の
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ

２
年
間

の
試
行
契
約
を
経
て
５
年
契
約
に
移

行

細
か
い
対
応
を
含
め
て

年
間

２
０
０
０
件
を
越
え
る
現
場
対
応
が

一
つ
の
契
約
で
カ
バ

で
き
る

Ａ

Ｉ
点
検
や
タ
ブ
レ

ト
を
使

た
パ

ト
ロ

ル
支
援
な
ど
新
技
術
も
導

入

さ
ら
な
る
効
率
化
と
高
度
化
を

目
指
す


　
市
の
職
員
は
住
民
対
応
の
業
務
を

切
り
離
し
た
こ
と
で

長
寿
命
化
修

繕
計
画
や
大
規
模
工
事
の
発
注
と
い


た
中
核
業
務
に
専
念
で
き
る
よ
う

に
な

た

全
国
の
自
治
体
か
ら
視

察
の
依
頼
も
来
て
い
る

担
当
者
は

﹁
小
さ
く
始
め

少
し
ず
つ
広
げ
る

こ
と
が
大
切
﹂
と
語
る


　
包
括
委
託
は
コ
ス
ト
や
事
務
負
担

を
抑
え

事
業
者
に
と

て
も
複
数

年
契
約
で
長
期
的
な
見
通
し
を
可
能

に
す
る

両
市
の
経
験
が

従
来
の

﹁
不
具
合
が
起
き
て
か
ら
直
す
﹂
や

り
方
を
越
え
た
予
防
保
全
型
の
管
理

に
向
か
う
流
れ
を
つ
く

た

二
つ

の
﹁
ベ
テ
ラ
ン
﹂
が
積
み
上
げ
て
き

た
試
行
錯
誤
は

全
国
の
自
治
体
が

参
考
に
で
き
る
道
し
る
べ
に
な

て

い
る




ス
マ
ホ
で
破
損
な
ど
通
報
住
民
目
線
で
工
夫

　千葉市

インフラ　大更新時代　の行方　行政

　　市民協働
高
校
生
が
現
場
体
感
　

担
い
手
確
保
モ
デ
ル
に

　岡山県

　岩手県

（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日）第２部

　行政主導から市民協働へ。インフラメンテナンスの理解醸成や、担い手不足を克服する観点で、地域

住民や高校生などと連携する動きがある。行政や専門業者が担う役割の一部を引き受ける形で、スマートフ

ォンアプリを用いた道路異常の通報や、橋梁の日常的な簡易点検や清掃などセルフメンテナンスを手掛ける。

電柱管理にゲーム要素を取り入れた「ゲーミフィケーション」の手法の展開など、住民参加の在り方は多種

多彩になっている。インフラメンテナンスの今後のトレンドとして注目だ。

イ
ン
フ
ラ
だ
け
で
は
な
く

身
近
な
自

然
な
ど
も
テ

マ
に
す
る
︵
千
葉
市
資

料
か
ら
︶

　
市
民
協
働
の
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
姿
を
先
駆
的
に
示
す

の
が

千
葉
市
の
﹁
ち
ば
レ
ポ
︵
Ｍ

ｙ
　
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
︶﹂

だ

市
民
が
ス
マ

ト
フ

ン
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
道
路
の
破
損
や
公
園
の

不
具
合
な
ど
を
写
真
と
位
置
情
報
付

き
で
気
軽
に
通
報
で
き
る
仕
組
み


東
京
大
学
と
共
同
開
発
し

実
証
実

験
を
経
て
２
０
１
４
年
度
に
本
格
運

用
を
開
始
し
た


　
通
報
の
多
く
は
道
路
関
係
で

舗

装
の
ひ
び
割
れ
や
街
路
樹
の
刈
り
込

み

ガ

ド
レ

ル
破
損
な
ど

郵

便
局
や
民
間
企
業
と
も
連
携
し

配

達
員
や
社
員
が
気
付
い
た
不
具
合
を

投
稿
し
て
く
れ
る
こ
と
も
多
い

投

稿
は
自
動
的
に
担
当
課
へ
振
り
分
け

ら
れ

対
応
後
は
通
報
し
た
市
民
に

結
果
が
共
有
さ
れ
る


　
導
入
当
時
の
担
当
者
は

業
務
量

増
加
へ
の
懸
念
が
当
初
の
最
大
の
課

題
だ

た
と
振
り
返
る

既
存
の
電

話
や
メ

ル
対
応
に
加
え
て
新
た
な

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
れ
ば
業
務
量
が

膨
ら
む
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
不
安

が
あ
り

庁
内
で
の
調
整
に
苦
労
し

た
と
い
う


　
た
だ

導
入
後
に
は
職
員
か
ら

﹁
写
真
と
位
置
情
報
で
事
前
に
現
場

の
状
況
を
細
か
く
把
握
で
き
る
﹂

﹁
対
応
内
容
に
よ

て
は
現
場
へ
の

出
動
回
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
て

い
る
﹂
と
効
果
を
実
感
す
る
声
が
挙

が

た

む
し
ろ
既
存
の
業
務
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が

た
よ
う
だ


　
市
民
目
線
で

積
極
的
な
通
報
の

動
機
付
け
と
な
る
よ
う
な
工
夫
も
し

て
い
る

投
稿
し
た
ユ

ザ

の
画

面
上
で
は

市
に
よ
る
対
応
状
況
が

確
認
で
き
る

﹁
受
付
済
﹂
や
﹁
対

応
中
﹂な
ど
の
マ

ク
が
表
示
さ
れ


具
体
的
な
対
応
内
容
が
分
か
る

市

の
対
応
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で


報
告
し
て
も
放
置
さ
れ
る
の
で
は
と

い

た
不
信
感
を
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
て
い
る


　
﹁
か
い
け
つ
レ
ポ

ト
﹂
は

市

民
や
団
体
が
自
ら
課
題
を
解
決
し
た

事
例
を
報
告
す
る
仕
組
み

ご
み
拾

い
や

落
書
き
消
し
な
ど
の
活
動
を

共
有
す
る
こ
と
で

ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
加
意
識
を
高
め
る

市
が
テ


マ
を
設
定
し

期
間
を
定
め
て
投
稿

を
募
る
﹁
テ

マ
レ
ポ

ト
﹂
も
展

開
す
る

カ

ブ
ミ
ラ

の
点
検
や

道
路
照
明
の
不
点
灯
と
い

た
イ
ン

フ
ラ
に
関
す
る
テ

マ
に
と
ど
ま
ら

ず
身
近
な
生
き
物
や
桜
・
紅
葉
ス
ポ


ト
な
ど
の
テ

マ
も
取
り
上
げ


参
加
の
裾
野
を
広
げ
て
い
る


　
ユ

ザ

向
け
の
ア
ン
ケ

ト
で

は
﹁
ま
ち
を
見
る
目
が
変
わ

た
﹂

﹁
公
共
空
間
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な

た
﹂
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た


一
方

登
録
者
は
約
１
万
人
に
と
ど

ま
り

市
の
人
口

万
人
に
比
べ
普

及
は
途
上
だ

ち
ば
レ
ポ
の
特
徴
を

担
当
者
は
﹁
単
な
る
通
報
シ
ス
テ
ム

と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
﹂

と
語
り

さ
ら
な
る
発
展
の
可
能
性

を
模
索
す
る


岡
山
道
路
パ
ト

ロ

ル
隊
の
活

動
︵
岡
山
工
業

高
校
提
供
︶

高
校
生
と
協
働
し
た
岩
手
県
の
現
地

点
検

高
所
作
業
車
で
主
桁
や
床
版

の
状
況
を
確
認
す
る︵
岩
手
県
提
供
︶

　
岡
山
県
や
岩
手
県
で
は
地
元
の
高

校
生
が
道
路
点
検
を
手
掛
け

地
域

の
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
一
翼

を
担

て
い
る

道
路
を
管
理
す
る

国
土
交
通
省
や
県

保
守
・
維
持
工

事
を
受
注
す
る
建
設
会
社
と
連
携
体

制
を
敷
き

実
際
に
異
常
を
発
見
し

て
事
故
を
未
然
に
防
い
だ
り

自
分

た
ち
で
橋
梁
の
点
検
調
書
を
作
成
し

た
り
す
る
な
ど
活
動
は
本
格
的
だ


イ
ン
フ
ラ
の
現
場
を
体
感
す
る
こ
と

で
建
設
関
係
を
進
路
に
選
ぶ
生
徒
の

増
加
に
つ
な
が

て
お
り

新
し
い

形
の
担
い
手
確
保
・
育
成
モ
デ
ル
と

し
て
も
注
目
さ
れ
る


　
岡
山
県
立
高
校
で
土
木
系
学
科
を

置
く
岡
山
工
業
笠
岡
工
業
津
山
工

業
の
３
校
に
よ
る
﹁
岡
山
道
路
パ
ト

ロ

ル
隊
﹂
は
２
０
１
８
年
度
か
ら

活
動
す
る
国
交
省
な
ど
と
協
力
し


授
業
の
一
環
で
学
校
周
辺
の
道
路
を

徒
歩
で
点
検
す
る

こ
れ
ま
で
延
べ

１
５
０
人
の
生
徒
が
累
計
１
５
０
０

時
間
以
上
の
活
動
に
参
加
し

２
０

０
０
件
超
の
異
常
を
報
告
し
た

通

常
は
見
落
と
さ
れ
や
す
い
歩
道
の
陥

没
を
発
見
す
る
な
ど

車
両
巡
回
を

補
完
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る


　
生
徒
を
指
導
す
る
岡
山
工
業
高
校

の
狩
屋
雅
之
教
諭
は

自
ら
の
目
で

点
検
す
る
こ
と
が
﹁
専
門
的
知
識
の

習
得
だ
け
で
な
く

建
設
産
業
の
意

義
を
体
感
す
る
大
き
な
機
会
に
な

る
﹂
と
話
す

単
発
の
現
場
見
学
や

講
習
会
で
は
十
分
な
理
解
に
限
界
が

あ
る

年
間
通
じ
た
活
動
を
教
育
課

程
に
位
置
付
け

長
期
イ
ン
タ

ン

シ

プ
に
似
た
学
び
を
実
現
し
た


同
校
土
木
科
で
３
割
に
と
ど
ま

て

い
た
建
設
関
係
へ
の
就
職
率
が
直
近

で
９
割
ま
で
向
上
し
た
と
い
う


　
活
動
の
成
果
と
し
て
生
徒
の
技
術

力
を
客
観
的
に
評
価
す
る
新
た
な
資

格
﹁
イ
ン
フ
ラ
調
査
士
補
﹂
の
創
設

に
も
つ
な
が

た

資
格
講
習
の
修

了
生
は
全
国
の
高
校
に
も
広
が
り



年
度
末
ま
で
に
累
計
１
０
０
０
人

を
超
え
た

生

徒
の
学
び
に
信

頼
性
と
社
会
的

な
裏
付
け
を
与

え

イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
体
系
的
に
学

校
教
育
に
組
み
込
ん
だ
先
進
事
例
と

な
る


　
岩
手
県
は

高
校
生
と
協
働
し
た

橋
梁
点
検
を

年
度
に
始
め
た

県

内
の
工
業
高
校
か
ら
の
勉
強
会
の
打

診
を
き

か
け
に

生
徒
の
知
識
向

上
の
機
会
と
し
て
県
側
か
ら
提
案
し

た


　
道
路
法
に
基
づ
く
▽
点
検
▽
診
断

▽
措
置
▽
記
録
｜
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

サ
イ
ク
ル
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め

一
連
の
流
れ
を
実
習
形
式
で
学

ぶ
こ
と
が
特
徴

現
地
点
検
で
終
わ

ら
ず

健
全
性
の
診
断
や
点
検
調
書

の
取
り
ま
と
め
も
行
う

成
果
物
は

修
繕
計
画
や
補
修
設
計
の
基
礎
資
料

と
し
て
県
政
に
活
用
さ
れ
る

生
徒

に
は
﹁
県
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
支

え
る
土
木
の
魅
力
の
再
認
識
を
期
待

し
て
い
る
﹂︵
県
担
当
者
︶と
い
う


　
土
木
技
術
者
の
担
い
手
確
保
・
育

成
を
目
的
に

土
木
系
学
科
を
置
く

県
立
高
校
に
活
動
を
広
げ
て
き
た



年
度
は
盛
岡
工
業
黒
沢
尻
工
業


一
関
工
業
久
慈
工
業
花
巻
農
業
の

５
校
で
計

人
ほ
ど
が
参
加
し
た


実
習
を
通
じ
ド
ロ

ン
な
ど
の
新
技

術
を
扱
う
こ
と
に
興
味
を
持
つ
生
徒

が
多
く

将
来
へ
の
貴
重
な
経
験
に

な

て
い
る




首
都
高
速
会
社 独

自
の
点
検
シ
ス
テ
ム
で
貢
献

インフラ　大更新時代　の行方　自治体支援

空港、鉄道分野へ事業拡大

新たなモデルへ　復興庁実証事業に参画　

（８）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日） 第２部

　地方自治体は、インフラ維持の効

率化と省人化で対応を求められてい

る。だが単独の取り組みには限界が

あるのも事実。国土強靱化の機運を

背景に、高速道路会社は自治体の支

援に商機を見いだし始めた。高速道

路の整備や維持管理で培った技術を

生かすのが狙いだ。公団時代からの

約年で磨いた技術力を新たな収益

源とするため、年に「社会イン

フラサポート事業」を創設。他分野

・他地域への展開を進めている。

道路で培ったノウハ
ウを生かし鉄道など
のインフラ維持管理
支援に乗り出した
（いずれも首都高速
会社提供）

　首都高速会社は年度の中期経営計
画で、「社会インフラサポート事業」を
新たな成長の柱に据え、「３ＮＥＷ（新
分野・新顧客・新地域）」を事業方針と
して掲げた。公団時代から蓄積してきた
約年の道路メンテナンス技術を基盤
に、新たな市場・取引先・地域へと事業
領域を広げる。
　体制整備として、年７月には「技術
コンサルティング部」を再編し、「海外
・社会インフラ事業部」を設立。同事業
部は「技術コンサルティング」「メンテ
ナンス」「用地補償」「建築コンサルテ
ィング」の４分野を軸に、構想段階から
補修工事、維持管理までを一括支援する
体制を構築した。年度には売上高
億円の達成を目指し、将来的には「年
に日本のインフラ業界、そして世界の高
速道路業界をけん引する存在」となるこ
とを視野に入れる。
　道路以外の分野への展開も加速する。
今年３月には、北海道内の７空港を運営
する北海道エアポートと連携協定を結ん
だ。滑走路点検に「インフラパトロール」
を活用し、航空機の離着陸の合間という
限られた時間内での迅速で高精度な点検
体制の構築を支援する。北海道エアポー
トも、冬季の過酷な環境下での除雪ノウ
ハウを首都高速会社に提供し、双方の技
術交流を深めている。
　鉄道分野では、インフラデータを統合
管理するスマートシステム「ｉＤＲＥ
ＡＭｓ（アイ・ドリームス）」の導入を
提案中だ。設計図や３Ｄ点群データ、施
工記録、材料情報などを一元管理し、Ａ
Ｉによる損傷推定と健全度評価を行うこ
とで、メンテナンスの効率と精度を高め
る。ただし、鉄道業界独自の安全基準や
運用ルールが障壁となっており、導入に

向けた協議が続いている。
　インフラの老朽化と技術者の不足は、
都市部よりも地方で深刻度を増してい
る。加えて、気候変動の影響による豪雨
災害や地震の頻発・激甚化が追い打ちを
かけ、点検・補修の重要性は一段と高ま
っている。
　国が策定した第１次国土強靱化実施中
期計画により、一定の予算確保は可能に
なるとみられている。だが、人口減少が
加速度的に進行する中、今後これほど大
規模な投資が可能な機会は限られている
との見方も根強い。まさに「今が最後の
チャンス」と捉え、全国を挙げたインフ
ラメンテナンス体制の再構築が求められ
ている。
　実現には官と民の連携が不可欠にな
る。点検や修繕のノウハウを相互に共有
し、制度の垣根を越えた協働体制を築い
ていくことが急務といえよう。首都高速
会社のような経験豊富な民間管理者が、
地方自治体を実務面で支援する取り組み
は、今後のスタンダードモデルとして全
国的に広がっていく可能性が高い。

北
海
道
エ
ア
ポ

ト
と
の
連
携
で
双
方
の

知
見
を
提
供
し
合
う
ウ

ン
ウ

ン
の
関

係
を
構
築
し
て
い
る

　
受
注
側
だ
け
で
な
く

発
注
主

体
で
あ
る
地
方
自
治
体
に
と

て

も

慢
性
的
な
人
材
不
足
は
深
刻

化
し
て
い
る

と
り
わ
け
イ
ン
フ

ラ
分
野
で
は

熟
練
技
術
者
の
高

齢
化
や
後
継
人
材
の
不
足
が
顕
著

で
あ
り

現
場
の
維
持
管
理
体
制

は
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る

こ

う
し
た
中

首
都
高
速
道
路
会
社

は
復
興
庁
が
主
導
す
る
実
証
事
業

﹁
浜
通
り
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
﹂
へ
の

参
画
を
通
じ

自
治
体
支
援
の
新

た
な
モ
デ
ル
づ
く
り
に
乗
り
出
し

て
い
る

現
在
は
福
島
県
い
わ
き

市
と
の
マ

チ
ン
グ
に
よ
り

先

行
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る


　
具
体
的
に
は

同
社
が
独
自
開

発
し
た
イ
ン
フ
ラ
点
検
支
援
シ
ス

テ
ム
﹁
イ
ン
フ
ラ
パ
ト
ロ

ル
﹂

を
試
行
導
入

道
路
パ
ト
ロ

ル

車
両
に
搭
載
さ
れ
た
カ
メ
ラ
と
セ

ン
シ
ン
グ
機
能
に
よ
り

リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
映
像
監
視
や
デ

タ
蓄

積
が
可
能
と
な
り

従
来
の
目
視

点
検
に
頼
ら
な
い
効
率
的
な
点
検

体
制
を
実
現
す
る

作
業
の
高
度

化
と
合
わ
せ
て

省
人
化
に
も
貢

献
す
る
狙
い
だ


　
こ
の
実
証
は

技
術
者
不
足
に

悩
む
自
治
体
向
け
の
有
効
な
ユ


ス
ケ

ス
と
位
置
付
け
ら
れ

シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
と
ど
ま
ら
ず


自
治
体
職
員
と
の
対
話
や
意
見
交

換
を
重
ね
な
が
ら
関
係
構
築
も
図


て
い
る

同
社
の
担
当
者
は

﹁
一
度
つ
な
が
り
が
で
き
れ
ば


次
の
展
開
が
生
ま
れ
る

単
発
で

終
わ
ら
せ
ず

中
長
期
的
な
協
働

関
係
に
育
て
た
い
﹂
と
語
る

い

わ
き
市
で
の
成
果
を
踏
ま
え

今

後
の
本
格
導
入
に
も
期
待
が
高
ま


て
い
る


　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は

同
社

が
関
東
圏
内
の
自
治
体
や
鉄
道
会

社
な
ど

他
の
イ
ン
フ
ラ
管
理
主

体
に
支
援
の
輪
を
広
げ
る
契
機
に

も
な

て
い
る

既
に
複
数
の
自

治
体
と
接
点
を
持
ち

実
証
導
入

や
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
な

ど

地
道
な
関
係
づ
く
り
を
進
め

て
い
る


　
た
だ
し
技
術
支
援
を
進
め
る

上
で
最
大
の
課
題
と
な
る
の
が
予

算
制
約
だ
多
く
の
自
治
体
で
は


新
技
術
の
導
入
に
か
か
る
初
期
費

用
や
維
持
管
理
コ
ス
ト
が
重
く
の

し
か
か
る
た
と
え
有
効
性
が
確

認
さ
れ
て
い
て
も
導
入
が
進
ま
な

い
ケ

ス
が
後
を
絶
た
な
い
同

社
が
強
み
と
す
る﹁
計
画
か
ら
点

検
・
補
修
ま
で
の
一
貫
体
制
﹂を
フ

ル
に
発
揮
で
き
な
い
場
面
も
あ

る


　
こ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
手
段
と

し
て

自
治
体
側
か
ら
は
国
の
支

援
策
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る

特
に
注
目
さ
れ
る
の
が

国

土
交
通
省
の
﹁
地
域
イ
ン
フ
ラ
群

再
生
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
︵
群
マ

ネ
︶
﹂
だ

こ
れ
は
複
数
自
治
体

が
連
携
し

橋
梁
や
道
路

上
下

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
一
体
で

管
理
す
る
仕
組
み
で

ス
ケ

ル

メ
リ

ト
を
生
か
し
て
コ
ス
ト
削

減
や
技
術
導
入
を
図
る


　
首
都
高
速
会
社
も
群
マ
ネ
に
つ

い
て
は﹁
現
時
点
で
は
注
視
し
て

い
る
段
階
﹂と
し
な
が
ら
も
個
別

の
自
治
体
と
は
積
極
的
に
関
係
構

築
を
進
め
て
い
る
と
り
わ
け
自

社
高
架
下
や
隣
接
エ
リ
ア
に
イ
ン

フ
ラ
を
抱
え
る
自
治
体
に
対
し
て

は
点
検
・
補
修
業
務
の
受
注
を
目

指
し
提
案
活
動
に
入

て
い
る


ま
ず
は
一
件
一
件
の
業
務
で
成
果

を
出
し

信
頼
を
積
み
上
げ
た
上

で

持
続
的
な
協
力
関
係
へ
と
発

展
さ
せ
た
い
考
え
だ


　
こ
う
し
た
支
援
活
動
は

同
社

に
と

て
も
技
術
力
向
上
の
好
機

と
な
る

職
員
が
新
た
な
現
場
で

知
見
を
広
げ
る
こ
と
で

社
内
に

お
け
る
改
善
提
案
や
コ
ス
ト
削
減

策
が
生
ま
れ
る
好
循
環
も
生
ま
れ

て
い
る

実
際
に

財
政
規
模
の

小
さ
な
自
治
体
へ
の
支
援
メ
ニ



の
開
発
を
通
じ
て

同
社
自
身

の
サ

ビ
ス
提
供
方
法
を
見
直
す

き

か
け
に
な

た
と
い
う

同

社
は
﹁
外
部
と
の
連
携
が

当
た

り
前
を
見
直
す
契
機
と
な
る

自

社
技
術
の
底
上
げ
に
も
直
結
し
て

い
る
﹂
と
手
応
え
を
示
す




高流動コンクリ、振動締め固め型有望

耐
久
力
を
高
め
た
石
油
代
替
の
ア
ス
開
発

土
研
の
材
料
開
発

インフラ　大更新時代　の行方　研究

脱
炭
素
担
い
手
不
足
に
対
応

供
給
網
確
立
官
民
連
携
が
要
に

　　■

　　■　

（９） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日）第２部

高流動コンクリの普及に向け
共同研究を行っている。写真
は供試体の作成状況（土木研
究所提供）

　年代以降、日本ではセメント
の国内製造が始まったのをきっかけ
に、コンクリが頻繁に使われるよう
になった。建物の柱などに使用され
ていたコンクリは徐々に適用範囲が
広がり、年代に普及したＲＣ構
造が都市の発展を支えた。戦後復興
～高度経済成長期前には、膨大な建
設需要に応えるため、コンクリは大
量生産時代に入った。
　その後、～年代に塩害や劣化
を早める「アルカリ骨材反応」が社
会問題となり、耐久性を高める材料
研究が加速。年代にはインフラ
の老朽化が課題となり、維持管理に
対応する技術が脚光を浴びるように
なった。

◇
　気候変動対策の国際的枠組みであ
る「パリ協定」が年に採択されたの
を契機に世界規模でカーボンニュー
トラル（ＣＮ）の取り組みが進んだ。
年には菅義偉首相（当時）が、
年までに温室効果ガスの国内排出量
を実質ゼロにする方針を掲げた。
　土研先端材料資源研究センターの
古賀裕久上席研究員は「材料分野で
も二酸化炭素（ＣＯ）の排出削減に
着目した研究が盛んになっている」
と現状を説明する。
　建設業界はここ数年、ゼネコン各
社が低炭素型コンクリの開発に取り
組んでいる。アプローチ方法の一つ
として混和材に着目する社は多く、
製鉄の過程で生み出される高炉スラ
グや炭酸カルシウムなどを活用して
ＣＯを固定化。通常のコンクリに
比べてＣＯの排出量を大幅に削減
できる技術が確立されつつある。

◇
　建設業界が直面する深刻な人手不
足の解決に材料からアプローチする

動きも出ている。通常のコンクリは
型枠に流し込み、振動を与えて締め
固めるのが一般的な手法。それがこ
こ数年は省人化を目的に、締め固め
が不要な自己充填型の高流動コンク
リを採用する現場が多くなってい
る。
　ただ自己充填型の高流動コンクリ
は従来のコンクリと比較し、コスト
がどうしても高くなる。材料コスト
の上昇は工事全体に影響するため、
普及の妨げになっている。
　短所を改善するため、現在は振動
を与えて型枠に充填する「振動締め
固め型の高流動コンクリの研究が官
民で進む」と古賀氏。このコンクリ
はわずかな振動で充填できる。一般
的な製品や自己充填型よりも扱いや
すく、施工効率のアップが期待でき
る。
　費用は従来品よりも割高だが、労
務費の高騰は今後も続きそうな状況
にあって、古賀氏は「振動で締め固

める高流動コンクリを採用する現場
がこの先増えるのでは」と先を見通
す。
　高流動コンクリの普及を狙い、土
研はプレストレスト・コンクリート
建設業協会（ＰＣ建協、堤忠彦会長）、
戸田建設、西松建設の４者で共同研
究を行っている。研究期間は年３
月末まで。最終的には製品の品質評
価方法や技術指針案などを国に提案
する予定だ。
　社会インフラを健全な状態で維持
していくため、民間企業が材料開発
を競い合っている。古賀氏は優れた
材料の普及には「個別の企業努力」
だけでなく、「製造工程などの標準
化やサプライチェーンの確立が欠か
せない」と話す。

再
生
用
添
加
剤
に
マ
ツ
か
ら
抽
出
し
た
ロ
ジ
ン
を
使
用

す
る
︵
ハ
リ
マ
化
成
グ
ル

プ
提
供
︶

　
日
常
生
活
で
自
動
車
の
利
用
が
一
般
化
し
た


年
代

舗
装
技
術
は
品
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な

た

特
に
舗
装
表
面
に
起
こ
る
﹁
わ

だ
ち
掘
れ
﹂
の
対
応
が
急
務
と
な
り

ア
ス
フ


ル
ト
に
ポ
リ
マ

を
混
ぜ
て
耐
久
力
を
高
め
た
舗

装
が
登
場
し
た

時
代
が
進
む
と
自
動
車
の
走
行

に
伴
う
騒
音
が
社
会
問
題
に
な
り

タ
イ
ヤ
と
路

面
の
間
で
発
生
す
る
爆
裂
音
を
抑
え
る
効
果
も
あ

る
﹁
排
水
性
舗
装
﹂
の
採
用
が
増
え
た


　

年
代
に
な
る
と
使
用
済
み
の
ア
ス
フ

ル
ト

殻
︵
ア
ス
殻
︶
を
再
利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
舗
装

の
開
発
が
加
速
し
た

こ
こ
数
年
は
再
利
用
に
加

え

脱
炭
素
を
意
識
し
た
舗
装
が
主
流
に
な
り
つ

つ
あ
る

中
で
も
低
温
加
工
が
可
能
な
中
温
化
ア

ス
フ

ル
ト
混
合
物
は
﹁
燃
料
消
費
が
少
な
く
Ｃ

Ｏ

削
減
に
効
果
が
あ
る
﹂
と
土
研
先
端
材
料
資

源
研
究
セ
ン
タ

の
新
田
弘
之
材
料
資
源
研
究
グ

ル

プ
長
は
語
る


　
通
常
の
ア
ス
フ

ル
ト
は
１
６
０
度
ま
で
熱
し

た
状
態
で
運
搬
し

１
４
０
度
に
冷
ま
し
て
敷
き

な
ら
す

中
温
化
ア
ス
フ

ル
ト
混
合
物
は
運
搬

時
の
温
度
が
通
常
よ
り
約

度
も
低
く

交
通
開

放
ま
で
の
所
要
時
間
が
短
く
て
済
む


　
新
田
氏
に
よ
る
と

土
研
は
日
本
ア
ス
フ

ル

ト
合
材
協
会
︵
日
合
協

今
泉
保
彦
会
長
︶
と
共

同
で

リ
サ
イ
ク
ル
に
着
目
し
た
ア
ス
フ

ル
ト

舗
装
材
を
研
究
し
て
い
る

こ
れ
ま
で
交
通
量
の

少
な
い
市
町
村
道
で
利
用
が
多
か

た
リ
サ
イ
ク

ル
舗
装
を

交
通
量
の
多
い
道
路
に
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る

加
え
て

ア
ス
殻
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
た
中
温
化
ア
ス
フ

ル
ト
の
開
発
も
推
し
進

め
て
い
る


◇

　
Ｃ
Ｏ

の
排
出
削
減
に
向
け

土
研
は
民
間
企

業
と
の
共
同
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
る

共
同
研

究
先
の
１
社
で
あ
る
日
本
道
路
と
は
植
物
由
来
の

舗
装
材
の
耐
久
試
験
で
タ

グ
を
組
む


　
植
物
由
来
の
舗
装
材
は
原
料
に
カ
シ


ナ


ツ
の
殻
や
植
物
樹
脂
な
ど
を
使
用
し
て
お
り

ド

イ
ツ
の
メ

カ

・
Ｂ
２
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
︵
フ
ラ

ン
ク
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
最
高
経
営
責
任
者

Ｃ
Ｅ

Ｏ
︶が
開
発
し
た
国
内
へ
の
普
及
を
目
指
し


同
社
に
代
わ

て
日
本
道
路
が
性
能
試
験
な
ど
を

行

て
い
る

今
後

国
内
に
あ
る
自
社
や
関
連

施
設
の
敷
地
を
利
用
し
て
舗
装
の
性
能
を
検
証
す

る
考
え

実
現
場
へ
の
早
期
適
用
を
目
指
す


　
ハ
リ
マ
化
成
グ
ル

プ
︵
東
京
都
中
央
区

長

谷
川
吉
弘
社
長
︶
は
日
本
大
学

土
研
と
共
同
で

植
物
由
来
の
ア
ス
フ

ル
ト
再
生
用
添
加
剤
を
開

発
し
た

原
料
に
マ
ツ
か
ら
抽
出
し
た
ロ
ジ
ン

︵
マ
ツ
ヤ
ニ
︶
な
ど
を
使
用

環
境
に
優
し
く


市
場
に
出
回
る
添
加
剤
に
比
べ
て
再
生
ア
ス
フ


ル
ト
の
劣
化
が
約
３
割
抑
え
ら
れ
る
と
い
う


　
石
油
代
替
品
を
利
用
し
た
新
材
料
の
開
発
な
ど

は
﹁
民
間
の
知
恵
﹂
︵
新
田
氏
︶
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
が
大
き
い

建
設
業
界
は
地
球
温
暖
化
や
人

手
不
足
と
い

た
課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら

イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
を
進
め
て
い
る

個
社
だ

け
で
は
難
し
い
課
題
の
解
決
に
は
新
し
い
発
想
を

持

た
異
分
野
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い


　コンクリートやアスファルトなど

の建設材料は、社会インフラを支え

る上で重要な役割を果たしてきた。

地球温暖化や少子化を背景にした脱

炭素や担い手不足といった社会課題

に対応するため、材料開発で各社が

しのぎを削る。土木技術の発展に貢

献してきた土木研究所（土研）の研

究者は、「官民連携」や「サプライ

チェーン（供給網）の確立」が優れ

た材料の普及に欠かせないと指摘す

る。材料研究の今を探る。



魅力ある首都東京に　　
建築設計界は何に取り組み、どう貢献するべきか

座談会

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日） 第２部

　東京建築設計関連事務所協会協議会（ＴＡＲＣ）
　東事協、ＡＳＤＯ、東設事協、ＪＡＱＳ関東支部の４団体
が、会員企業の抱える課題に共同歩調で対処することを目的
に、年７月に活動を始めた。意匠、構造、設備、積算と

専門分野が異なる設計関連団体が、組織を設けて共通課題を
話し合う。協議内容は「後継者問題と人材育成」「ＢＩＭへ
の対応」「行政への働き掛け」など。建築設計関連事務所が
抱える課題を共有した上で、解決手法を探っている。

既
存
建
築
物
の
性
能
や
機
能
を
ど

う
維
持
し
高
め
て
い
く
か


　
谷
崎
　
壊
し
て
新
し
い
も
の
を
作

て
い
く
取

り
組
み
は
必
要
だ
が

今
あ
る
も
の
を
ど
う
使


て
い
く
か
と
い
う
議
論
を
し
て
い
る

都
で
は
ス

ト

ク
活
用
や
リ
ノ
ベ

シ

ン
を
都
市
政
策
の

柱
に
据
え
て
お
り

モ
デ
ル
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
る

設
備
を
ど
う
リ
ノ
ベ

シ

ン
す
る
か

も
重
要
だ

電
気
と
ガ
ス
の
ハ
イ
ブ
リ

ド
空
調

な
ど
も
エ
ネ
ル
ギ

を
コ
ン
ト
ロ

ル
す
る
一
つ

の
方
法
だ
と
思
う

特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
の

耐
震
化
も
進
め
て
い
る
が

総
合
到
達
率
は

％

に
達
し
て
い
る

こ
こ
か
ら
数
％
が
大
き
な
課
題

だ
が

強
靱
な
都
市
づ
く
り
に
は
避
け
て
通
れ
な

い
と
考
え
て
い
る


　
山
崎
　
分
譲
マ
ン
シ

ン
は
都
内
の
住
宅
戸
数

の
４
分
の
１
を
占
め

旧
耐
震
基
準
の
も
の
も
多

い
が

区
分
所
有
者
間
の
合
意
形
成
が
ネ

ク
と

な
り
耐
震
化
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
の
が
現
状
で

あ
る

加
え
て

マ
ン
シ

ン
で
は
建
物
の
老
朽

化
と
居
住
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り

今
後
の

適
切
な
維
持
管
理
や
建
て
替
え
が
課
題
と
な

て

い
る

ま
た

都
内
に
は
空
き
家
が
約

万
戸
あ

り

相
続
後
に
誰
も
住
ま
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
空
き
家
も
相
当
数
存
在
す
る

そ
れ
ら
を
市

場
で
流
通
さ
せ
た
り

地
域
資
源
と
し
て
有
効
活

用
を
図

た
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る


　
千
鳥
　
マ
ン
シ

ン
の
老
朽
化
と
住
人
の
高
齢

化
と
い
う
﹁
二
つ
の
老
い
﹂
が
急
速
に
進
行
し
大

き
な
社
会
課
題
と
な

て
い
る

根
本
的
な
解
決

策
を
見
い
だ
す
に
至

て
い
な
い
の
が
実
情
だ


当
会
で
も
﹁
大
規
模
修
繕
相
談
室
﹂
を
昨
年
開
設

し

高
経
年
マ
ン
シ

ン
の
調
査
や
相
談
に
応
え

て
い
る
が
調
査
段
階
で
止
ま
る
ケ

ス
が
多
く


工
事
着
手
ま
で
な
か
な
か
進
ま
な
い

多
く
は
資

金
不
足
や
合
意
形
成
の
難
し
さ
が
要
因
だ

資
金

面
の
優
遇
や
建
築
規
制
の
緩
和
な
ど

行
政
に
よ

る
マ
ン
シ

ン
再
生
の
支
援
策
強
化
が
必
要
で


解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ

し
い

空
き
家
問
題
で
は
﹁
空
き
家
対
策
Ｗ
Ｇ

︵
ワ

キ
ン
グ
グ
ル

プ
︶
を
立
ち
上
げ

発
生

を
未
然
に
防
ぐ
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る


建
築
規
制
も
発
生
や
放
置
の
一
因
と
な

て
い
る

こ
と
が
分
か

た

ま
た

空
き
家
再
生
プ
ロ
ジ


ク
ト
に
も
取
り
組
ん
で
い
る


　
山
内
　
旧
耐
震
基
準
の
建
物
を
耐
震
化
で
き
る

よ
う
日
々
努
力
し
て
い
る

新
耐
震
基
準
の
建
物

は
大
丈
夫
と
思
わ
れ
て
い
る
が

す
べ
て
そ
う
だ

ろ
う
か

１
９
８
１
年
に
新
耐
震
基
準
が
適
用
さ

れ
て
以
降


年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生

し

地
震
被
害
を
踏
ま
え
て
そ
の
後
告
示
が
改
正

さ
れ
た

初
期
の
新
耐
震
基
準
の
建
物
は
現
行
水

準
を
満
た
さ
な
い
既
存
不
適
格
と
な

て
い
る


こ
れ
ら
の
再
チ


ク
も
今
後
必
要
に
な
る

特

定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
物
の
耐
震
化
の
総
合
到

達
率
は

％
だ
が

１
棟
で
も
倒
れ
る
と
道
路
は

使
え
な
い

１
０
０
％
を
目
指
す
べ
き
で

行
政

の
支
援
も
望
ま
れ
る


　
武
井
　
構
造
の
耐
震
化
は
進
ん
で
い
る
が

設

備
機
器
自
体
の
耐
震
化
は
も
う
一
歩
と
い
う
と
こ

ろ

２
０
１
１
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
で
は

ダ
ク
ト
や
ラ

ク
が
脱
落
し

避
難
ル

ト
が
妨

げ
ら
れ
た
建
物︵
構
造
︶は
機
能
し
て
い
る
が


空
調
機
な
ど
設
備
機
器
の
機
能
が
維
持
で
き
な
い

ケ

ス
も
結
構
あ

た

機
器
自
体
の
耐
震
改
修

も
大
事
だ

日
本
は
最
近

高
温
多
湿
で
結
露
問

題
が
顕
在
化
し
て
い
る

環
境
改
善
・
保
全
の
た

め
に
も
結
露
・
湿
気
対
策
が
か
な
り
重
要
に
な
る

だ
ろ
う

既
存
建
物
は
断
熱
性
の
向
上
も
求
め
ら

れ
て
く
る


　
齋
藤
　
人
手
不
足
な
ど
に
よ
る
工
事
費
高
騰
の

中

既
存
建
物
の
建
て
替
え
は
進
ん
で
い
な
い


対
策
案
の
一
つ
と
し
て

工
事
費
を
低
く
抑
え
ら

れ
工
事
期
間
を
短
縮
で
き
る
﹁
再
生
建
築
﹂
の
多

様
化
が
あ
る
既
存
躯
体
以
外
は
す
べ
て
解
体
し


躯
体
の
補
修
・
耐
震
補
強
に
よ
り
現
行
法
規
の
水

準
ま
で
耐
震
性
能
を
高
め

建
物
デ
ザ
イ
ン
や
設

備
の
刷
新
を
行
い
新
築
同
等
に
再
生
す
る

リ
ノ

ベ

シ

ン
と
は
異
な
り

建
物
の
長
寿
命
化
を

図
る
と
と
も
に

竣
工
後
に
新
た
に
検
査
済
証
を

取
得
で
き
る

国
や
自
治
体
に
よ
る
補
助
金
な
ど

が
あ
れ
ば

後
押
し
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か


　
首
都
東
京
で
は
大
規
模
な
再
開
発
や
ス
ト

ク
の
利
活
用
な
ど

建
築
・
都
市
の
新
陳
代
謝
が
進
む

強
靱
化
や

脱
炭
素
な
ど
の
社
会
的
要
請
に
応
え
な
が
ら

新
た
な
活
力
や
付
加
価
値
を
生
み
出
し

災
害
リ
ス
ク
の
低
減
に
も

寄
与

都
市
機
能
を
持
続
発
展
さ
せ
る
た
め

建
築
設
計
界
の
果
た
す
役
割
も
多
様
化
し
高
度
に
な

て
い
る

魅

力
あ
る
首
都
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン
す
る
か



谷
崎
馨
一
東
京
都
技
監
︵
都
市
整
備
局
長
兼
務
︶

山
崎
弘
人
東
京

都
住
宅
政
策
本
部
長
を
交
え

東
京
建
築
設
計
関
連
事
務
所
協
会
協
議
会
︵
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｃ
︶
を
構
成
す
る
東
京
都
建
築

士
事
務
所
協
会
︵
東
事
協

千
鳥
義
典
会
長
︶

東
京
構
造
設
計
事
務
所
協
会
︵
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｏ

山
内
哲
理
会
長
︶


東
京
都
設
備
設
計
事
務
所
協
会
︵
東
設
事
協

武
井
一
義
会
長
︶

日
本
建
築
積
算
事
務
所
協
会
︵
Ｊ
Ａ
Ｑ
Ｓ
︶
関

東
支
部
︵
齋
藤
誠
支
部
長
︶
の
４
会
長
・
支
部
長
が
展
望
を
語
り
合

た




住
宅
需
要
に
応
え
る

少
子
高
齢
化
時
代
の

に
生
か
す
か
が
重
要

今
あ
る
も
の
を
い
か

（１１） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日）第２部

山崎氏

谷崎氏

建
て
替
え
時
に
強
靱
化
や
脱
炭
素

な
ど
新
し
い
価
値
を
ど
う
加
え
て

い
く
か


　
山
崎
　
住
宅
性
能
表
示
制
度
や
長
期
優
良
住
宅

制
度
が
普
及
し

４
月
に
は
改
正
建
築
物
省
エ
ネ

法
・
建
築
基
準
法
が
施
行
さ
れ

住
宅
の
耐
震
性

・
断
熱
性
な
ど
は
着
実
に
向
上
し
て
い
る

都
営

住
宅
で
も
設
計
基
準
を
Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
に
引
き
上
げ

て
い
る

ま
た

少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
多

様
な
ニ

ズ
に
応
え
る
住
ま
い
を
増
や
す
た
め


子
育
て
し
や
す
い
住
宅
を
認
定
す
る
﹁
東
京
こ
ど

も
す
く
す
く
住
宅
認
定
制
度
﹂
の
普
及
や

今
後

単
身
高
齢
者
が
増
え
る
中

見
守
り
や
地
域
で
交

流
機
会
を
持
て
る
よ
う
配
慮
し
た
﹁
高
齢
者
い
き

い
き
住
宅
制
度
﹂
の
検
討
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
る


　
谷
崎
　
都
心
部
で
は
マ
ン
シ

ン
価
格
が
高
騰

し

今
後

都
市
政
策
上
ま
た
住
宅
政
策
上
で
も

ア
フ


ダ
ブ
ル
住
宅
︵
手
頃
な
価
格
の
住
宅
︶

の
供
給
が
重
要
に
な
る

新
し
い
価
値
の
一
つ
に

地
域
の
特
色
も
あ
る

地
域
の
文
化
や
歴
史
を
ど

う
建
築
物
や
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
か

こ

れ
か
ら
大
き
な
議
論
に
な
る
と
思
う

日
本
を
取

り
巻
く
国
際
環
境
を
考
え
る
と

シ

ル
タ

の

議
論
も
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い


　
武
井
　
設
備
設
計
の
分
野
で
は
脱
炭
素
が
大
き

な
テ

マ
と
な

て
い
る

Ｚ
Ｅ
Ｂ
・
Ｚ
Ｅ
Ｈ
は

ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
取
り
組
む
か

コ
ス
ト
と
の
バ

ラ
ン
ス
の
中
で
よ
り
良
い
形
を
目
指
し
設
計
す

る

自
然
採
光
や
自
然
換
気
な
ど
も
考
慮
し

１

次
エ
ネ
ル
ギ

消
費
量
を
削
減
す
る
と
同
時
に


太
陽
光
や
地
球
熱
な
ど
も
導
入
す
る
こ
と
で

年

カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
︵
Ｃ
Ｎ
︶
達
成
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
る

最
近
は
建
築
物
の
ラ
イ
フ
・

サ
イ
ク
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
︵
Ｌ
Ｃ
Ａ
︶

ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
二
酸
化
炭
素
︵
Ｃ
Ｏ

︶
排
出
量

︵
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

︶
の
議
論
や
取
り
組
み
も
活
発
に

な

て
い
る


　
山
内
　
９
月
中
旬
に
都
内
で
も
１
時
間
に
１
０

０

以
上
の
猛
烈
な
雨
が
降

て

川
の
氾
濫
や

浸
水
被
害
が
発
生
し
た

わ
れ
わ
れ
は
地
震
に
強

い
構
造
に
取
り
組
ん
で
き
た
が

都
市
の
内
水
氾

濫
や
竜
巻

富
士
山
噴
火
な
ど
が
起
き
た
ら

ど

う
す
る
の
か

谷
崎
技
監
が
話
し
た
シ

ル
タ


も
長
期
的
に
は
備
え
る
べ
き
だ
と
思
う

特
に
竜

巻
や
噴
石
に
対
応
で
き
る
木
造
住
宅
の
指
針
な
ど

が
必
要
に
な
る


　
千
鳥
　
改
正
法
の
施
行
に
よ
り
脱
炭
素
化
や
省

エ
ネ
化
強
靱
化
な
ど
の
施
策
が
強
化
さ
れ
た
が


新
し
い
価
値
を
付
加
す
る
と
そ
れ
だ
け
コ
ス
ト
ア


プ
︵
初
期
投
資
増
︶
に
な
る

建
築
士
に
は
設

計
時
の
コ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
と
同
時
に

脱
炭
素
の

ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
・
コ
ス
ト
︵
Ｌ
Ｃ
Ｃ
︶
分
析

で
的
確
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る

一
方

数
値
で

示
せ
る
価
値
や
性
能
面
で
の
価
値
は

快
適
性
の

必
要
条
件
に
過
ぎ
な
い

数
値
で
は
表
せ
な
い


あ
る
い
は
文
化
的
や
感
覚
的

空
間
の
質
と
い


た
数
値
化
し
に
く
い
価
値
も
大
切
に
し
た
い

更

新
さ
れ
る
建
物
が
地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割

を
持
ち

未
来
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
か

を
考
え

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
説
明
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る


　
齋
藤
　
建
て
替
え
は
単
に
古
く
な

た
建
物
を

新
し
く
す
る
行
為
で
は
な
く
災
害
に
強
い
構
造


環
境
負
荷
の
少
な
い
設
備
や
素
材
の
導
入

人
々

の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
快
適
性
や
利
便
性
と

い

た

現
代
社
会
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
価
値

を
建
築
に
反
映
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
と
な
る

こ

の
よ
う
な
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
推
進
方
法
と
し
て
プ

ロ
ポ

ザ
ル
方
式
が
あ
る

こ
の
方
式
は
﹁
何
を

建
て
る
か
﹂
だ
け
で
な
く
﹁
ど
う
や

て
建
て
る

か
﹂
な
ど
を
重
視
す
る
た
め

現
代
的
な
建
築
の

目
標
や
価
値
創
造
に
は
極
め
て
有
効
だ

適
切
な

設
計
者
の
選
定
が

新
し
い
価
値
を
実
現
す
る
の

に
重
要
と
な
る

民
間
工
事
で
も
プ
ロ
ポ

ザ
ル

方
式
を
採
用
し

強
靱
化
や
脱
炭
素
と
い

た
目

指
す
方
向
性
と

そ
の
実
現
方
法
を
明
確
に
し
た

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る


都
市︵
首
都
︶の
魅
力
を
考
え
る
上

で
求
め
ら
れ
る
要
素
や
課
題
は


　
千
鳥
　
求
め
ら
れ
る
要
素
は
﹁
活
力
‖
経
済
力

︵
企
業
集
積
︶
‖
国
際
競
争
力
﹂
だ

そ
の
た
め

に
は
都
市
基
盤
︵
国
際
ア
ク
セ
ス
・
公
共
交
通
網

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
︶都
市
景
観︵
公
園
・
自
然
︶

良
質
な
住
環
境
︵
治
安
・
防
災
︶

生
活
の
質
の

向
上
︵
医
療
・
教
育
・
都
市
サ

ビ
ス
︶
を
備
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い

ま
た
世
界
都
市
で
あ
る
た

め
に
は
国
際
性
や
文
化
多
様
性
も
求
め
ら
れ
る


他
方
で
人
口
過
密
や
高
齢
化

災
害
リ
ス
ク
な
ど

の
課
題
も
抱
え
る
こ
の
こ
と
か
ら
持
続
可
能
性


国
際
性

生
活
の
質
の
三
つ
の
要
素
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
﹁
首
都

・
東
京
の
魅
力
強
化
﹂
に
欠
か
せ
な
い

さ
ら
に

ハ

ド
整
備
に
偏
ら
ず
ソ
フ
ト
面
で
の
活
動
も
強

化
し

多
様
な
体
験
を
可
能
と
す
る
﹁
参
加
型
ま

ち
づ
く
り
﹂
も
大
切
だ


　
武
井
　
建
築
設
備
と
い
う
視
点
で
考
え
る
と
単

体
の
建
物
だ
け
で
な
く

都
市
イ
ン
フ
ラ
と
の
接

続
や

都
市
機
能
全
体
の
持
続
性
や
連
続
性
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う

建
築
設
備
の
分

野
だ
と
や
は
り
快
適
さ
だ
ろ
う

空
調
や
照
明
で

﹁
ど
こ
に
い
て
も
快
適
で
過
ご
し
や
す
い
都
市
空

間
﹂
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か

そ
れ
が
都
市
全

体
の
シ

ム
レ
ス
に
つ
な
が

て
い
れ
ば
と
思
う

が

ウ

ル
ビ

イ
ン
グ
︵
個
人
や
社
会
の
良
い

状
態
︶
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
人
工
的
な
快
適
性

と
自
然
な
快
適
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
必

要
だ

お
ご
ら
な
い
設
備
設
計
を
心
が
け
る
こ
と

も
忘
れ
て
は
い
け
な
い


　
山
内
　
首
都
の
魅
力
を
考
え
る
際
に
は

経
済

活
動
の
活
性
化

住
民
の
生
活
の
質
向
上

安
全

性

文
化
的
多
様
性

交
通
イ
ン
フ
ラ
な
ど
が
重

要
な
要
素
と
な
る

こ
れ
に
伴
う
課
題
と
し
て
は

過
密
化
や
交
通
渋
滞
社
会
的
格
差
環
境
負
荷


資
源
の
枯
渇
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

こ
れ
ら
を
解
決

し
な
が
ら
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る

都
市
の
魅
力
を
最
大
化
す
る

に
は

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
社

会
的
な
包
摂

環
境
に
配
慮
し
た
設
計
が
重
要
な

要
素
と
な
る


　
齋
藤
　
首
都
は
国
の

顔

と
な
る
場
所
で
政

治
や
経
済

文
化
の
中
心
で
あ
る
た
め

求
め
ら

れ
る
要
素
︵
企
業
本
社
・
金
融
機
関
・
商
業
施
設

の
集
中

国
内
外
か
ら
の
ス
ム

ズ
な
ア
ク
セ
ス

な
ど
︶と
抱
え
る
課
題︵
地
価
や
家
賃
の
高
騰


交
通
渋
滞

通
勤
ラ

シ

な
ど
︶
が
多
い

利

便
性
や
多
様
性

文
化
性
の
高
さ
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
整
え
る
と
と
も
に

人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
持
続
可
能
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ


　
山
崎
　
住
宅
は
生
活
の
基
盤
で
あ
る
と
同
時

に
都
市
を
形
づ
く
る
基
本
的
な
要
素
で
あ
り
住

宅
の
あ
り
よ
う
は
都
民
生
活
の
質
は
も
と
よ
り


都
市
の
活
力
や
景
観

地
域
社
会
の
維
持
形
成
と

も
密
接
に
関
連
し
て
い
る

東
京
の
持
つ
経
済
的

活
力
や
文
化
的
魅
力
と
相
ま

て

居
住
の
場
と

し
て
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

都
市
の
魅

力
向
上
に
は
欠
か
せ
な
い


　
谷
崎
　
国
際
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
新
し
い

も
の
も
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

今
あ
る
も

の
を
い
か
に
生
か
し
て
い
く
か

ま
た
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
る
か

と
い
う
視
点
も
重
要
と
な
る

東

京
高
速
道
路
︵
Ｋ
Ｋ
線
︶
で
は

こ
れ
ま
で
車
が

通

て
い
た
も
の
を
人
が
歩
け
る
ウ
オ

カ
ブ
ル

な
空
間
に
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
る

首

都
高
の
地
下
化
や
大
規
模
開
発
な
ど
の
動
き
が
活

発
化
し
て
い
る
日
本
橋
川
で
は

に
ぎ
わ
い
と
高

質
な
水
辺
環
境
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ

る

建
築
の
取
り
組
み
で
い
う
と

既
存
ビ
ル
の

リ
ノ
ベ

シ

ン
の
促
進
や
歴
史
的
建
造
物
の
保

存
・
活
用
が
あ
る

こ
う
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
概
念
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る




資
材
価
格
高
騰
の
影
響

構
造
提
案
で
最
小
限
に

細
や
か
に
デ
ザ
イ
ン

都
市
と
生
活
の
接
点

座談会
　魅力ある
　　首都東京に

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日） 第２部

山内氏

千鳥氏

魅
力
向
上
に
は
建
物
単
体
だ
け
で

な
く

都
市
・
ま
ち
と
の
連
携
が

重
要
と
な
る

都
市
整
備
施
策
と

住
宅
施
策
の
連
携
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
ど
う
進
め
る


　
谷
崎
　
都
市
政
策
と
住
宅
政
策
は
一
体
の
も

の

６
年
前
ま
で
住
宅
政
策
本
部
は
都
市
整
備
局

の
一
つ
の
組
織
で
共
に
都
市
づ
く
り

住
宅
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た

現
在

都
市
整
備
局
の

上
位
計
画
と
な
る
﹁
都
市
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
﹂
の
改
定
作
業
を
進
め
て
い
る

ま
た
住

宅
政
策
本
部
で
は
﹁
東
京
都
住
宅
マ
ス
タ

プ
ラ

ン
﹂
の
改
定
を
予
定
し
て
い
る

ま
ず
は
上
流
の

部
分
を
議
論
し

都
民
や
建
築
設
計
業
界
な
ど
に

示
し
て
い
き
た
い


　
山
崎
　
将
来
の
都
市
の
在
り
方
を
考
え
る
時


人
口
減
少
や
災
害
リ
ス
ク
の
高
ま
り
な
ど
を
踏
ま

え

都
市
の
中
で
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
住
宅
の
供

給
を
誘
導
し
て
い
く
の
か
と
い
う
議
論
が
重
要
と

な
る

都
市
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
改

定
や
新
た
な
住
宅
マ
ス
タ

プ
ラ
ン
の
中
で
具
体

的
に
示
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る

ま
た


建
築
規
制
な
ど
に
よ
り
単
独
で
の
建
て
替
え
が
困

難
な
マ
ン
シ

ン
へ
の
対
応
や

都
営
住
宅
の
建

て
替
え
時
に
創
出
し
た
用
地
の
活
用
な
ど
に
つ
い

て

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
考
え
て
い
く


　
千
鳥
　
都
市
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と

住
宅
マ
ス
タ

プ
ラ
ン
の
整
合
性
を
高
め

融
合

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
場
合


防
災
や
環
境
交
通
多
様
性
と
い

た
共
通
す
る

テ

マ
ご
と
に
政
策
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で


﹁
人
﹂
を
中
心
と
し
た
き
め
細
か
な
施
策
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か

都
市
ス
ケ

ル
と
生
活
ス
ケ


ル
の
領
域
を
橋
渡
し
す
る
こ
と
が
重
要
で

こ

の
二
つ
の
領
域
が
接
す
る
部
分
﹁
接
点
﹂
の
細
や

か
な
デ
ザ
イ
ン
が
大
事
だ

ま
た

地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る

当
会
は

の
支
部
を
組
織
し

地
域
レ
ベ
ル

で
の
活
動
を
通
し
て
そ
の
地
域
の
課
題
を
探
る
こ

と
が
で
き

地
域
特
性
に
即
し
た
施
策
を
提
言
で

き
る

引
き
続
き
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て

都
の
施
策
に
協
力
し
て
い
き
た
い


　
山
内
　
都
市
全
体
の
魅
力
は

個
々
の
建
物
だ

け
で
な
く

周
辺
環
境
と
の
調
和
に
よ

て
大
き

く
影
響
さ
れ
る

都
市
整
備
施
策
と
住
宅
施
策
が

互
い
に
連
携
す
る
こ
と
で

よ
り
魅
力
的
な
空
間

が
生
ま
れ
る

例
え
ば
交
通
や
教
育

医
療
施
設

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
住
宅
開
発
を
同
時
に
進

め
る
と

住
民
の
生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ス
マ

ト
グ
リ

ド
を
活
用
し


都
市
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ

効
率
や
生
活
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る

こ
れ
ら
の
要
素
を
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
魅
力
的
で
持
続
可
能
な
都
市
と
住
宅
地
を

実
現
す
る
こ
と
で

住
民
に
住
み
や
す
い
環
境
を

提
供
で
き
る


　
武
井
　
建
築
設
備
と
い
う
と
建
物
の
中
の
イ
メ


ジ
だ
が

強
靱
化
や
脱
炭
素

都
市
計
画
の
視

点
に
立

た
時

イ
ン
フ
ラ

住
宅

非
住
宅
で

エ
ネ
ル
ギ

連
携
で
き
な
い
か
と
考
え
る

災
害

時
に
住
宅
や
非
住
宅
に
あ
る
太
陽
光
発
電
や
蓄
電

池
か
ら

公
共
施
設
な
ど
へ
エ
ネ
ル
ギ

を
相
互

に
融
通
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

ス
マ

ト
シ
テ



を
イ
メ

ジ
し
た
取
り
組
み
に
も
挑
ん
で
い
き

た
い


　
齋
藤
　
都
市
整
備
施
策
と
住
宅
施
策
を
一
体
で

進
め
る
に
は

﹁
空
間
﹂
だ
け
で
な
く
﹁
生
活
﹂

﹁
人
の
流
れ
﹂
も
見
据
え
た
統
合
的
な
ビ
ジ

ン

が
不
可
欠
だ

特
に
住
宅
政
策
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め

賃
貸
・
持
ち
家

の
バ
ラ
ン
ス

リ
ノ
ベ

シ

ン
支
援

空
き
家

活
用
な
ど
の
推
進
が
必
要
で
は
な
い
か

行
政
の

縦
割
り
を
超
え

ま
ち
全
体
と
し
て
﹁
ど
の
よ
う

な
暮
ら
し
を
実
現
し
た
い
の
か
﹂
を
軸
に
据
え
る

こ
と
が
重
要
だ
ろ
う


建
設
費
高
騰
な
ど
を
受
け

官
民

と
も
建
築
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
が
問
わ
れ
て
い
る


　
齋
藤
　
公
共
建
築
工
事
で
は
入
札
不
調
が
相
次

い
で
お
り

建
設
工
事
費
が
上
昇
し

か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
受
注
環
境
と
な

て
い
る


こ
の
状
況
が
今
後
も
し
ば
ら
く
続
く
と
見
て
い

る

最
新
の
市
場
価
格
と
施
工
実
態
を
反
映
し
た

積
算
基
準
価
格
の
見
直
し
や

柔
軟
な
契
約
ス
キ


ム
の
導
入
と
い

た
契
約
方
法
の
多
様
化
の
ほ

か

最
低
制
限
価
格
の
適
正
化
や
価
格
変
動
条
項

の
明
確
化
も
必
要
だ
ろ
う

無
理
の
な
い
ス
ケ
ジ



リ
ン
グ
と
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
工
程
管
理
を

検
討
し

工
期
の
再
設
定
や
標
準
化
と
い
う
対
応

も
求
め
ら
れ
る


　
武
井
　
設
備
設
計
で
の
建
設
費
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
難
し
い
の
は
バ
ラ
ン
ス
だ

Ｌ
Ｃ
Ｃ

省
エ
ネ

性
能
な
ど
を
限
ら
れ
た
コ
ス
ト
の
中

ど
こ
ま
で

設
計
に
盛
り
込
め
る
か

官
民
問
わ
ず
事
業
計
画

に
は
限
ら
れ
た
建
設
予
算
が
あ
り

そ
の
中
で
将

来
を
見
据
え
た
計
画
を
行
う
建
物
用
途
に
よ
り


場
合
に
よ

て
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
や
省
エ
ネ
性
能
向
上
の

た
め
に
追
加
で
予
算
要
求
す
る
こ
と
も
あ
る

ま

た
発
注
時
期
に
よ
る
建
設
費
の
変
動
と
地
域
性
に

よ
る
も
の
も
あ
る

こ
う
し
た
情
報
を
正
確
に
つ

か
め
る
か
に
よ

て

設
計
の
手
戻
り
や
ス
ケ
ジ



ル
変
更
な
ど
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る


　
山
内
　
建
設
費
の
う
ち
構
造
躯
体
が
大
き
な
ウ

エ

ト
を
占
め
る
安
全
や
品
質
を
保
ち
な
が
ら


最
適
な
コ
ス
ト
の
設
計
を
し
な
く
て
は
い
け
な

い

そ
の
た
め
市
場
調
査
や
リ
ス
ク
ヘ

ジ

資

材
調
達
の
多
様
化
に
よ
る
コ
ス
ト
高
騰
を
抑
制
し

た
設
計
の
提
案
を
行
う
と
と
も
に

代
替
素
材
や

工
法
の
検
討
を
通
じ
て
安
全
や
品
質
を
維
持
し
な

が
ら
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
す

公
共
事
業
で
は
官

民
連
携
を
進
め

民
間
の
知
見
を
活
用
し
た
効
率

的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
不
可
欠
だ

こ
れ
ら
に
包

括
的
に
取
り
組
む
こ
と
で

資
材
価
格
高
騰
の
影

響
を
最
小
限
に
抑
え

建
築
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
成

功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
る


　
千
鳥
　
円
安
と
国
際
紛
争
に
端
を
発
し
た
資
材

価
格
高
騰
か
ら
始
ま
り

深
刻
な
人
手
不
足
に
よ

る
労
務
費
上
昇
が

建
設
工
事
費
を
一
段
と
押
し

上
げ
て
い
る

ま
た
政
策
的
に
も
適
正
な
価
格
転

嫁
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め

工
事
費
に
直
接
的

に
反
映
さ
れ
て
し
ま
う
影
響
も
あ
る

事
業
予
算

と
工
事
費
の
乖
離
︵
か
い
り
︶
が
大
き
く

事
業

費
の
増
額
分
を
吸
収
で
き
る
範
囲
を
大
き
く
超
過

し
て
い
る

プ
ロ
ジ

ク
ト
の
延
期
や

施
工
中

の
物
件
の
工
期
延
長
な
ど
事
業
進
捗
に
大
き
な
影

響
が
出
て
お
り

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る

効
果
的

な
解
決
策
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
か
ら

当
面
こ

の
傾
向
は
続
く
と
思
わ
れ
る

設
計
サ
イ
ド
で
で

き
る
こ
と
は

精
度
の
高
い
積
算
や
工
程
管
理
な

ど
最
適
化
設
計
に
努
め
る
こ
と
だ


　
山
崎
　
都
営
住
宅
整
備
で
は

工
事
費
適
正
化

と
品
質
確
保
の
両
立
を
図
る
た
め

積
算
単
価
の

見
直
し
な
ど
に
よ
り
実
勢
価
格
を
反
映
し
た
発
注

を
実
施
す
る
ほ
か

契
約
時
の
ス
ラ
イ
ド
条
項
を

適
切
に
運
用
し

急
激
な
価
格
変
動
に
も
柔
軟
に

対
応
す
る

ま
た
働
き
方
改
革
の
推
進
に
向
け


週
休
２
日
確
保

遠
隔
臨
場
導
入

情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
活
用
な
ど
現
場
の
負
担
軽
減
と
生
産
性
向

上
に
取
り
組
む
と
と
も
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
促
進
や
施
工
時
期
の
平
準
化
な
ど

事
業
全
体

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
を
図
る


　
谷
崎
　
建
設
費
高
騰
な
ど
に
よ
り
プ
ロ
ジ

ク

ト
の
難
し
さ
は
高
ま

て
い
る
が

強
靱
化
や
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
の
推
進
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る

取
り
組
む
べ
き
事
業
は
多
岐
に
わ
た

り
存
在
し

止
め
る
こ
と
な
く
進
め
る
こ
と
が
必

要

ま
た

将
来
の
担
い
手
の
確
保
が
急
務
だ


事
業
の
効
率
化
に
向
け
た
民
間
な
ど
と
の
協
働
の

視
点
か
ら
の
取
り
組
み
の
推
進
が
必
要
で
あ
り


Ｄ
Ｘ

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
効
率
化

現
場
の
生
産

性
向
上
が
重
要
で
あ
る




Ａ
Ｉ
・
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
の

ス
マ

ト
積
算
実
現
へ

見
込
ん
だ
報
酬
必
要

Ｂ
Ｉ
Ｍ
導
入
工
程
増

（１３） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日）第２部

齋藤氏

武井氏

Ｂ
Ｉ
Ｍ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か


　
谷
崎
　
増
大
す
る
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
維
持
・
更

新
需
要
に
こ
れ
か
ら
も
着
実
に
対
応
す
る
た
め


Ｄ
Ｘ
・
Ａ
Ｉ
の
導
入
と
活
用
が
一
層
求
め
ら
れ
る


今
後
は

計
画
段
階
で
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

設
計

上
必
要
な
情
報
が
迅
速
に
手
に
入
る
と
と
も
に


設
計

積
算

照
査

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
手
間

を
削
減
で
き
て
い
る
よ
う
な
状
況
が
望
ま
し
い


さ
ら
に
施
工
段
階
で
は

Ｂ
Ｉ
Ｍ
な
ど
の
活
用
に

よ

て
デ
ジ
タ
ル
空
間
で
課
題
を
解
決
し

手
戻

り
の
な
い
現
場
管
理
を
行
う
こ
と
が
将
来
的
に
望

ま
れ
る


　
山
崎
　
都
営
住
宅
の
建
て
替
え
事
業
で
は

Ｂ

Ｉ
Ｍ
導
入
の
課
題
を
整
理
の
上

２
０
２
４
年
度

か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
整
備
や
モ
デ
ル
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
る

中
小
設
計
事
務
所
の
導
入
率
が
低

い
と
い

た
課
題
も
あ
り

今
後

普
及
方
法
や

ユ

ザ
ビ
リ
テ


向
上
も
考
慮
し
た
標
準
Ｂ
Ｉ

Ｍ
モ
デ
ル
の
改
良
な
ど
に
取
り
組
む

工
事
費
の

適
正
化
と
品
質
確
保
の
両
立
を
図
る
た
め

積
算

単
価
の
定
期
的
な
見
直
し
や
資
材
単
価
の
毎
月
改

正
を
通
じ
て

実
勢
価
格
を
反
映
し
た
発
注
を
推

進
す
る


　
千
鳥
　
将
来
的
な
人
材
不
足
を
補
う
た
め

生

産
性
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る

さ
ら
に
働
き
方

改
革
の
浸
透
も
課
題
の
一
つ
だ

そ
の
た
め
に
Ｂ

Ｉ
Ｍ
導
入
や
Ａ
Ｉ
活
用
は
避
け
て
通
れ
ず

対
応

で
き
な
い
事
務
所
は
淘
汰
︵
と
う
た
︶
さ
れ
て
い

く
だ
ろ
う

し
か
し
零
細
な
事
務
所
で
は
資
金
面

や
技
術
面
の
負
担
が
大
き
く

な
か
な
か
Ｂ
Ｉ
Ｍ

導
入
に
踏
み
切
れ
な
い

資
金
援
助
や
リ
ス
キ
リ

ン
グ
︵
学
び
直
し
︶
な
ど
導
入
時
の
支
援
制
度
の

充
実
が
求
め
ら
れ
る

Ｂ
Ｉ
Ｍ
や
Ａ
Ｉ
が
一
般
的

に
な
れ
ば

設
計
か
ら
施
工

維
持
管
理

更
新

ま
で
活
用
で
き

設
計
・
建
設
だ
け
で
な
く
施
設

管
理
の
効
率
化
に
も
寄
与
し

関
連
産
業
全
体
の

生
産
性
を
飛
躍
的
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る


　
山
内
　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
に
つ
い
て
日
本
は
世
界

的
に
後
れ
を
取

て
お
り

普
及
し
て
い
な
い
の

が
現
状
だ

個
社
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
の
意
味
が
な

く
建
築
界
挙
げ
て
推
進
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い


構
造
の
設
計
事
務
所
で
も
個
社
で
導
入
し
て
い
る

会
社
も
あ
る
が
そ
の
数
は
多
く
な
く
Ｂ
Ｉ
Ｍ
も

使
え
ま
す
と
い

た
程
度
に
と
ど
ま

て
い
る


中
に
は
ゼ
ネ
コ
ン
や
大
手
設
計
事
務
所
と
の
コ
ラ

ボ
レ

シ

ン
で
活
用
し
て
い
る
会
社
も
あ
る


活
用
次
第
で
は

作
業
の
情
報
管
理
の
一
元
化
や

精
度
の
向
上
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
効
率
ア

プ

が
図
れ
る
ツ

ル
な
の
で

今
後
の
普
及
が
望
ま

れ
る


　
武
井
　
設
備
設
計
を
専
業
と
す
る
設
備
設
計
事

務
所
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
が
遅
れ
て
い
る

Ｂ
Ｉ

Ｍ
を
活
用
す
る
場
合

フ
ロ
ン
ト
ロ

デ

ン
グ

が
生
じ
る

今
ま
で
も
後
工
程
で
の
不
具
合
や
手

戻
り
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
フ
ロ
ン
ト
ロ

デ


ン
グ
を
行

て
き
た
が

Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
施
工
者

管

理
者

施
主
が
後
工
程
で
必
要
な
情
報
を
設
計
段

階
で
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る

こ
の
た
め
専
業
の

設
備
設
計
事
務
所
は
作
業
工
程
が
増
え
て
し
ま

う

Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
に
よ
る
工
程
増
加
を
見
込
ん
だ

設
計
報
酬
を
得
ら
れ
ず

昨
年
改
定
さ
れ
た
業
務

報
酬
基
準
︵
告
示
８
号
︶
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い


　
齋
藤
　
建
築
時
に
構
築
し
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を

維
持
管
理
や
改
修
時
に
も
活
用
す
る
な
ど

建
物

情
報
の
一
元
管
理
に
有
効
な
ツ

ル
だ

点
検
・

修
繕
履
歴
を
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
ひ
も
付
け
て
記
録
す
る
こ

と
で

情
報
の
蓄
積
と
共
有
が
容
易
に
な
る

Ｂ

Ｉ
Ｍ
デ

タ
を
基
に
劣
化
の
予
測
や
修
繕
計
画
が

立
案
で
き

定
期
点
検
の
ス
ケ
ジ


リ
ン
グ
や

部
材
の
寿
命
管
理
な
ど
に
も
有
効
だ
ろ
う


建
築
設
計
界
に
求
め
ら
れ
る
役
割

や
期
待
を


　
千
鳥
　
行
政
と
の
関
係
は

専
門
知
の
総
合
力

を
生
か
し
て
社
会
課
題
を
解
決
に
導
く
﹁
地
域
の

パ

ト
ナ

﹂
で
あ
り
た
い

行
政
は
制
度
や
政

策
の
枠
組
み
を
考
え

当
会
は
実
務
に
精
通
し
た

現
場
の
知
恵
や
技
術
力
を
生
か
し
て
地
域
に
根
差

し
た
活
動
で
支
援
す
る

相
互
に
補
完
す
る
関
係

で
あ
る

両
者
の
協
働
に
よ
り
東
京
の
都
市
再
生

と
住
環
境
改
善
が
進
む
も
の
と
期
待
す
る

ク
ラ

イ
ア
ン
ト
と
の
関
係
で
も

新
た
な
役
割
が
求
め

ら
れ
る

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
要
望
を
形
に
す
る
だ

け
で
な
く

ビ
ジ

ン
の
提
示
や
共
創
す
る
関
係

に
変
化
す
る

そ
し
て
人
材
不
足
や
後
継
者
不
足

を
踏
ま
え

こ
れ
か
ら
は
設
計
・
建
設
業
界
全
体

が
共
創
・
協
業
の
時
代
を
迎
え
る
だ
ろ
う


　
山
内
　
設
計
技
術
者
の
な
り
手
不
足
が
著
し

い

少
子
化
と
い
う
だ
け
で
な
く

建
築
設
計
界

全
体
の
魅
力
が
な
く
な

て
き
て
い
る
よ
う
に
も

感
じ
る

高
度
経
済
成
長
期
か
ら
こ
の
業
界
を
け

ん
引
し
て
き
た
世
代
や

建
築
技
術
の
向
上
を
目

指
し
昼
夜
設
計
業
務
に
励
ん
で
き
た
世
代
が
一
つ

の
節
目
を
迎
え
る
時
期
に
来
て
い
る

い
ま
建
築

設
計
界
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は

次
世
代
に
引
き

継
ぐ
設
計
技
術
者
を
１
人
で
も
多
く
増
や
し

そ

の
技
術
を
継
承
す
る
た
め
の
役
割
と
魅
力
あ
る
設

計
界
に
し
て
い
く
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る


　
武
井
　
ま
ず
は
安
全

安
心
を
守
る
役
割
だ


最
近
聞
こ
え
て
く
る
ワ

ド
は
﹁
強
靱
化
﹂

い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な

ど
の
震
災
や
災
害
に
強
い
電
源
・
給
排
水
・
空
調

シ
ス
テ
ム
の
設
計
を
期
待
さ
れ
て
い
る

次
に
脱

炭
素
や
環
境
課
題
解
決
の
役
割
だ
ろ
う

Ｚ
Ｅ
Ｂ

・
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
推
進
は
建
物
単
体
で
太
陽
光

地
中

熱

廃
熱
回
収
を
設
備
設
計
に
積
極
的
に
取
り
込

む
こ
と
が
大
切
だ
が

街
区
・
都
市
ス
ケ

ル
で

の
Ｃ
Ｎ
化
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
う

Ｄ

Ｘ
技
術
は
脱
炭
素
や
環
境
課
題
解
決

維
持
管
理

の
適
正
化
の
ほ
か

働
き
方
改
革
の
推
進
に
も
貢

献
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
効
率
化
で
き
れ
ば


ワ

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
︵
Ｗ
Ｌ
Ｂ
︶
の
改

善
と
な
り
技
術
者
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
思

う


　
齋
藤
　
正
確
な
数
量
積
算
と
適
正
価
格
の
算
出

や

プ
ロ
ジ

ク
ト
全
体
の
適
切
な
コ
ス
ト
管
理

と
い

た
建
築
積
算
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
変
わ

ら
な
い

今
後
は
Ａ
Ｉ
や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
の
融
合
に
よ

る
ス
マ

ト
積
算
の
実
現
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建

築
で
の
新
た
な
コ
ス
ト
評
価
基
準
の
確
立
に
も
取

り
組
む

建
築
積
算
業
界
は
単
な
る
見
積
も
り
作

業
か
ら

コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
核
的
存
在

へ
と
進
化
す
る
だ
ろ
う

技
術
革
新
や
社
会
的
要

請
に
対
応
し
な
が
ら

高
い
専
門
性
と
中
立
性
を

持

て
建
設
業
界
全
体
に
貢
献
し
て
い
き
た
い


　
山
崎
　
﹁
建
て
て
は
壊
す
﹂
社
会
か
ら
﹁
良
い

も
の
を
つ
く
り
長
く
使
い
続
け
る
﹂
社
会
へ
と
転

換
し
て
い
く
い
た
め
に
は

建
物
の
適
切
な
維
持

管
理
を
重
視
し
た
取
り
組
み
が
一
層
求
め
ら
れ

る

設
計
段
階
か
ら
﹁
よ
り
質
の
高
い
建
築
﹂
を

目
指
す
と
と
も
に

将
来
的
な
維
持
管
理
ま
で
見

据
え
た
設
計
を
お
願
い
し
た
い

と
り
わ
け
新
築

だ
け
で
な
く

今
後
大
き
な
マ

ケ

ト
と
な
る

リ
フ


ム

リ
ノ
ベ

シ

ン
の
分
野
に
お
い

て
も

新
技
術
の
開
発
・
活
用
や
創
造
的
な
提
案

を
通
じ
て

よ
り
良
い
住
環
境
の
実
現
に
貢
献
い

た
だ
き
た
い


　
谷
崎
　
今
後
の
建
築
設
計
業
界
の
た
め
に
は


業
界
全
体
で
一
丸
と
な

て
魅
力
を
発
信
し
続

け

人
材
確
保
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

自
分

が
手
掛
け
た
建
物
が
完
成
し

多
く
の
人
に
活
用

さ
れ
る
な
ど

仕
事
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
官

民
が
協
力
し

業
界
全
体
を
盛
り
上
げ
る
行
動
が

大
切
だ

本
日
の
座
談
会
を
は
じ
め

メ
デ

ア

に
よ
り
魅
力
を
発
信
す
る
な
ど

継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

特
に
高
校
生
や
大
学
１


２
年
生
な
ど

こ
れ
か
ら
ど
の
業
界
に
行
く
か

悩
ん
で
い
る
学
生
へ
の
ア
プ
ロ

チ
が
重
要
で
あ

り

学
校
教
育
の
中
で
建
築
設
計
と
い
う
分
野
が

あ
る
こ
と
を
学
習
す
る
機
会
を
増
や
せ
る
と
良

い




累
計

件
紹
介
経
済
性
も
重
視

使いやすさ追求し機能拡充へ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
か
ら
見
る
維
持
管
理
技
術
の
潮
流

ド
ロ

ン
Ａ
Ｉ
で
点
検
高
度
化

インフラ　大更新時代　の行方　新技術

（１４）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日） 第２部

各技術の紹介ページには概要や図解
を分かりやすく掲載する。右の画像
は準推奨技術に選ばれている「鋼製
埋設部路面境界部の損傷判定、診断
方法」の構成図（ＮＥＴＩＳの維持
管理技術ページから）

　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
は
１
９
９
８
年
度
に

開
設
し

２
０
０
１
年
度
か
ら
企
業

や
研
究
機
関
な
ど
が
開
発
し
た
新
技

術
の
情
報
を
登
録
公
開
し
て
い
る


公
共
工
事
の
品
質
を
確
保
し

良
質

な
社
会
資
本
を
提
供
す
る
目
的
が
あ

る

特
に
公
共
事
業
に
充
て
る
予
算

や
職
員
が
減
少
す
る
地
方
自
治
体
へ

の
活
用
を
促
す

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
を
運

営
す
る
国
交
省
官
房
技
術
調
査
課
の

岡
本
由
仁
課
長
補
佐
は
﹁
今
後
ど
の

よ
う
に
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く

か

自
治
体
も
悩
ん
で
い
る

何
か

一
つ
で
も
助
け
に
な
り
た
い
﹂
と
話

す

　

　
　
□
　
　
　
　
□

　

年
度
に
点
検
・
調
査
や
維
持
管

理
に
特
化
し
た
﹁
維
持
管
理
技
術
ペ


ジ
﹂
を
開
設


年
に
山
梨
県
大

月
市
の
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ

ル
で
発
生
し
た
天
井
板
落
下
事
故
を

受
け

政
府
は

年
を
﹁
社
会
資
本

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年
﹂
と
位
置
付
け

全
府
省
庁
で
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
す
る

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
で
の
専
用
ペ


ジ
開
設
も
一
環
に
な
る


　
技
術
の
掲
載
期
間
は

年
度
の
登

録
分
ま
で
５
年
だ

た
が


年
度

か
ら

年
に
延
長
し
た

ト

プ
ペ


ジ
の
ペ

ジ
ビ

︵
Ｐ
Ｖ
︶は
年

間
約
６
万
件
と
堅
調
に
推
移
す
る


自
治
体
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多

く

最
新
動
向
の
出
前
授
業
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う


　
現
在
は
１
０
２
件
︵
９
月
末
日
時

点
︶の
維
持
管
理
技
術
を
掲
載
す
る


掲
載
終
了
分
を
含
め
累
計
で
１
８
９

件
の
技
術
を
紹
介
し
て
き
た

道
路

や
橋
梁

ト
ン
ネ
ル

上
下
水
道


河
川

港
湾
な
ど
施
設
部
分
を
問
わ

ず
幅
広
く
取
り
扱
う


　
岡
本
氏
は


年
間
で
維
持
管
理

技
術
の
登
録
内
容
に
変
化
が
表
れ
て

い
る
と
指
摘
す
る

﹁
維
持
管
理
技

術
ペ

ジ
の
開
設
当
時
は
セ
ン
サ


系
の
技
術
が
主
流
だ

た

こ
こ
数

年
は
セ
ン
サ

に
ド
ロ

ン
や
Ａ
Ｉ

診
断
を
組
み
合
わ
せ
た
技
術
が
増
え

つ
つ
あ
る
﹂
と
い
う


　
年
間
１
万
件
程
度
あ
る
国
交
省
の

発
注
案
件
は

原
則
と
し
て
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｓ
登
録
技
術
の
適
用
を
求
め
て
い

る

技
術
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
場

合

受
注
企
業
は
工
事
成
績
に
加
点

さ
れ
る
仕
組
み
だ

こ
の
う
ち
﹁
推

奨
技
術
﹂
や
﹁
準
推
奨
技
術
﹂
を
適

用
し
た
場
合
は
さ
ら
に
加
点
さ
れ


有
用
な
新
技
術
の
導
入
を
促
し
て
い

る


　
推
奨
技
術
と
準
推
奨
技
術
は

国

の
直
轄
工
事
で
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
の
登
録

技
術
を
採
用
し
た
受
注
企
業
が
提
出

す
る
活
用
効
果
調
査
票
を
参
考
に
選

ば
れ
る

評
価
項
目
は
▽
工
程
▽
品

質
・
出
来
形
▽
安
全
性
▽
施
工
性
▽

環
境
▽
経
済
性
｜
の
六
つ

５
件
程

度
を
目
安
に
調
査
票
が
集
ま

た
段

階
で
第
三
者
の
有
識
者
会
議
で
評
価

す
る


　
国
交
省
が
着
目
す
る
の
は
経
済
性

だ

岡
本
氏
は
﹁
プ
ロ
ジ

ク
ト
で

は
︵
施
工
後
を
見
越
し
た
︶
維
持
管

理
な
ど
も
含
め
た
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク

ル
・
コ
ス
ト
︵
Ｌ
Ｃ
Ｃ
︶
が
重
要
な

課
題
に
な
る

﹃
意
外
と
コ
ス
ト
が

か
か

て
し
ま
う
﹄
と
な

て
は


ど
ん
な
に
優
れ
た
品
質
を
確
保
す
る

技
術
で
も
広
が
り
に
く
い

安
全
性

や
施
工
性
と
同
様
に

経
済
性
は
特

に
重
視
さ
れ
る
要
素
だ
﹂
と
説
明
す

る

維
持
管
理
技
術
で
唯
一

準
推

奨
技
術
に
選
ば
れ
た
﹁
鋼
製
埋
設
部

路
面
境
界
部
の
損
傷
判
定

診
断
方

法
﹂
は

道
路
に
埋
設
さ
れ
た
鋼
材

な
ど
の
損
傷
状
況
を
パ
ル
ス
渦
流
や

超
音
波
で
舗
装
を
壊
さ
ず
に
検
査
し

可
視
化
し

地
図
に
示
す
技
術
に
な

る

道
路
の
掘
削
や
復
旧
が
不
要
と

な
り

省
人
化
に
加
え
騒
音
や
産
業

廃
棄
物
の
発
生
も
抑
え
ら
れ
る
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
た


　
　
□
　
　
　
　
□

　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
て
い
る
自
治
体
も
出
て
き
た


茨
城
県
土
木
部
は

年
度
に
新
技
術

情
報
提
供
デ

タ
ベ

ス﹁
Ｉ
Ｔ

﹂

を
整
備
し

地
域
企
業
が
保
有
す
る

技
術
を
紹
介
し
て
い
る

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
に
登
録
済
み
の
技
術
が
対
象
で


７
月
７
日
時
点
の
登
録
は

件
に
な


て
い
る


　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
の
登
録
技
術
に
関
心

を
持
つ
の
は
国
内
だ
け
で
な
く

海

外
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
来
る
こ
と
も

あ
る

現
在
は
技
術
盗
用
を
懸
念
す

る
登
録
者
の
声
も
あ
り

海
外
サ


バ

か
ら
は
直
接
参
照
で
き
な
い
仕

組
み
に
な

て
い
る

一
方
で

岡

本
氏
は
﹁
日
本
の
高
度
成
長
期
と
同

じ
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
が
集
中
し
て
整

備
さ
れ
た
国
で
は

い
ず
れ
老
朽
ス

ト

ク
が
一
気
に
増
え

日
本
と
同

様
に
維
持
管
理
に
リ
ソ

ス
を
集
中

で
き
な
い
状
況
や
課
題
が
出
て
く
る

だ
ろ
う

そ
の
時
に
日
本
の
優
れ
た

維
持
管
理
や
防
災
・
減
災
な
ど
の
技

術
を
生
か
せ
る
可
能
性
は
あ
る
と
思

う
﹂
と
展
望
す
る


　
﹁
自
治
体
な
ど
が
限
ら
れ
た
リ
ソ


ス
を
効
率
良
く
使
う
た
め
に
は


新
技
術
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が

最
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
だ
﹂
と
岡

本
氏

今
後
の
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
運
営
で

は
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
な
ど
も
検
討

し

よ
り
検
索
や
新
旧
技
術
の
比
較

な
ど
が
し
や
す
く
な
る
機
能
拡
張
の

実
装
も
見
据
え
る

﹁
さ
ら
に
幅
広

い
業
種
か
ら
多
様
な
技
術
の
登
録
が

増
え
て
く
れ
ば

維
持
管
理
を
よ
り

高
度
化
・
効
率
化
で
き
る
可
能
性
が

高
ま
る
﹂
と
期
待
し

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ

を
さ
ら
に
使
い
や
す
く
し
て
一
助
を

担

て
い
く


　インフラメンテナンスの現場で、作業効率を高める新

技術の導入が進んでいる。かつて近接目視に限定されて

いた定期点検も、現在はドローンやロボットの活用が認

められ、企業は技術高度化で競争を強める。国土交通省

の新技術情報提供システム（ＮＥＴＩＳ）に見る登録動

向から、維持管理分野の最新技術の潮流を分析する。ま

た、導入が進まない市町村での課題と、その普及促進策

についても検証する。



ＮＥＴＩＳ登録の維持管理技術件市
町
村
導
入
率

％
活
用
後
押
し

国交省　専門家派遣しサポート

インフラ　大更新時代　の行方　新技術

（１５） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日）第２部

　【年度】

　▷グラスシール防草注入工法▷スマートデバイス水門点
検サポートシステム「GBRAIN InsRet（ジーブレイン　
インスレット）」▷透光板保護補強工法「KFシールテク
トSPシート工法」▷ポール腐食診断「RLS腐食検出シス
テム」▷空隙部充填検知システム▷ウォーターカッター
（側面用）▷光学振動解析技術「動画像による支承の変位
量・回転量の計測技術」▷走行型赤外線調査車両▷コンク
リート非破壊検査装置「ADSPIRE（アドスパイア）」▷N
on-Skid Solutions「SAFTRAX」プロダクト▷環境配慮
型「ハイブリッド被膜除去技術」▷ドローンを活用した橋
梁点検技術（ELIOS3）▷シラン系鉄筋腐食抑制混和剤
「プロテクトシル@ WA CIT」▷片桟道形式「RBH工法」

　【年度】

　▷洗掘モニタリングシステム▷SPアスコン▷高流動水
中不分離充填材「SGグラウト」▷黒錆防錆工法「Fe Black」
▷コンクリート補強用２方向炭素繊維シート「FFシートC
R240」▷既設コンクリートの塩化物イオン量測定機「塩
分センサ」▷全方向水面移動式ボート型ドローン▷鋼橋用
壁面ブラストロボット▷非破壊式鉄筋腐食測定機［Dr.CO
RR］▷現場タブレット野帳CADアプリ『DAC-NOTE』
▷トンネル点検プラットフォーム▷ネジフシ鉄筋を用いた
機械式継手「ODIシリーズ自在ジョイント」▷下部工基礎
の洗掘モニタリングシステム
　▷簡単にアンカーボルトを更新（交換）する技術▷橋梁
点検ロボット▷密閉集塵式パルスレーザー表面処理工法▷
コンクリート構造物のひび割れ自動検出および定量評価シ
ステム▷遠隔作業支援システム「LiveOn Wearable」▷作
業支援ロボット「SUPPOT」▷人力舗装に特化した床版
防水材「ハイウェイ・スラブボンド」▷ガイナ水平導水樋
工法▷透明防錆ボルトキャップ「BBCAP」▷水上ロボッ
トによる通水時の機能診断技術▷全方向衝突回避センサー
を有する小型ドローン技術
　▷支承管理情報提供システム「インテリジェント支承」
▷施設維持管理システム「BIMSTOK」▷M&Nコイル▷
ポール簡単埋設台座「埋め座くん」▷ターフェル式を利用
したコンクリート中の鋼材の腐食診断装置▷分離器内蔵S
PD▷パイプ探査ロボット「配管くん」▷巡視業務の高度
化を実現する技術（インフラパトロール）▷ウェアラブル
カメラDriveman SP-▷点検写真管理クラウドサービス
「ShareSnap」▷ステレオカメラ（水中ドローン組付け型）
での水中構造物の保全点検・計測技術

　【年度】

　▷試掘調査等に活用できる「吸引掘削工法」▷コンクリー
トひび割れ補修工法「ミクロカプセルGP工法」▷構造物
変位遠隔モニタリングシステム「Infra Eye」▷携帯型電
磁誘導加熱（IH）を用いたオールオーバー工法▷EHDア
ンカーHP工法▷コンクリート構造物ひび割れ画像検出AI 
Inspector1▷完全無線型サーモカメラ（LC-T10）▷GNSS動
態観測システム「QuartetS（カルテットエス）」
　▷車両データを活用したリアルタイム旅行時間表示シス

テム▷橋梁点検調書作成支援システム「タテログ」▷橋梁
損傷原因のAI点検システム▷高精細カメラ画像によるひ
び割れ計測システム▷鉄筋腐食に影響する腐食因子の浸透
速度モニタリングシステム▷社会インフラ管理プラットフ
ォーム▷ＡＲ（拡張現実）工事写真管理／遠隔臨場アプリ
「Dive」▷点群データを活用したインフラ構造物の経年
変化差分解析▷クラウド型遠隔臨場システム「AAASBody
Camera」▷電流を用いた回転機械の監視・診断システム
「T-MCMA」
　▷通信安定高画質型ウェアラブルカメラ、クラウド映像
共有Zaoウェアラブル３次元変位自動計測クラウド管理シ
ステム▷専用架台を用いた集水井内部のカメラ点検技術▷
全方位カメラ昇降点検システム▷ベースプレート式アン
カーボルトの目視点検用特殊ナット

　【年度】

　▷車載式レーダ探査車による床版劣化調査技術▷Ｊスト
ッパー▷UAV（無人航空機）による点検情報提供システ
ム▷セレクトコートさび鉄構造物リニューアル工法▷石積
接着補強工法（モルダム工法）▷特定小電力によるレーダ
式水位計▷ワンタッチャブル送り出し工法▷膜製スノーシ
ェルター（積雪荷重低減型）

　【年度】

　▷異常把握IoTサービス▷水中機器用フロートケーブル
▷IRIワイヤレス路面測定技術「ACTUS」▷リフタス▷
オールプレキャストテールアルメ▷トンネル覆工厚及び空
洞厚の解析ソフト▷ＡＩ橋梁診断支援システムDr.Bridge
▷鋼材表面探傷システム　Quart-ET▷ひずみ可視化デバ
イス▷吸音パネルシート

　【年度】

　▷IoTセンサーによる構造物の遠隔監視システム（LIRI
S）▷無人航空機（ドローン）によるリアルタイム３次元
計測システム「SPIDER-ST」▷特殊分解洗浄工法「カビ
とり隊」▷高速３Ｄカメラとレーザーを用いた路面解析シ
ステム

　【年度】

　▷ワイヤレス沈下センサー「ワイモス」

　【年度】

　▷スマホまたは小型専用端末で路面性状計測（バンプレ
コーダー）▷傾斜測定管理システム「チルトウォッチャー」
▷マグネシウム含有亜鉛末塗料「マザックス」▷インフラ
点検レポートサービス

　【年度】

　▷分別集水マット「蚊絶滅マット」▷計測統合クラウド
サービス「K-Cloud」

　【年度】

　▷鋼製埋設部路面境界部の損傷判定、診断方法

　
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
コ

ス
ト
削
減
や
作
業
負
担
の
軽
減
に

有
効
な
ロ
ボ

ト
や
セ
ン
サ

な

ど
の
新
技
術

そ
の
効
果
を
最
大

限
に
引
き
出
す
に
は

市
町
村
で

の
活
用
拡
大
が
鍵
を
握
る

国
交

省
は
優
先
支
援
や
官
民
マ

チ
ン

グ

事
例
の
普
及
な
ど
を
通
じ


新
技
術
の
導
入
を
後
押
し
し
て
い

る


◇
　
　
◇

　
市
町
村
向
け
の
支
援
策
の
一
つ

が
財
政
措
置
だ

道
路
や
河
川
・

ダ
ム

港
湾
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
事
業
に
対
し

新
技
術
に
よ
る

コ
ス
ト
縮
減
や
事
業
効
率
化
の
効

果
が
明
確
に
示
さ
れ
た
場
合

補

助
金
や
交
付
金
を
重
点
的
に
配
分

す
る


　
国
交
省
が
参
加
す
る
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
で
は


産
学
官
民
に
よ
る
プ
ラ

ト
フ



ム
で
市
町
村
の
ニ

ズ
と
企
業

の
技
術
を
マ

チ
ン
グ

全
国


ブ
ロ

ク
ご
と
の
地
方
フ


ラ

ム
で
技
術
提
案
会
や
現
地
実
証
な

ど
も
展
開
し
て
い
る


　
毎
年
開
催
さ
れ
る
﹁
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
賞
﹂
で
は

優

れ
た
取
り
組
み
や
技
術
開
発
に
対

し
て
内
閣
総
理
大
臣
賞
や
関
係
省

庁
の
大
臣
賞

優
秀
賞

特
別
賞

を
授
与

全
国
へ
の
普
及
を
図
る

と
と
も
に

受
賞
者
の
ビ
ジ
ネ
ス

拡
大
に
も
つ
な
げ
て
い
る


　
こ
う
し
た
支
援
の
背
景
に
は


市
町
村
で
の
新
技
術
導
入
が
進
ん

で
い
な
い
現
状
が
あ
る

２
０
２

３
年
４

８
月
に
行
わ
れ
た
公
共

イ
ン
フ
ラ
管
理
者
へ
の
ア
ン
ケ


ト
に
よ
る
と

回
答
し
た
１
７
１

０
団
体
の
う
ち

％
が
点
検
・
診

断
業
務
に
新
技
術
を
導
入
済
み


た
だ
し

国
・
都
道
府
県
・
政
令

市
の

％
以
上
に
対
し

市
町
村

は

％
に
と
ど
ま

た


◇
　
　
◇

　

年
９


月
に
実
施
さ
れ
た

﹁
新
技
術
導
入
状
況
等
に
関
す
る

ア
ン
ケ

ト
﹂
で
は

回
答
し
た

９
５
１
の
都
道
府
県
・
市
町
村
の

う
ち

％
が
﹁
発
注
に
関
す
る
知

識
を
有
す
る
技
術
者
の
不
足
﹂
を

課
題
に
挙
げ
て
い
る

市
町
村
の

約
半
数
は
技
術
系
職
員
が
５
人
以

下

今
後
は
人
口
減
少
に
よ
り
技

術
職
員
や
予
算
の
一
層
の
減
少
が

見
込
ま
れ
て
い
る


　
そ
こ
で
国
交
省
が
注
力
す
る
の

が

市
町
村
に
専
門
家
を
派
遣
す

る
﹁
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
﹂
だ

新

技
術
の
導
入
や
技
術
力
に
課
題
を

抱
え
る
自
治
体
を
モ
デ
ル
団
体
に

選
び

導
入
や
維
持
管
理
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
助
言

各
自
治
体
が
直
面

す
る
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し

て
い
る


　
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
は



年

度
に
実
施
中

青
森
県
黒
石
市

︵
除
雪
︶

山
形
市
︵
橋
梁
・
舗

装
︶茨
城
県
桜
川
市︵
舗
装
︶

新
潟
県
十
日
町
市
︵
除
雪
︶

静

岡
市
︵
橋
梁
︶

愛
知
県
豊
川
市

︵
舗
装
︶

京
都
府
大
山
崎
町

︵
橋
梁
︶

兵
庫
県
川
西
市
︵
橋

梁
・
舗
装
︶

奈
良
県
十
津
川
村

︵
橋
梁
︶

山
口
県
周
南
市
︵
橋

梁
︶徳
島
県
美
波
町︵
橋
梁
︶

大
分
県
津
久
見
市
︵
橋
梁
︶

同

杵
築
市
︵
橋
梁
︶
の

団
体
を
モ

デ
ル
に

派
遣
さ
れ
た
専
門
家
が

少
数
の
職
員
で
も
対
応
可
能
な
技

術
導
入
を
支
援
し
て
い
る


　
国
交
省
は
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
の

成
果
を
広
く
発
信
し

他
の
自
治

体
へ
の
波
及
を
目
指
す

今
後
も

多
角
的
な
施
策
を
通
じ
て
新
技
術

の
活
用
を
促
進
し

市
町
村
の
適

切
な
イ
ン
フ
ラ
維
持
を
後
押
し
す

る
考
え
だ


（国交省資料から）



供
用
し
な
が
ら
安
全
・
効
率
的
に
　

超
遠
隔
の
施
工
管
理
も

トンネル
床　　版

高速道路リニューアル　高速施工で規制短縮

インフラ　大更新時代　の行方　新技術

トンネル

床　　版

（１６）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日） 第２部

　
道
路
法
で
５
年
ご
と
の
定
期
点

検
が
義
務
付
け
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル

は
約
１
万
本
あ
る

国
土
交
通
省

の
２
０
２
４
年
度
道
路
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
年
報
に
よ
る
と




年

度
の
点
検
結
果
を
踏
ま
え
﹁
早
期

ま
た
は
緊
急
の
措
置
が
必
要
︵
判

定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
︶
﹂
と
判
断
さ
れ

た
ス
ト

ク
は
３
１
５
２
本
に
上

る

建
設
各
社
は
ト
ン
ネ
ル
を
供

用
し
な
が
ら

老
朽
化
し
た
覆
工

コ
ン
ク
リ

ト
を
安
全
で
効
率
良

く
更
新
す
る
技
術
開
発
に
注
力
し

て
い
る


　
大
林
組
と
土
木
研
究
所
が
開
発

し
た
技
術
は
山
岳
ト
ン
ネ
ル
の
更

新
で

１
車
線
分
の
通
行
を
確
保

し
な
が
ら
覆
工
コ
ン
ク
リ
を
打
ち

換
え
る

﹁
リ
ペ
ア

チ
﹂
と
し

て
ト
ン
ネ
ル
中
央
に
内
部
支
保
工

と
防
護
を
兼
用
す
る
隔
壁
を
設

置

既
設
覆
工
コ
ン
ク
リ
の
切
削

か
ら
新
設
コ
ン
ク
リ
の
打
設
ま
で

の
作
業
が
閉
鎖
空
間
で
可
能
に
な

る


　
西
松
建
設
と
Ｐ
Ｃ
Ｌ
協
会
︵
小

林
一
博
会
長
︶
は

山
岳
ト
ン
ネ

ル
覆
工
の
補
修
や
補
強
に
使
う
側

壁
一
体
型
の
プ
レ
キ

ス
ト
・
コ

ン
ク
リ

ト
・
ラ
イ
ニ
ン
グ
︵
Ｐ

Ｃ
Ｌ
︶
版
と
運
搬
・
架
設
用
装
置

を
開
発
し
た

場
所
打
ち
コ
ン
ク

リ
の
施
工
作
業
を
省
き

Ｐ
Ｃ
Ｌ

版
を
１
枚
当
た
り

分
で
設
置
で

き
る

場
所
打
ち
コ
ン
ク
リ
で
の

施
工
に
比
べ

裏
込
め
注
入
な
ど

の
作
業
を
含
め
約
７
日
の
工
程
を

大
幅
に
短
縮

高
速
施
工
で
車
線

規
制
期
間
も
短
く
し
て
い
る


　
鴻
池
組
は
老
朽
化
し
た
山
岳
ト

ン
ネ
ル
を
通
行
止
め
せ
ず
に
補
修

で
き
る﹁
Ｒ
ｅ
ラ
イ
ニ
ン
グ
工
法
﹂

に
対
応
し

覆
工
コ
ン
ク
リ
の
表

面
の
切
削
機
を
開
発
し
た

事
前

に
入
力
し
た
仕
上
が
り
面
の
３
Ｄ

位
置
デ

タ
を
基
に

切
削
ド
ラ

ム
を
開
始
位
置
に
自
動
で
セ


ト

左
右
の
ド
ラ
ム
が
自
動
で
半

周
分
ず
つ
切
削
す
る

高
速
道
路

の
覆
工
コ
ン
ク
リ
を
再
生
す
る
施

工
方
法
と
し
て
確
立
し
た


　
建
設
会
社
で
は
限
ら
れ
た
人
的

資
源
で
よ
り
安
全

効
率
的
に
施

工
・
維
持
管
理
す
る
た
め
次
世
代

通
信
基
盤
や
Ａ
Ｉ

ロ
ボ

ト
を

取
り
入
れ

作
業
の
自
動
化
を
目

指
す
動
き
も
目
立
つ

安
藤
ハ
ザ

マ
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は

大
容
量
で
低
遅

延
な
通
信
を
実
現
す
る
ア
イ
オ
ン

Ａ
Ｐ
Ｎ
︵
オ

ル
・
フ

ト
ニ
ク

ス
・
ネ

ト
ワ

ク
︶を
導
入
し


最
長
１
０
０
０

離
れ
た
場
所
か

ら
施
工
を
管
理
す
る

現
場
を
常

時
監
視
し

施
工
段
階
で
は
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
よ
り
高
精
度
な
掘
削

後
形
状
確
認
や
遠
隔
臨
場
検
査
を

実
現
す
る

維
持
管
理
段
階
で
も

変
状
や
経
年
劣
化
を
早
期
発
見
で

き
る
よ
う
に
す
る


　
清
水
建
設
は

山
岳
ト
ン
ネ
ル

向
け
と
し
て
▽
穿
孔
・
発
破
▽
コ

ン
ク
リ
吹
き
付
け
・
鋼
製
支
保
工

建
て
込
み
▽
ロ

ク
ボ
ル
ト
打
設

▽
覆
工
コ
ン
ク
リ
打
設
｜
の
施
工

サ
イ
ク
ル
ご
と
に

自
動
化
施
工

に
対
応
す
る
ロ
ボ

ト
を
開
発
し

た

施
工
管
理
で
は
Ａ
Ｉ
が
ウ


ブ
カ
メ
ラ
の
ラ
イ
ブ
映
像
か
ら
坑

内
作
業
状
況
を
自
動
判
定

チ



ト
ツ

ル
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

情
報
を
展
開
す
る
﹁
Ａ
Ｉ
自
動
判

定
シ
ス
テ
ム
﹂
な
ど
も
活
用
す

る


　
大
成
建
設
は
ト
ン
ネ
ル
の
覆
工

な
ど
を
対
象
に


年
に
開
発
し

た
コ
ン
ク
リ
ひ
び
割
れ
解
析
技
術

﹁
ｔ

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
﹂
を
外
販
し
て

い
る

段
階
的
に
機
能
を
拡
張
し

て
お
り

ク
ラ
ウ
ド
で
利
用
・
運

用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築



年
に
は
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
コ
ン
ク
リ

構
造
物
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
か
ら
表

面
の
ひ
び
割
れ
を
自
動
検
出
す
る

機
能
も
付
加
し
た

ウ


ブ
レ


ト
変
換
に
よ
る
画
像
解
析
処
理

で

ひ
び
割
れ
の
幅
や
長
さ
な
ど

も
自
動
で
定
量
的
に
算
出
す
る


　
熊
谷
組
は
山
岳
ト
ン
ネ
ル
の
覆

工
コ
ン
ク
リ
施
工
時
に
左
右
へ
の

コ
ン
ク
リ
供
給
量
を
制
御
し

連

続
し
て
同
時
打
設
で
き
る
油
圧
式

流
量
調
整
バ
ル
ブ
を
開
発
し
た


配
管
の
切
り
替
え
に
か
か
る
時
間

を
減
ら
し

コ
ン
ク
リ
の
品
質
低

下
リ
ス
ク
を
減
ら
す

今
後
は
油

圧
式
流
量
調
整
バ
ル
ブ
と
コ
ン
ク

リ
検
知
セ
ン
サ

を
ユ
ニ

ト

化

打
ち
上
が
り
高
さ
に
応
じ
て

流
量
を
調
整
し

左
右
同
時
に
連

続
打
設
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
す

将
来
的
に
は
覆
工
コ
ン

ク
リ
自
動
打
設
シ
ス
テ
ム
の
確
立

を
視
野
に
入
れ
る


　
佐
藤
工
業
は

山
岳
ト
ン
ネ
ル

施
工
の
自
動
化
・
ロ
ボ

ト
化
技

術
﹁
ド
リ
ル
ジ

ン
ボ
無
線
遠
隔

操
作
シ
ス
テ
ム
﹂
を
開
発

ヘ


ド
マ
ウ
ン
ト
デ

ス
プ
レ

︵
Ｈ

Ｍ
Ｄ
︶
に
切
羽
画
像
な
ど
を
投
影

し

ド
リ
ル
ジ

ン
ボ
を
直
感
的

に
遠
隔
操
作
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
た

既
に
実
用
化
し
て
い

る
﹁
自
己
充
填
覆
工
構
築
シ
ス
テ

ム
﹂
や
﹁
発
破
パ
タ

ン
自
動
適

正
化
シ
ス
テ
ム
﹂と
組
み
合
わ
せ


一
連
の
せ
ん
孔
作
業
の
自
動
化
を

目
指
す


　
道
路
構
造
物
の
老
朽
化
対
策
と

し
て

国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
高

速
道
路
の
リ
ニ


ア
ル
︵
大
規

模
更
新
・
修
繕
︶
プ
ロ
ジ

ク
ト

が
本
格
化
し
て
い
る

中
で
も


橋
梁
の
架
け
替
え
や
劣
化
し
た
コ

ン
ク
リ
床
版
の
取
り
換
え
が
重
点

施
策
と
さ
れ
る

だ
が

昼
夜
を

問
わ
ず
車
が
行
き
交
う
高
速
道
路

は

長
期
間
の
通
行
規
制
が
難
し

い

各
社
は
限
ら
れ
た
作
業
時
間

で
着
実
に
施
工
す
る
た
め

さ
ま

ざ
ま
な
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る


　
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
横

河
Ｎ
Ｓ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は


軽
量
プ
レ
キ

ス
ト︵
Ｐ
Ｃ
ａ
︶合

成
床
版
橋﹁
Ｎ
Ｙ
ラ
ピ

ド
ブ
リ


ジ
﹂を
共
同
開
発
し
た
鋼
桁
と

底
鋼
板

床
版
コ
ン
ク
リ
を
工
場

で
一
体
化
し
た
床
版
パ
ネ
ル
を
現

場
に
搬
入
・
架
設
し

施
工
期
間

を
大
幅
に
短
縮
す
る

構
造
は
低

桁
高
と
し
補
剛
材
も
軽
減

凹
凸

の
少
な
い
設
計
で

維
持
管
理
の

し
や
す
さ
に
も
配
慮
し
て
い
る


西
日
本
高
速
道
路
会
社
の
橋
梁
更

新
工
事
に
初
め
て
適
用
さ
れ
た


　
床
版
取
り
換
え
で
は

鹿
島
が

中
日
本
高
速
道
路
会
社
と
共
同
開

発
し
た
超
高
性
能
繊
維
補
強
セ
メ

ン
ト
系
複
合
材
料
︵
Ｕ
Ｈ
Ｐ
Ｆ
Ｒ

Ｃ
︶
が
活
用
さ
れ
て
い
る

防
水

性
や
耐
久
性

強
度
に
優
れ
た
Ｕ

Ｈ
Ｐ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
使
用
で

床
版
全

体
の
撤
去
や
再
構
築
が
不
要
に
な

り

施
工
効
率
の
ア

プ
に
つ
な

が
る


　
西
松
建
設
と
コ
ン
ク
リ

ト
コ


リ
ン
グ
︵
東
京
都
練
馬
区

小

澤
純
社
長
︶
は

床
版
の
切
断
と

撤
去
に
使
う
板
ジ


キ
工
法
を

高
度
化
し
た
﹁
自
動
水
圧
制
御
シ

ス
テ
ム
﹂を
共
同
開
発
し
た
従
来

は
送
水
の
自
動
制
御
が
で
き
ず


目
視
や
合
図
に
よ
る
対
応
が
必
要

だ

た

新
技
術
で
送
水
量
の
自

動
管
理
が
可
能
に
な
り

床
版
撤

去
の
作
業
時
間
が
約

％
短
縮
で

き
る


　
前
田
建
設
は
飛
島
建
設

佐
藤

工
業

エ
ス
イ

と
共
同
で

床

版
継
ぎ
手
技
術
﹁
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
　

Ｔ
Ｐ
ジ

イ
ン
ト
﹂を
開
発
し
た


機
械
式
定
着
鉄
筋
と
高
強
度
繊
維

補
強
モ
ル
タ
ル

橋
軸
垂
直
鉄
筋

を
組
み
合
わ
せ

間
詰
め
幅
を
従

来
の
半
分
以
下
の
約
１
４
０

に

抑
制

コ
ン
ク
リ
の
施
工
量
を
削

減
し

工
期
短
縮
と
材
料
コ
ス
ト

の
低
減
を
両
立
し
て
い
る


　
施
工
管
理
を
支
援
す
る
技
術
も

登
場
し
て
い
る

鉄
建
建
設
は


Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
て
車
線
規
制
帯

の
管
理
効
率
を
高
め
る
シ
ス
テ
ム

を
実
証
中
だ

保
安
設
備
に
Ｇ
Ｐ

Ｓ
︵
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
︶

機
器
を
取
り
付
け

現
場
管
理
者

が
規
制
範
囲
の
位
置
情
報
を
地
図

で
確
認
で
き
る

規
制
区
間
や
時

刻
も
自
動
的
に
記
録
さ
れ

道
路

管
理
者
へ
の
報
告
資
料
作
成
で
負

担
が
軽
減
で
き
る


　
高
速
道
路
３
社
︵
東
日
本

中

日
本

西
日
本
︶
が
２
０
２
４
年

１
月
に
公
表
し
た
更
新
計
画
に
よ

る
と

橋
梁
対
策
の
費
用
は
今
後


年
で
総
額
６
９
７
９
億
円
に
達

す
る

高
架
橋
区
間
が
集
中
す
る

首
都
高
速
や
阪
神
高
速
で
も
更
新

が
進
む

交
通
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
つ
つ

高
速
施
工
を
実

現
す
る
技
術
が

競
争
力
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
そ
う
だ


　
戸
田
建
設
は
高
速
道
路
の
床
版

取
り
換
え
で

独
自
の
継
ぎ
手
構

造
を
使

て
床
版
を
接
合
す
る

﹁
す
い
す
い
Ｃ
＆
Ｔ
工
法
﹂
の
適

用
範
囲
を
拡
大

道
路
の
片
側
を

通
行
さ
せ
な
が
ら
工
事
を
行
う

﹁
幅
員
方
向
分
割
施
工
﹂
に
対
応

し
て
い
る

幅
員
方
向
に
床
版
を

分
割
し

施
工
エ
リ
ア
を
工
事
車

線
に
限
定

車
線
規
制
を
減
ら
し

て
渋
滞
緩
和
に
つ
な
げ
る

接
合

部
の
構
造
に
つ
い
て
は
走
行
試
験

で
性
能
を
確
認
し
て
い
る


　
環
境
対
策
に
も
配
慮
し
て
い

る

三
井
住
友
建
設
は
セ
メ
ン
ト

を
使
用
し
な
い
プ
レ
キ

ス
ト
・

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ

ト

︵
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
︶
床
版
の
製
造
体

制
を
滋
賀
県
東
近
江
市
に
あ
る
自

社
工
場
で
構
築
し

環
境
認
証
ラ

ベ
ル
︵
Ｅ
Ｐ
Ｄ
︶
の
一
つ
で
あ
る

﹁
Ｅ
Ｐ
Ｄ
　
Ｈ
ｕ
ｂ
﹂
を
取
得
し

た

セ
メ
ン
ト
を
使
わ
ず
二
酸
化

炭
素
︵
Ｃ
Ｏ

︶
排
出
量
を
削
減

す
る
材
料
で
床
版
を
製
造

一
般

的
な
コ
ン
ク
リ

ト
に
比
べ
材
料

由
来
の
Ｃ
Ｏ

排
出
量
が
約

％

削
減
で
き
る


前田建設らが開発した間
詰め幅の小さい継ぎ手
（報道発表資料から）

西松建設らが模擬施設で
実証した側壁一体型ＰＣ
Ｌ版と運搬・架設装置
（報道発表資料から）



技
術
者
・
技
能
者
減
少
を
補
完
　

構
工
法
の
生
産
性
向
上

建築物

良質なサービス提供へ　ＤＸでメンテ高度化

上下水道

▼
▼
▼
▼
▼
　

キ

ワ

ド
は
生
産
性
向
上

技
術
開
発
へ
し
の
ぎ
削
る

インフラ　大更新時代　の行方　新技術

建築物

上下水道

（１７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日）第２部

　
住
宅
・
建
築
分
野
の
技
術
開
発

で
も

土
木
イ
ン
フ
ラ
と
同
様
に

技
術
者
・
技
能
者
の
減
少
を
補
完

す
る
生
産
性
の
向
上
が
欠
か
せ
な

い

建
設
各
社
は

高
度
な
専
門

職
に
依
存
し
な
い
新
た
な
構
工
法

の
開
発
を
急
ぐ

高
騰
す
る
建
築

費
の
抑
制
や
Ｚ
Ｅ
Ｂ
／
Ｚ
Ｅ
Ｈ
へ

の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
お
り

構

造
部
材
を
再
利
用
し
て
廃
棄
物
や

Ｃ
Ｏ

排
出
量
を
削
減
す
る
取
り

組
み
も
急
務
と
な

て
い
る


　
竹
中
工
務
店
と
オ
リ
エ
ン
タ
ル

白
石
は

国
土
交
通
省
の
﹁
住
宅

生
産
技
術
イ
ノ
ベ

シ

ン
促
進

事
業
﹂
に
採
択
さ
れ

資
源
循
環

型
構
造
体
の
開
発
に
２
０
２
５
年

度
ま
で
取
り
組
む

柱
部
材
に
Ｐ

Ｃ
ａ
ア
ン
ボ
ン
ド
プ
レ
ス
ト
レ
ス

ト
コ
ン
ク
リ

ト
︵
Ｐ
Ｃ
︶
造


梁
部
材
に
Ｓ
造
を
組
み
合
わ
せ
た

新
構
造
シ
ス
テ
ム
を
採
用

Ｐ
Ｃ

ａ
柱
を
Ｐ
Ｃ
鋼
材
で
圧
着
し

Ｓ

梁
と
ボ
ル
ト
接
合
す
る
こ
と
で
省

人
化
と
工
期
短
縮
を
実
現
す
る


さ
ら
に

Ｐ
Ｃ
鋼
材
の
緊
張
を
解

放
す
る
こ
と
で

解
体
・
再
利
用

も
可
能
と
し
た


　
大
成
建
設
は

基
礎
杭
工
事
で

異
な
る
強
度
の
コ
ン
ク
リ

ト
を

連
続
し
て
打
ち
分
け
る
﹁
Ｔ
｜
Ｃ

Ｒ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
　
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
工
法
﹂
を

開
発

地
震
が
起
こ

た
時

大

き
な
力
が
加
わ
る
杭
上
部
に
高
強

度
コ
ン
ク
リ

ト
を
使
用
し

そ

れ
以
外
に
は
通
常
強
度
の
コ
ン
ク

リ

ト
を
採
用
す
る
こ
と
で

従

来
よ
り
ス
リ
ム
な
杭
断
面
を
実
現

し
た

耐
震
性
の
向
上
に
加
え


建
設
汚
泥
や
Ｃ
Ｏ

排
出
量
も
削

減

工
期
短
縮
と
コ
ス
ト
低
減
に

も
寄
与
し

高
層
建
築
の
新
築
・

改
築
プ
ロ
ジ

ク
ト
へ
の
適
用
が

期
待
さ
れ
て
い
る


　
老
朽
化
し
て
い
る
マ
ン
シ

ン

の
大
規
模
修
繕
で
は

外
壁
タ
イ

ル
の
補
修
作
業
の
効
率
化
が
課
題

と
な

て
い
る

従
来
は
全
面
足

場
を
組
ん
で
技
能
者
が
打
音
調
査

を
行

て
い
た
が

竹
中
工
務
店

の﹁
ス
マ

ト
タ
イ
ル
セ
イ
バ

﹂

は
こ
れ
を
一
変
さ
せ
る
技
術
だ


ド
ロ

ン
で
撮
影
し
た
外
壁
の
赤

外
線
画
像
を
Ａ
Ｉ
が
解
析
し

タ

イ
ル
目
地
と
面
の
温
度
差
か
ら
タ

イ
ル
割
れ
を
自
動
で
検
出

建
物

全
体
の
タ
イ
ル
割
れ
図
面
も
自
動

作
成
さ
れ

１
枚
ご
と
の
浮
き
状

態
も
把
握
で
き
る


年
度
﹁
自

動
認
識
シ
ス
テ
ム
大
賞
﹂
︵
主
催

・
日
本
自
動
認
識
シ
ス
テ
ム
協
会
︶

で
は
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た


　
さ
ら
に

長
谷
工
コ

ポ
レ


シ

ン
と
ス
パ
イ
ダ

プ
ラ
ス
が

共
同
開
発
し
て
い
る
タ
イ
ル
裏
面

の
接
着
率
判
定
シ
ス
テ
ム
も
進

化

新
た
に
Ａ
Ｉ
画
像
認
識
技
術

を
取
り
入
れ

米
ア

プ
ル
の

﹁
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
﹂
の
カ
メ
ラ
で

タ
イ
ル
裏
面
を
撮
影

測
定
画
面

を
指
定
す
る
だ
け
で
接
着
率
の
算

定
が
可
能
に
な

た

色
彩
に
左

右
さ
れ
ず

均
等
な
接
着
か
ど
う

か
を
正
確
に
判
定
で
き
る
よ
う
に

な
り

検
査
の
迅
速
化
と
品
質
管

理
の
高
度
化
が
図
ら
れ
て
い
る


　
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
影
響

で

上
下
水
道
施
設
を
管
理
す
る

市
町
村
で
は

料
金
収
入
と
熟
練

技
術
者
の
確
保
が
急
速
に
難
し
く

な

て
い
る

今
後
も
安
定
的
に

良
質
な
上
下
水
道
サ

ビ
ス
を
提

供
す
る
に
は

デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
高
度

化

効
率
化
す
る
﹁
上
下
水
道
Ｄ

Ｘ
﹂
の
推
進
が
不
可
欠
と
な
る


国
土
交
通
省
は
今
年
３
月

実
用

化
さ
れ
た
技
術
を
一
覧
で
紹
介
す

る
﹁
上
下
水
道
Ｄ
Ｘ
技
術
カ
タ
ロ

グ
﹂
を
作
成
・
公
開
し
た


　
７

８
月
に
大
阪
市
で
開
催
さ

れ
た
﹁
下
水
道
展

大
阪
﹂
︵
主

催
・
日
本
下
水
道
協
会
︶
で
も


Ｄ
Ｘ
関
連
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術

を
出
展
す
る
企
業
が
数
多
く
見
ら

れ
た

ス
ズ
テ

ク
︵
愛
知
県
安

城
市
中
本
隆
代
表
取
締
役
︶は


モ
バ
イ
ル
３
Ｄ
ス
キ

ナ

を
用

い
た
調
査
・
設
計
・
出
来
形
管
理

の
一
体
型
ソ
リ


シ

ン
を
紹

介

日
本
水
工
設
計
︵
東
京
都
中

央
区

細
洞
克
己
社
長
︶
は

マ

ン
ホ

ル
を
開
け
る
こ
と
な
く
安

全
に
管
内
点
検
が
で
き
る
自
走
式

調
査
ロ
ボ

ト
を
展
示
し
た


　
下
水
道
管
路
の
非
開
削
に
よ
る

更
生
技
術
も
進
化
を
続
け
て
い

る

日
本
下
水
道
新
技
術
機
構

︵
塩
路
勝
久
理
事
長
︶
が
２
０
２

５
年
に
新
規
認
証
し
た
技
術
の
一

つ

タ
キ
ロ
ン
シ

ア
イ
シ
ビ
ル

︵
大
阪
市
北
区
木
村
啓
二
社
長
︶

の
﹁
ハ
イ
レ
イ
ズ
工
法
﹂
は

光

硬
化
装
置
で
更
生
材
を
照
射
・
硬

化
し

自
立
管
を
形
成
す
る

さ

ら
に
ト
ラ
ス
ト
テ
ク
ノ
︵
神
戸
市

兵
庫
区
前
田
浩
司
代
表
取
締
役
︶

な
ど
８
社
が
保
有
す
る
﹁
フ
ラ


シ

ラ
イ
ニ
ン
グ
｜
Ｓ
１
工
法
﹂

も
同
様
に
光
硬
化
タ
イ
プ
で

Ｌ

Ｅ
Ｄ
光
を
用
い
て
効
率
的
に
管
き


を
構
築
す
る


　
水
道
分
野
で
も
新
技
術
が
導
入

さ
れ
て
い
る

水
道
技
術
研
究
セ

ン
タ

︵
安
藤
茂
理
事
長
︶
が
７

月
に
公
開
し
た
新
技
術
事
例
集
で

は
コ
ス
モ
工
機︵
東
京
都
港
区


加
藤
正
明
社
長
︶
の
﹁
管
路
立
ち

上
げ
部
に
お
け
る
付
属
設
備
お
よ

び
人
孔
ふ
た
リ
ニ


ア
ル
工

法
﹂
が
掲
載
さ
れ
た

腐
食
に
よ

る
漏
水
や
故
障
に
対
応
し

断
水

せ
ず
に
老
朽
化
し
た
人
孔
ふ
た
を

撤
去
し

新
た
な
ふ
た
に
交
換
す

る
技
術
で
あ
る

挿
入
時
に
は


既
設
ふ
た
を
外
し
た
フ
ラ
ン
ジ
付

き
Ｔ
字
管
に
一
時
的
な
止
水
装
置

︵
置
き
こ
ま
︶
を
設
置
し

劣
化

パ

キ
ン
の
除
去
や
フ
ラ
ン
ジ
面

の
清
掃
も
可
能
と
す
る


　
こ
の
技
術
は

横
浜
市
・
西
谷

浄
水
場
︵
保
土
ケ
谷
区
︶
の
再
整

備
事
業
に
お
い
て

国
内
最
大
級

と
な
る
口
径
２
０
０
０

の
送
配

水
管
で
の
不
断
水
分
岐
工
事
に
も

適
用
さ
れ
た

加
え
て

大
成
機

工︵
大
阪
市
北
区
中
村
稔
社
長
︶

の
不
断
水
分
岐
工
法
も
併
用
さ

れ

複
雑
な
作
業
を
止
水
せ
ず
に

進
め
る
技
術
力
が
発
揮
さ
れ
た


　

年
の
能
登
半
島
地
震
で
は


上
下
水
道
施
設
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し

広
範
囲
で
長
期
間
の
断

水
が
続
い
た
国
交
省
に
よ
れ
ば


被
災
地
で
も
耐
震
化
さ
れ
た
設
備

は
大
き
な
被
害
を
免
れ
た
と
い

う

今
後
は
老
朽
施
設
の
早
期
更

新
と
適
切
な
維
持
管
理
に
加
え


耐
震
補
強
を
よ
り
高
度
か
つ
効
率

的
に
行
う
た
め
の
技
術
開
発
が


一
層
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な

り
そ
う
だ


　建設会社がインフラ・建築物の適切な更新・修繕や長寿命化に対処する技

術開発に力を注ぐ。共通するキーワードは生産性向上。更新事業では施設を

供用しながらの施工が求められるなど制約も多い中、各社はあの手この手の

工夫を凝らす。トンネル、橋梁、上下水道、建築物の各施設別に年以降、

本紙で掲載した技術を中心に最新の開発動向をまとめた。

光硬化装置で更生材を照
射するタキロンシーアイ
シビルのハイレイズ工法
（日本下水道新技術機構
ホームページから）

ＡＩで外壁の赤外線画像
を解析する竹中工務店の
スマートタイルセイバー
（報道発表資料から）



研修施設やカリキュラム用意、後継者不足が課題

﹁
守
り
手
﹂育
成
に
注
力

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る

事業承継へ多様な支援策提供
オリックス、必要に応じ人材派遣も

インフラ　大更新時代　の行方　業界

（１８）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日） 第２部

仙
建
工
業
の
新
総
合
研
修
セ
ン

タ

︵
報
道
発
表
資
料
か
ら
︶

　
現
場
の
実
態
に
即
し
た
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
担
い
手

確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
り
組

み
が

全
国
で
活
発
に
な

て

て
い
る

建
設
会
社
は
独
自
の

カ
リ
キ

ラ
ム
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
展
開

研
修
施
設
の
新
設

や
改
修
も
進
め

実
物
大
の
モ


ク
ア

プ
︵
模
型
︶
を
活
用

し
た
実
践
的
な
技
能
習
得
を
後

押
し
す
る

人
口
減
少
が
進
む

中
で
の
将
来
の
深
刻
な
人
手
不

足
に
備
え

自
治
体
が
住
民
と

連
携
す
る
動
き
も
広
が
り
つ
つ

あ
る


　
　
　
◇
◇
◇

　
独
自
の
育
成
策
を
進
め
る
地

場
の
建
設
会
社
は
多
い

伊
田

テ
ク
ノ
ス︵
埼
玉
県
東
松
山
市


楢
崎
亘
社
長
︶
は

社
員
の
技

術
熟
練
度
や
資
格
保
有
状
況
を

ス
キ
ル
マ

プ
と
し
て
数
値
化

し

部
門
内
で
共
有

自
社
で

運
営
す
る
職
業
訓
練
校
﹁
伊
田

テ
ク
ノ
カ
レ

ジ
﹂
で
は

若

手
社
員
が
研
修
講
師
を
務
め
る

こ
と
で
指
導
力
と
技
術
理
解
の

双
方
を
高
め
て
い
る


　
川
口
建
設
︵
北
九
州
市
小
倉

北
区

川
口
博
史
社
長
︶
は
西

日
本
工
業
大
学
と
産
学
連
携
協

定
を
締
結

両
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
デ

タ
を
活
用
し

現
場
の

動
画
撮
影
に
よ
る
教
材
制
作
に

取
り
組
ん
で
き
た

こ
の
連
携

が
評
価
さ
れ


年
に
は
国
土

交
通
省
と
建
設
産
業
人
材
確
保

・
育
成
推
進
協
議
会
︵
事
務
局

・
建
設
業
振
興
基
金
︶
が
主
催

す
る
第
２
回
﹁
建
設
人
材
育
成

優
良
企
業
表
彰
﹂
で
優
秀
賞
を

受
賞
し
た


　
東
陽
電
気
工
事
︵
福
島
県
西

郷
村
石
川
格
子
代
表
取
締
役
︶

は

本
社
敷
地
内
で
﹁
安
心
し

て
失
敗
で
き
る
環
境
﹂
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
建
設
し
た
研
修
棟

﹁
大
地
﹂
を
運
営
す
る

社
内

外
問
わ
ず
新
人
を
受
け
入
れ


研
修
を
実
施
し
て
い
る

小
学

生

高
校
生
向
け
の
職
業
体
験

会
も
定
期
的
に
開
催

地
元
の

工
業
高
校
と
連
携
し
て
電
気
工

事
士
資
格
取
得
を
支
援
す
る
な

ど

若
年
者
の
入
職
促
進
に
貢

献
し
て
い
る


　
イ
ン
フ
ラ
維
持
の
新
た
な
担

い
手
と
し
て

住
民
と
協
力
す

る
仕
組
み
も
広
が
る

岐
阜
県

は

年
度
に
﹁
社
会
基
盤
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
サ
ポ

タ

︵
Ｍ

Ｓ
︶
﹂
制
度
を
開
始

地
域
住

民
が
ボ
ラ
ン
テ

ア
と
し
て
道

路
の
点
検
や
損
傷
箇
所
の
通
報

を
行
い

早
期
対
応
に
貢
献
し

て
い
る


年
度
に
当
初
目
標

の
１
０
０
０
人
を
達
成
し



年
３
月
末
時
点
で
は
２
４
１
９

人
が
活
動
し
て
い
る


　
　
　
◇
◇
◇

　
地
域
の
大
動
脈
で
あ
る
鉄
道

イ
ン
フ
ラ
で
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

人
材
の
育
成
に
注
力
す
る
動
き

が
相
次
ぐ

東
鉄
工
業
は



年
に
本
格
稼
働
し
た
茨
城
県
つ

く
ば
み
ら
い
市
の
﹁
東
鉄
総
合

研
修
セ
ン
タ

﹂
を
運
営

高

架
橋
の
モ

ク
ア

プ
や
実
習

用
の
ホ

ム
・
線
路
な
ど
を
設

け
て
い
る

毎
年
秋
に
は
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
パ

ト
ナ

会
社
と

﹁
機
械
作
業
技
術
交
流
会
﹂
を

開
催
し

開
発
成
果
な
ど
を
共

有
し
て
施
工
技
術
や
安
全
品
質

の
向
上
に
生
か
し
て
い
る

軌

道
業
界
全
体
の
技
術
革
新
に
も

意
欲
を
示
す


　
名
工
建
設
は
７
月
１
日
付
で

軌
道
本
部
に
﹁
軌
道
技
術
部
﹂

を
新
設
し
た

将
来
の
作
業
員

不
足
を
見
据
え

機
械
化
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
で
軌
道
工
事
の
効
率

を
高
め
負
担
も
軽
減
す
る

同

社
は
愛
知
県
春
日
井
市
に
﹁
総

合
技
術
研
修
セ
ン
タ

﹂
を
建

設
し
て
い
る

屋
外
に
実
習
用

の
線
路
や
鉄
道
構
造
物
の
モ


ク
ア

プ
を
整
備


年
４
月

の
供
用
開
始
を
予
定
し

現
場

に
即
し
た
技
能
の
習
得
を
通
じ

て
技
術
継
承
の
加
速
と
定
着
に

つ
な
げ
る


　
仙
建
工
業︵
仙
台
市
青
葉
区


木
村
英
明
社
長
︶
は
４
月

宮

城
県
名
取
市
に
﹁
仙
建
総
合
研

修
セ
ン
タ

﹂
を
開
設
し
た


保
線
や
軌
道
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

特
化
し
た
研
修
が
敷
地
内
で
完

結
可
能
だ

線
路
や
踏
切

ト

ン
ネ
ル
な
ど
を
再
現

実
物
大

の
モ

ク
ア

プ
や
安
全
体
感

設
備
を
設
け
施
工
手
順
や
管
理

技
術
に
加
え

大
型
保
線
機
械

の
点
検
技
術
も
学
べ
る
環
境
を

整
え
た


　オリックスが中小建設業の事業承継支援
に力を注いでいる。これまでに培った金融
ノウハウやコンサルティングの実績を活用
し、顧客の状況に応じた多様な支援策を提
供。親族内に後継者がいる場合は、株式の
委譲スキームや資本政策を助言し、後継者
が不在の企業には株主譲渡や取引先企業と
のＭ＆Ａ（企業の合併・買収）、資産の換
価・処分などを提案する。年以降、４
社の株式を取得し、必要に応じて人材も派
遣して経営を支えている。
　これまでに株式を取得したのは、年の
地盤調査会社・東京ソイルリサーチ（東京

都目黒区、辻本勝彦社長）、ゴルフ場散水
設備工事のトンプソントーワ（東京都千代
田区、入江弘毅社長）、年の建設業向け
計測システム開発会社・計測ネットサービ
ス（東京都北区、高橋貢社長）、年には
関西で基礎杭打ち工事を手掛けるサンシャ
（神戸市西区、濱田聡一郎社長）の全株式
を取得した。
　東京ソイルリサーチの買収は、国土強靱
化やインフラ老朽化対策による需要拡大を
見込んだ動き。オリックスは経営体制の強
化と成長戦略を支援し、年にＥ・Ｊホー
ルディングスへ株式を譲渡した。一方、後

継者が不在だったトンプソントーワでは、
社内の管理体制を整備し、年にゴルフ場
管理を手掛けるグリーンシステム（大阪市
西区、北野泰弘社長）に譲渡した。

　計測ネットサービスでは、経営人材の育
成や組織体制の強化を重点的にサポート。
年にはレンタルのニッケンへ株式を譲渡
し、成長基盤を整えた。サンシャでは後継

者の育成に加え、ガバナンス体制の充実も
支援。オリックスグループの法人営業ネッ
トワークや経営ノウハウも提供し、持続可
能な経営体制づくりを後押ししている。
　東京商工リサーチの調査によると、年
に後継者不在を理由とする「後継者難」型
倒産は前年比．％増の件で、５年連続
の最多更新。業種別では建設業が最多とな
り、前年から．％増の件に上った。中
小建設業における事業承継の課題が一層深
刻化していることがうかがえる。
　オリックスは今後も、後継者問題に直面
する企業に対し、中長期的な視点での経営
支援を継続。単なる株式譲渡にとどまらず、
次世代へのスムーズなバトンタッチを可能
にするための実践的な取り組みを進めてい
く考えだ。

　老朽化するインフラを適切に更新、維持管理して

いくには技術者や技能者の確保・育成が欠かせない。

特に「地域の守り手」となる地域建設会社が担う役

割は大きい。研修用の施設やカリキュラムを設けて

人材育成に注力する会社が相次ぐ。技能継承以前に

後継者が見つからず会社の存続が危ぶまれるケース

も多い状況で、後継者難の中小建設業の経営をコン

サルティングする民間サービスも出てきた。



建築設計

維持管理にもＢＩＭ活用

建
物
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ﹁
知
の
継
承
基
盤
﹂に

生成ＡＩ教師データ

建
設
コ
ン
サ
ル
　

成
果
物
使
用
で
議
論
開
始

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
変
革
促
す
鍵
に

インフラ　大更新時代　の行方　業界

（１９） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日）第２部

□
Ｂ
Ｉ
Ｍ
マ
ネ

ジ



　
　
　
　

　
各
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
横
断
的
に
確
認
し

社
外
の
動
向

を
収
集
し
な
が
ら
社
内
標
準
の
策
定
や
プ
ロ
ジ

ク
ト
チ


ム
の
評
価
を
行
う
立
場

□
Ｂ
Ｉ
Ｍ
コ

デ

ネ

タ


　
　

　
個
別
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
参
画
す
る
が
モ
デ
ル
の
入
力

は
行
わ
ず

プ
ロ
ジ

ク
ト
や
社
内
標
準
へ
の
準
拠

実

行
計
画
書
へ
の
準
拠
な
ど
を
確
認
し
監
督
す
る
立
場

セミナーでは維持管理でＢＩＭを活用
する考え方や方法などを紹介（９日、
東京・芝の建築会館ホール）

◆各地でセミナー

　士会連合会はＢＩＭマ
ネージャー・コーディネー
ターに対する理解を深めて
もらうため、テキストを用
いたセミナーを各地で開催
中。詳細は士会連合会のＢ
ＩＭポータルサイト（https
://kenchikushikai|bim.or
g/）へ。

﹃
Ｂ
Ｉ
Ｍ
マ
ネ

ジ


・
コ

デ

ネ

タ

読
本

　
合
本
版
﹄
の
表
紙

　
日
本
建
築
士
会
連
合
会︵
士
会
連

合
会
古
谷
誠
章
会
長
︶は
Ｂ
Ｉ
Ｍ

関
連
技
術
者
の
将
来
像
の
一
つ
と
し

て﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
マ
ネ

ジ


・
コ

デ


ネ

タ

﹂を
提
唱
し
て
い
る
２

０
２
３
年
度
に
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
マ
ネ

ジ



・
コ

デ

ネ

タ

の
育
成

に
必
要
な
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
テ
キ

ス
ト
﹃
Ｂ
Ｉ
Ｍ
マ
ネ

ジ


・
コ


デ

ネ

タ

読
本
﹄を
ま
と
め



年
度
に
追
補
版
を
刊
行
し
た


　
建
築
士
が
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
を
見
据
え
た
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
役
割
を
果
た
す
た
め



年
度
は
維
持
管
理
と
い
う
長
期
的

な
視
点
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
マ
ネ

ジ


・

コ

デ

ネ

タ

の
役
割
に
焦
点

を
当
て
た
テ
キ
ス
ト
を
ま
と
め

こ

れ
ま
で
の
成
果
と
合
わ
せ
て
﹁
合
本

版
﹂
を
発
刊
し
た


　
　
　
□
　
　
　
□

　
建
物
の
維
持
管
理
に
関
す
る
情
報

は
紙
や
経
験
に
頼
り

組
織
の
中
で

も
断
片
的
に
扱
わ
れ
て
い
る

維
持

管
理
段
階
で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
は
ま
だ

発
展
途
上
と
い
え
よ
う

Ｂ
Ｉ
Ｍ
の

導
入
に
よ
り
維
持
管
理
は
﹁
情
報
を

探
す
作
業
﹂
か
ら
﹁
情
報
を
生
か
す

作
業
﹂
へ
と
変
わ
る

迅
速
な
意
思

決
定
や
計
画
的
な
修
繕
が
可
能
と
な

り

結
果
的
に
コ
ス
ト
削
減
と
資
産

価
値
維
持
の
両
立
が
期
待
で
き
る


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
は
設
計
・

施
工
段
階
で
作
ら
れ
る
こ
と
が
多

い

だ
が

そ
の
本
当
の
価
値
は
完

成
後
に
維
持
管
理
へ
引
き
継
が
れ
て

か
ら
発
揮
さ
れ
る

点
検
や
修
繕
の

た
び
に
デ

タ
を
更
新
し
て
い
け

ば

モ
デ
ル
は
情
報
資
産
と
し
て
成

長

建
物
の
状
態
を
常
に
最
新
の
情

報
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り

将

来
の
計
画
や
意
思
決
定
も
よ
り
確
実

に
な
る

維
持
管
理
を
通
じ
て
長
く

使
い
続
け
ら
れ
る
﹁
建
物
の
知
識
基

盤
﹂
と
し
て
機
能
す
る


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
日
常
の
点
検
か
ら
長
期

修
繕
計
画

災
害
対
応

エ
ネ
ル
ギ


管
理

情
報
探
索
ま
で
維
持
管
理

業
務
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
力
を
発
揮

す
る

単
な
る
情
報
の
蓄
積
で
は
な

く

日
々
の
業
務
で
生
き
る
﹁
情
報

の
可
視
化
﹂
と﹁
共
有
の
仕
組
み
﹂と

し
て
活
用
す
る
こ
と
こ
そ
が

維
持

管
理
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
本
質
と
い
え
よ
う


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
長
期
的
に
活
用
す
る
に

は
情
報
整
備
と
運
用
設
計
が
土
台
と

な
る

▽
必
要
な
情
報
を
整
え
▽
更

新
を
業
務
に
組
み
込
み
▽
発
注
者
が

ル

ル
を
持
ち
▽
効
果
を
見
え
る
化

し
▽
外
部
と
連
携
し
な
が
ら
育
成
す

る

と
い
う
五
つ
を
意
識
す
る
こ
と

で

維
持
管
理
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
確
か
な
成

果
を
生
み
出
す


　
　
　
□
　
　
　
□

　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
導
入
は
﹁
小
さ
く
始
め
て

段
階
的
に
広
げ
る
﹂
こ
と
が
成
功
の

秘
訣
︵
ひ
け
つ
︶

新
築
で
は
設
計

段
階
か
ら
の
情
報
整
備

既
存
施
設

で
は
現
況
把
握
か
ら
の
計
画
的
な
Ｂ

Ｉ
Ｍ
化
を
基
本
と
し

目
的
と
運
用

ル

ル
を
明
確
に
し
な
が
ら
進
め

る

取
り
組
み
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら

始
め

現
場
の
課
題
を
一
つ
ず
つ
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ


　
維
持
管
理
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
単
な
る
ツ


ル
で
は
な
く

建
物
に
関
す
る
知
識

を
世
代
や
組
織
を
超
え
て
共
有
し


建
物
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
﹁
知
の
継

承
基
盤
﹂
と
な

て
い
く
だ
ろ
う


　建設プロジェクトではＢＩＭ／ＣＩＭやＡＩといったデジタル

技術を活用する場面が広がっている。革新的なテクノロジーを駆

使し、効率化やコスト削減などの課題に対処。かつて膨大な労力

が必要だった作業も比較的容易に実現できる。土木設計界では生

成ＡＩを利活用するための議論に着手。建築設計界は維持管理を

見据えたＢＩＭ利用の環境整備に取り組む。デジタル技術は単な

るツールではなく、建設業界全体に変革を促す鍵になる。

　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
︵
建

コ
ン
協

大
本
修
会
長
︶
は

２
０

２
５
年
度
に
﹁
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
地
位
向
上
検
討
委
員
会
﹂
を
立

ち
上
げ

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
で
議

論
を
始
め
た

生
成
Ａ
Ｉ
の
精
度
向

上
や

社
外
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

が
目
的

中
で
も
﹁
生
成
Ａ
Ｉ
の
教

師
デ

タ
に
︵
建
設
コ
ン
サ
ル
が
ま

と
め
た
︶
成
果
物
を
使
え
る
仕
組
み

を
固
め
て
い
く
﹂
︵
河
村
成
人
委
員

長

パ
シ
フ


ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
常
務
執
行
役
員
先
端
技
術
セ
ン
タ


長
︶こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
く


　
発
注
者
が
持
つ
成
果
物
の
著
作
権

を
建
設
コ
ン
サ
ル
に
移
す
の
は
難
し

い

同
検
討
委
は
ま
ず

用
途
を
限

定
し
て
通
達
な
ど
の
形
で
使
用
を
許

可
し
て
も
ら
え
る
よ
う

国
土
交
通

省
な
ど
と
交
渉
し
て
い
く
方
針
だ


　
国
交
省
と
年
４
回
程
度
開
く
﹁
未

来
塾
対
応
ワ

キ
ン
グ
グ
ル

プ

︵
Ｗ
Ｇ
︶
﹂
で
意
見
を
交
わ
す

月

内
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
テ

マ
に
議
論
を

始
め

年
度
内
に
も
建
コ
ン
協
と
し

て
の
考
え
を
ま
と
め
る


　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
策
定
し
た
﹁
行
政

の
進
化
と
革
新
の
た
め
の
生
成
Ａ
Ｉ

の
調
達
・
利
活
用
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
﹂
を
受
け

国
交
省
で
も
Ａ
Ｉ

活
用
の
議
論
が
活
発
に
な
る
と
み
ら

れ
る

意
見
照
会
な
ど
の
機
会
に


建
コ
ン
各
社
の
要
望
を
取
り
込
み
な

が
ら

国
と
協
働
し
た
い
考
え
だ


　
　
　
□
　
　
　
□

　
成
果
物
を
教
師
デ

タ
と
し
て
使

う
に
は

発
注
者
と
の
協
議
だ
け
で

な
く

建
コ
ン
各
社
と
の
丁
寧
で
慎

重
な
議
論
が
求
め
ら
れ
る

多
く
の

社
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
使

た
技
術
や
シ

ス
テ
ム
を
独
自
に
運
用
し
て
い
る


自
社
が
蓄
積
し
て
き
た
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
習
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
が
公
共

事
業
に
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば

新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
可
能
性
が
出

て
く
る

人
的
資
源
が
少
な
い
中
小

企
業
に
有
償
で
使

て
も
ら
う
よ
う

な
ス
キ

ム
も
構
築
で
き
る
だ
ろ

う


　
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
は

情
報
流
出

の
危
険
性
や
品
質
確
保
の
懸
念
が
伴

う
発
注
者
と
の
合
意
も
不
可
欠
だ


山
積
す
る
課
題
を
解
決
す
る
に
は


建
コ
ン
各
社
の
意
見
を
幅
広
く
聞
き

な
が
ら

慎
重
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い


　
成
果
品
に
は
固
有
名
詞
が
含
ま
れ

る
ケ

ス
も
多
く

個
人
情
報
保
護

に
も
注
意
が
必
要
だ

Ａ
Ｉ
技
術
が

よ
り
進
化
す
れ
ば
こ
う
し
た
課
題
が

解
決
で
き
る
可
能
性
も
あ
る

だ
が

当
面
は
発
注
者
と
個
人
情
報
保
護
の

枠
組
み
で
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ

ろ
う


　
　
　
□
　
　
　
□

　
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
活
用
す
る
に
は

﹁
協
調
領
域
﹂と﹁
競
争
領
域
﹂を
明

確
に
線
引
き
す
る
こ
と
も
重
要
だ


教
師
デ

タ
へ
の
成
果
物
利
用
を
協

調
領
域
と
し
て
取
り
組
み

具
体
的

な
技
術
開
発
は
協
調
領
域
と
競
争
領

域
の
最
適
化
を
考
え
な
が
ら

対
応

方
針
を
決
め
る
べ
き
だ
ろ
う


　
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
は
建
コ
ン
業

界
が
直
面
す
る
課
題
を
解
決
す
る
だ

け
で
な
く

業
界
の
魅
力
ア

プ
に

も
な
る

最
先
端
の
動
き
に
敏
感
な

若
い
世
代
を
引
き
付
け
る
要
因
と
し

て
期
待
さ
れ
る

建
コ
ン
協
は
他
産

業
の
動
き
な
ど
も
参
考
に

発
注
者

や
関
連
業
界
と
協
調
し
生
成
Ａ
Ｉ
の

利
活
用
を
探

て
い
く
方
針
だ




分野のインフラ〝体力〟を診断・評価

＊水インフラ＊ ＊下水道＊

＊公園緑地＊ ＊街路空間＊

＊都市鉄道＊ ＊地域公共交通＊

＊高規格幹線道路＊＊治水インフラ＊

＊新幹線＊ ＊コンテナ港湾＊

＊バルク港湾＊ ＊空港と航空網＊

土
木
学
会
　
　

概
念
を
広
げ
共
有
感
覚
持
つ
た
め
に

暮らしを支える国土を支える

　不測の危機時に水供給全体システ
ムとして、システムごとに一定の機
能を発揮するか、あるいは最低限の
機能を確保できるかを具体的に検証
し、必要に応じてハード・ソフト対
策を進めることが求められる。ハー
ド対策では水供給のリダンダンシー
（冗長性）確保に向け、施設の二重
化や多重化の取り組みを地域事情に
応じて進めていかなければならな
い。ソフト対策では平時から最悪の
被害シナリオや地域の水利用形態を
踏まえた水供給の優先度を検討し、
生活・社会経済への影響を最小限に
する実効性のあるリスク管理を推進
していく必要がある。

　浸水対策の整備は進んでいるが、
目標整備水準として設定されている
降雨確率年は必ずしも高い水準には
ない。気候変動の影響を考慮した対
策の方針を示したことは優れてお
り、今後、各自治体での計画の策定
や推進が待たれる。汚水処理では人
口当たりの普及率が国際的に見ても
高いレベルにある。放流水域の水質
改善への貢献は、特に有機物に関し
て計画放流水質が欧州連合（ＥＵ）
より厳しい水準で設定されており、
それを十分満たしている。カーボン
ニュートラルや資源循環への取り組
みも進められている。施設の耐震化
など総合的な地震対策に加えて、メ
ンテナンスや更新の取り組みにも力
を入れている。

　これまで公園緑地政策は全体量の
確保と最低限必要な生活基準として
の公園緑地の提供を目指し、一定の
成果を上げてきた。しかしいまだ欧
米都市と比して格段に少なく、配置
や規模にも課題がある。心身の健康
に必要不可欠な公園緑地を育てるた
め、今後は▷「画一的な計画・設計
・施工・管理・運営の分業」から
「官民連携の地域マネジメント」▷
「各事業別」から「他のインフラ事
業と連携」▷「初期の整備の投資」
から「整備のマネジメントを重視、
長期的に複数財源」▷新技術の活用
・エビデンス（根拠）に基づく政策
立案への転換が求められる。

　大ロンドンではほぼ全ての道路に
歩道が設置されている。これに対し、
大阪市の歩道設置率は低く、特に市
町村道では％にとどまる。欧米諸
国では車道を狭めて歩道を拡大、歩
行者優先道路を面的に展開、低速
ゾーン（速度規制が㎞以下の道路）
を市街地全体に設定、通学路の安全
性を向上、連続し高密度な自転車空
間ネットワークを構築など、歩行者
・自転車優先空間を長期にわたって
拡大してきた。日本で歩行者や自転
車を意識した道路空間整備について
は緒についたところであり、今後一
層進めていくことが期待される。

　三大都市圏のうち東京と大阪の鉄
道は、世界の主要都市でも整備水準
が高い。名古屋は路線網の規模が小
さいが、路線密度は中位となってい
る。地方中枢都市の鉄道は、海外の
同規模都市と比較すると中位～やや
低位の水準にある。東京圏で拡大し
た相互直通運転によるシームレス化
は日本独自の取り組みで、利便性向
上に大きく貢献した。空港アクセス
は国際的な視点でさらなる利便性の
改善が求められる。日本には踏切が
多く、時間損失や交通事故の多発な
ど社会に及ぼす影響が大きい。国が
指定した緊急対策の検討が必要な踏
切を対象に立体交差化の推進が求め
られる。

　日本は都市規模が大きくなるほど
公共交通の分担率が高い傾向にあ
る。スイスは人口３万～５万人の都
市でも、人口万～万人の都市に
引けを取らない公共交通分担率とな
っている。地域公共交通活性化推進
法（年）は、地域社会が地域公共
交通を考えるきっかけになった。だ
が十分な財源の担保はされておら
ず、実効性が高いとは言い難い。自
動車との激しい競争にある民間の公
共交通事業者の存在を意識し、予算
制度だけでなく、公共交通を使いや
すい都市構造の形成や他分野との連
携なども含め、対策を考えていかな
ければならない。

　１万㎞の計画延長に対し、現
在％が供用されているが、いまだ
に欧米に比べて高速道路の交通分担
率が低く、交通安全性の向上や移動
時間の短縮などのために、さらなる
高速道路の活用が求められる。この
ためにはミッシングリンク（不連続
区間）の解消と暫定２車線区間の４
車線化など、既存の高規格幹線道路
の機能を高めるとともに、高規格幹
線道路と一体となって機能する広域
的な道路ネットワークの構築が求め
られる。これらの課題に対応するた
めには、料金制度の抜本的な見直し
も含め、持続可能な財源の確保が不
可欠である。

　直轄河川の堤防整備率は全国平均
で．％（年３月末）、東京都
管理河川の護岸整備率は％。これ
らは韓国の国管理河川や中央・地方
政府の管理河川の数値よりも低い。
水災害の人的被害（死者数）と被害
額は、先進７カ国（Ｇ７）や経済協
力開発機構（ＯＥＣＤ）加盟国と比
較し世界ワーストクラス。アジア諸
国、特に韓国や台湾よりも被害は大
きい。治水投資額は日本が総じて減
少傾向にあるのに対し、他の国では
維持あるいは増加させている。気候
変動の進展で洪水外力の増加が懸念
され、投資額の大幅増加と整備水準
向上が不可欠になっている。

　日本の新幹線整備は着実に進捗
し、需要追従型から海外では主体で
あるネットワーク形成型へと推移し
てきた。日本に次いで整備した国々
は総じて日本と同様の水準に達して
きている。日本は現在、人口減少を
はじめ深刻な課題を抱えている。航
空など他の交通モードや、２次交通
（地域交通）との連携やその利便性
向上も視野に、「需要があるか」の
視点のみで捉えるのではなく「都市
の将来」をどうしていくかの国家的
視点から、都市と国土、経済の持続
可能性や地球環境問題などを考慮し
た客観的で総合的な検討が十分に行
われていくことが期待される。

　東アジア諸国では大型船が入港可
能な大水深岸壁の整備が日本に比べ
て進み、将来の拡張計画でも日本を
大きく上回る国々が存在する。大型
船の着岸や積み替え利便性の向上へ
バースの柔軟な利用、自動化ターミ
ナルの導入など、ＩＴを活用した
ターミナル運用の効率化、国内外か
らの集荷による取扱量の増加を通じ
たターミナル関係費低減などが課題
といえる。最近ではカーボンニュー
トラルの形成やＤＸの推進、安定し
たサプライチェーン（供給網）構築
のための港湾の強靱化にも取り組ん
でおり、世界に選ばれる港湾の形成
を目指す必要がある。

　主要なバルク貨物の輸入拠点とし
て大型船が入港可能で、かつ十分な
量の貨物の貯蔵や二次輸送への対応
が可能な港湾の整備が不可欠となっ
ている。整備が不十分では近隣諸国
よりもバルク貨物の輸入が高コスト
かつ不安定となり、製造業の国際競
争力や安定的な国民生活への影響が
懸念される。品目ごとに大型化に対
応すべき港湾の整備を推進し、周辺
地域も含めた民間投資を促進して産
業の育成を図る国際バルク戦略港湾
政策は、今後も継続して進める必要
がある。水素やアンモニアなど新エ
ネルギー受入のための輸入拠点の形
成を図っていく必要がある。

　ＧＤＰ当たりの空港数は他の主要
国と同水準で、人口と国土面積を考
慮した国土係数当たりでも、同じ島
国の英国と並んで高水準にある。今
後も特に継続した需要増が予想され
る空港を中心に、ＤＸの活用や世界
的な脱炭素の動向、維持管理のニー
ズにも配慮しながら、容量拡大や利
便性向上を図り、さまざまな輸送需
要に柔軟できめ細かに対応していく
ことが求められる。空港運営ではコ
ンセッション方式の導入なども進
む。需要の増加や国際競争力の激化
に対し、都市経営の観点も踏まえて
さらなるサービスレベルと利便性の
向上が必要となっている。

（２０）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日） 第２部
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